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孔明になったけど仕えた劉備は美少女でゲスでニート志望だったの事
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「はははは、知力１００の孔こう明めい様にかなうと思ったか。司し馬ば懿いめ！」

　ぼそぼそと独り言を繰りながら、俺はクリックする。

　カーテンを閉め切った、六畳もない自室。

　親にバレないように電気を消した薄暗い一室で、俺はデスクトップパソコンのモニターと向き合っていた。

「残念！　それは孔明の罠だ」

　火か計けい、偽ぎ計けい、寝返り、全ての計けい略りやくがおもしろいように決まっていく。

　もはや、鄴ぎようの一国まで追い詰められた魏ぎの軍勢は、瞬またたく間まにその数を減らしていく。

「……やべ。もうこんな時間か」

　モニターの右端に表示された時刻を見て、ふと我に返る。後、もう二時間もすれば日の出だ。今日も高校がある。

「でも、あともう少しで天下統一だから……」

　俺は自分に言い訳するようにそう呟いて、再びゲームに戻った。

　わかっているけどやめられない。

　それが、戦略シミュレーションの──いや、三さん国ごく志しの魅力なのである。

　その中でも俺は、諸しよ[image: ]かつ亮りよう孔こう明めいに成り代わってプレイするのが好きだった。

　三国志好きの俺は、もう何人もの武将に成り代わりプレイしてきたが、何度もやってみたくなるのは、やっぱりなんと言っても孔明シナリオしかない。

　幼い頃は、呂りよ布ふとかの武力系の将に憧れた時期もあった。だが、ある程度の年齢になってからは、もっぱら三国志のゲームの新作が出る度たびに真っ先にプレイするのは、孔明ばかりになっていた。

　多分、何となく悟っちゃったんだと思う。

　俺は、呂布にはなれない。赤せき兎と馬ばも乗りこなせないだろうし、遠くにある武器の柄に矢を当てるなんてもっと無理だし、そもそも身長が二メートルを超えてる人間なんて化け物じみてる。

　でも、孔明は違う。

　彼の示した『出師すいしの表ひよう』に代表されるような劉りゆう備びへの忠ちゆう義ぎは、あくまで精神論の問題だから、気合次第でなんとかなる。

　敵に示した数々の計略は神がかってはいるけれど、それらは全部知略だ。

　武力は目に見えるけど、知力は目に見えない。だから、もしかしたら、すごく努力したら、彼のようになれるかもしれない。孔明はそんな風に思わせてくれる存在だ。

　だからこそ孔明は、凡ぼん人じんでも自分を重ね合わせることができるヒーローとして、人気があるのだと思う。

「よしっ。これで終わりだ！」

　俺は眠たい目をこすりながら、マウスを動かし続ける。

　堀を越え、城門を壊し、宮殿に籠った敵の大将を奥まで追い詰める。

　四し方ほう八はつ方ぽうを取り囲んだ味方の武将たちが、一斉に攻撃を繰り出した。

　ザシュッと小気味いい効果音と共に、敵が消滅する。

「ふふふ、やりましたよ。劉備様。三さん顧この礼れいの御ご恩おんに報い、あなた様の漢かん王おう室しつ復ふつ興こうの志、見事成し遂げました」

　こうして長きに渡った戦乱の世は終わった。

　都にはためく漢の御み旗はた。

　孔明は、ただ一人、今は亡き劉備の墓の前に跪ひざまずき、供く物もつを手た向むける。

　そして、流れ出す、ＥＤエンデイングテーマ。

　重厚なその管かん弦げん楽がくは、夜ふかしした俺の耳に、子こ守もり歌うたのように響く。

　俺は達成感に満たされながら、重くなっていく瞼まぶたに任せて、机へと突っ伏した。

　意識が、徐々に薄れていく。

　……。

　……。

　……。

「もし」

　……。

　……。

「もし、稀まれ人びとよ。お目覚めください」

　……

　どれくらいそうしていただろう。

　肩を叩く、高めの男の声に、俺はゆっくり目を開く。

「ん……。あんたぁ、誰？」

　寝ねぼけ眼まなこで、俺はその人物を見据えた。

　ガリガリで馬面の、三十歳くらいのおっさんだ。頭には青い頭ず巾きんを被り、何か鳥の羽をくっつけた感じの服を着ている。どことなく仙人っぽい雰囲気だ。

「私は、諸[image: ]亮。字あざなを孔明と申します。漢の司し隷れい校こう尉い諸しよ[image: ]かつ豊ほうの子孫です。ゲホッ。ゲホッ」

　男はそう名乗ると、しきりに咳き込んだ。

「ふふふ、そっかー。孔明さんかー。いつもお世話になってやーす」

　なんだ夢か。

　寝落ちしてまで孔明の夢を見るなんて、俺どんだけ三国志が好きなんだよ。

「なんと！　私のことをご存じですか？」

　孔明さんが驚いたように目を見開く。

「そりゃもちろん知ってますよー。魏・呉ご・蜀しよく。天下を三分する国々に名将がたくさんいるとはいえ、孔明さんほど有名な軍師はいないですからねー」

　俺はそう言って頷いた。

「まさか、私の胸中にしかないはずの、天てん下か三さん分ぶんの計けいまでご存じとは！　さすがは天より遣わされし存在。ならば話が早い。稀人よ。どうか、私の願いをお聞き届けください！」

　孔明さんはそう言うと、跪いて平伏した。

　だめだよ。孔明さん。俺の部屋、あんま掃除してないから汚いよ。

「はいー？　願いー？　孔明さんが俺にー？　どゆこと？」

　俺も孔明さんに釣られるように、デスクチェアーから降りて床に胡坐あぐらをかく。

　でも、眠いからすぐに横にコテンと転がった。

「よくぞ聞いてくださいました。この孔明。苦節二十年にして、ようやく仕えるべき主あるじに巡り合ったのです。今のこの乱れた中国を、正しき道へと導いてくださる御方に」

　孔明さんが目を輝かして語り出す。

「はいはい。知ってますよー。人徳の聖君、漢王朝の末まつ裔えい、劉りゆう備び玄げん徳とく様ですねー」

「その通りです。かたじけなくも、すでに劉備様にはその高貴な御身を曲げて、二度も私の侘わびしい草そう庵あんを訪れてくださいました。しかし、私には事情があり、お会いすることができませんでした」

　孔明さんはそう言って視線を伏せる。

「ああー。何か入れ違いになったんですよねー」

「違います。私は家におりましたが病気でもう余命が幾いくばくもないので、会うことができなかったのです。何とか病気を治せないかとあれこれ手を尽くしてはみましたが、先日天体の動きを観察して気が付きました。すでに私の天命はもう尽きてしまったのだと」

　孔明さんは悲しそうに首を横に振ると、服の袖で目を拭ぬぐった。

「ええ？　マジでー？　ちょっと病気になるの早すぎー。五ご丈じよう原げんじゃなくて？」

　史実にない展開に、俺はついついため口になる。

「は？　五丈原？　ともかく、私の寿命は残り少なく、とても劉備様にお仕えできる状況ではないのです」

　孔明さんはそう言ってがっくり肩を落とした。

　まじかよ。超大変じゃん。歴史変わっちゃうよー。

　まあ夢だからどうでもいいんだけど。

「そうなんだー。それで？　俺にどうして欲しいの？」

「はい、稀人さまにおかれましては、どうかこの孔明に成り代わり、劉備玄徳様をお助けする役目を、天てん下か万ばん民みんのために果たして頂きたいのです。そのために私は、こうして、禁じられた儀式を行い、稀人様をお住まいごと、この襄じよう陽ようの山奥にお招きした次第です」

「うえー。儀式？」

　俺は欠伸あくびと共に、部屋を見渡した。

　いつも通りの慣れ親しんだ俺の部屋だが、確かに部屋の中央に、魔法陣やら御神酒おみきやら何かの葉っぱやらが配置してあって、儀式の後っぽい雰囲気になっている。

　卒業したと思っていたけど、俺の中にもまだ残っていたか、厨二魂スピリツツ。

「はい。稀人様の意思も確かめず、勝手なことをして申し訳ありません。ですが、他に私の大たい望ぼうを果たす手段もなく……」

「別に謝んなくてもいいですよー。そっかー。孔明さんは風を吹かせられるだけじゃなくて、召しよう喚かん魔ま法ほうもできるんすねー。さっすがー」

　ちょっと前にファンタジー系のＳＲＰＧもやってたから、記憶が交ざったんだろうか。

　夢っていい加減だなあ。

「寛かん大だいなお言葉、痛みいります。それで、稀人様。私の願い、聞き届けてくださいますでしょうか」

「ういうい。任せてといてくださいよー。なんせ俺はさっきも孔明さんの代わりに中国統一して漢王朝復興してきたばっかりなんすからー」

　俺は自分の胸を叩いて、気楽にそう請け合った。

　ゲームの中なら、俺は負け知らずなのだ。

「頼もしい！　では、早速契約の杯を交わしましょう！」

　孔明さんはそう言って、手近にあったとっくりをひっつかみ、中の液体を口に含んだ。

　それから、そのとっくりを俺に差し出してくる。

「はいはーい。頂きますー」

　俺は寝転がった姿勢から再び胡坐の形に戻ると、そのとっくりに口づける。

　孔明さんと間接キッスだ。わーい。っていうか、まっず。なんだこれ。酒か？

「これで、契約は完了しました。ああ！　もうこれで何も思い残すことはない」

　孔明さんは満足げな笑みを浮かべて、床に大の字に寝転がる。

　ドンドンドン！

　同時に俺の部屋のドアが、激しめにノックされた。

「やっべ。母ちゃんにゲームやってんの。バレたか」

　俺は慌ててモニター画面を見る──真っ黒だ。

　よかった。無意識の内にパソコンの電源を落としていたらしい。

　あ、そもそも、夢だから焦る必要はないか。

「どうやら劉備様がいらっしゃったようです。それでは、後はよろしくお願いします」

　孔明さんはそう言って、瞳を閉じて胸の前で手を組んだ。

「お願いしますって。孔明さんはどうすんの？」

「私は、稀人さまを異界からお招きした禁術の代償に、この身と魂を泰たい山ざん府ふ君くんに捧げねばなりません。それでは──。漢王朝に栄光あれ！」

　孔明さんはそう言い残すと、ゲームみたいなキラキラなエフェクトを発生させながら、身体ごと消滅する。

「臥が竜りよう先生！　劉備玄徳です！　今日こそはお目通り願えますでしょうか！」

　ドアの外から明るい潑はつ剌らつとした声が響いた。

　っていうか、この声、女？

「はーい。どうぞ！　入って」

　流れで俺は適当に叫んだ。

「失礼致します！」

　ドアから勢いよく駆けこんできたのは、赤い髪をなびかせた少女だった。

　そのままトテトテとやってきて、俺の眼前に膝ひざがくっつくくらいの距離で正座する。

「えー、もしかして、ｙｏｕユーが劉備玄徳さんっすか？」

「はい。私こそが、中ちゆう山ざん靖せい王おう劉りゆう勝しようの後こう裔えい、姓を劉、諱いみなを備、字あざなを玄徳と申す者にございます。ああ！　臥竜先生！　あなたに会えるこの日を、どんなに待ち焦がれたことか！」

　劉備と名乗った少女はそう言って、俺の手を取って、彼女自身の胸に強く押し当てる。

（で、でかい）

　その感触に、俺は唾つばを呑み込んだ。

　目の前の少女の胸は、とにかく大きかった。目算で、Ｈ～Ｉカップくらいはあるんじゃないだろうか。史実によれば、確か劉備は自身の耳を見られるほどの福耳だったはずだけど、これじゃあ福耳じゃなくて福おっぱいだね。

　次いで顔に視線をやる。

　顔全体はふっくらとしていて、血色が良い。目はぱっちりとして、鼻は高く、ほっぺたは柔らかそうで思わず突つつきたくなるような感じだ。セミロングの赤い髪の色味と相まって、とても快活な印象を与える。

　一言で言うならば女優というよりは、どちらかといえばアイドルのような、親しみの持てるかわいさを放っている顔だった。年齢は俺と同じくらいだろうか。

（つーか三国志の武将が美少女とか、それなんてエロゲ？）

　まあいいか。

　所しよ詮せん俺の夢だからね。都合よくできていてもしょうがないね。

「コホン。それで、この孔明に何か御用ですか」

　せっかくの夢くらい孔明になりきってやろうと思った俺は、真面目くさった声で言った。

「はい。今日は、孔明様に相談したいことがございまして、こうしてまかりこしました」

「ほう。で、その相談とは？」

「今、漢王朝は傾き崩れ、曹そう操そうのような奸かん臣しんが天下を盗み、皇帝陛下は都を離れておられます。私は自らの力不足も顧かえりみず、天下に大義を広めようとして参りましたが、知恵も計略も不足しているため、結局何もできないまま、客分の身で無む為いに時を過ごすばかりです。今では、この通り、平穏にかまけて馬を駆り戦場に出ることもできず、腿ももにもすっかり肉がついてしまいました」

　そう言って劉備ちゃんは、服の裾すそをはだけた。

　むっちりとしたおいしそうな太ももがそこからこぼれ出てくる。

　肉がついたといっても、決してデブではない。ちょうどいい感じだ。

　あれ？

　っていうか、これって劉備が自らの不遇を嘆なげいたっていう、あの有名な『髀ひ肉にくの嘆たん』？

　こんなエロくていいのー？

　いいんですね。

　だって、これは俺のピンクドリームだから！

「それはおいたわしい。いま曹操はすでに百万の軍勢を有し、天子を擁よう立りつして諸侯に命令を発しており、とても対等に戦える相手ではないですからね」

　俺は適当にそれっぽいことを言って相あい槌づちを打つ。

「ですが、それでもなお、私はまだ志を捨てきることができません。孔明様は、こんな私が一体どうすればいいと思われますか？」

　劉備ちゃんは潤んだ瞳で俺をまっすぐに見つめてくる。

　こんなかわいい子にそう尋ねられたら、そりゃ答えてあげるしかないなあ。

「今、南の江東の地は孫そん権けんが支配しております。その国家は堅固で、民衆の支持もあり、優秀な武将や軍師も孫権の手足となって働いています。これは味方にした方がいい相手で、敵対してはいけません。そして、荊けい州しゆうは交通の要よう衝しようで、益えき州しゆうは堅固な上に土地が豊かで穀物がたくさん穫れます。かつて、劉りゆう邦ほうは──」

「なるほど！　この劉備、孔明様の慧けい眼がんに、胸のつかえが取れた思いです！」

　劉備ちゃんは俺の話を途中で遮ってそう叫び、俺の手をさらにきつく握りしめてきた。

「え、まだ、最後まで言ってないんだけど……」

　ここからがいい所なのに。

　孔明様の華麗なる天下三分オススメトーク聞いてかないのか。

「みなまで聞かずともわかります。孔明様こそ、まさに私の求めていた御方。どうか、私をお見捨てなく、天下の民のために山を出て力をお貸しください」

「ごめんねー。俺引きこもりだし、もう眠いからまた今度にしてちょ」

　こっくりこっくり船を漕ぎながら、俺はぞんざいに答えた。

　夢の中なのに、まだ眠い。

　早くベッドに行って、少しでいいから学校に行くまでに仮眠を取りたいのだ。

「そういう訳には参りません。孔明様には是ぜが非ひでも私についてきて頂かなければ！」

　だけど劉備ちゃんはあくまでそう言い張って、さめざめと涙を流す。

　まあここら辺は史実通りだから仕方がないか。

　外食した時のどっちが会計を払うかのやりとりみたいな感じで、一回断ってそこをさらにプッシュするのが中国的なマナーなのだ。

　だけど今の俺にはそんなことは関係ない。

　とにかく俺は眠いのだ。

「マジで眠いから。なんなら一緒に泊まっていって。どうぞ」

　俺はそう言って立ち上がり、ベッドに向かおうとするが、劉備ちゃんはがっちり俺の手を握って離さない。

　つーか、力強っ。夢って変なところで思い通りにならないから嫌い。

「ならば、そのままお眠りください。私の妹たちが、孔明様を今の私たちの根拠地である新しん野やまでお連れしますから」

　劉備ちゃんはそう提案すると共に、俺に微笑ほほえみかけてきた。

「えー。その姉妹ってもしかして、関かん羽うと張ちよう飛ひー？」

「ご存じでしたか！　それならば話が早いですね！　関羽！　張飛！　いらっしゃい！」

　劉備が手を叩く。

「姉あね者じや！　お呼びですか！」

「おー！　なんか瓢ひよう簞たんみたいなのがおるー」

　また新たな少女二人が、俺の部屋にずかずかと入り込んでくる。

　あっという間に二人は俺の左右につき、劉備と合わせて三方を『逃がさねーぞ』という感じで囲ってくる。

「君が関羽？」

　俺はいかにも青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうっぽい、長い武器を持った、長身の美少女に声をかける。

「いかにも。ボクが関かん雲うん長ちようだ」

　関羽は、劉備とは毛色の違った美少女だった。

　髪は腰まで伸びる艶つややかな黒髪。まつ毛は長く鼻筋が通っていて、眉は太くてきりっとしている。唇は小ぶりだ。

　かわいいというよりは美人系で、胸は劉備ほどはないが、それでもＣカップくらいはあるだろう。スラリと伸びた美脚で、身長も高く、お手本のようなモデル体型だった。

　年齢は俺と同じか、ちょっと下くらいだろう。

　と、いうことは、残る一人は──。

「なーなー。孔明様ー。なんか、食い物ないんかー。オレお腹減ったんよー」

　俺の腕を引っ張る、チビっ子に視線を遣やる。

　見た所、中一か中二くらい。

　茶色い短髪に、口からだらだらと涎よだれを垂らした少女。

　こいつが張飛か。

　目はどんぐりみたいな丸い形をしていて、鼻も劉備や関羽に比べれば団子っぱなだ。

　美人ではないが、思わず餌をやりたくなってしまうような愛あい嬌きようのある顔をしている。

　ちなみに、オレのイントネーションはカフェオレじゃなくて、抹茶オレの方の『オレ』だ。

「んー。じゃあ、ポテチの余りでも食えばいいじゃん」

　俺はパソコンデスクの上にあった、食べかけのお菓子を指さす。

「おー！　なんだこれ、美味いなー！　さすが孔明様だなー！」

　張飛はデスクの方にかけていくと、嬉しそうにポテチを摘まみ始める。

「張飛。後になさい。今は孔明様をお連れする方が先決ですよ」

「わはったー」

　劉備にたしなめられた張飛は袋を口で咥くわえながら、こちらに戻ってくる。

「さあ、孔明様。参りましょう」

　劉備が俺を強く抱きしめる。

　柔らかい感触が、俺の顔を包み込んだ。

　気持ちいい。ついでに桃のようないい匂いがした。

「ふう。ボクは本当は美しいものにしか触りたくないのだが……。姉様の頼みだから仕方ないか。それにしてもこの腐くされ儒じゆ者しやは。体力がなさすぎて話にならん」

「なー。関羽姉。こいつもっと美味いものも持ってるかなー」

　両腕を摑まれる感触がする。

「もー、好きにしてくれー」

　俺はそれ以上抵抗する気もなく、脱力して目を閉じた。

　美少女三人に連行されるなら、それも悪くない。

　何ならエロいこともしてくれればいいけど。

　夢って大体いいところで目が覚めちゃうんだよなー。

　なんて、くだらないことを考えている内に、俺は再び深い眠りの底へと沈んでいった。
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　折しも夏の終わりの夜半。

　盛んだった太陽の余よ韻いんが熱となり、少女の眠る、野や営えい地ちの天幕の中に忍び込んでいた。

「う……ん」

　少女は羅ら紗しやの敷かれたベッドの上で身をくねらせ、その白はく皙せきの肌に玉のような汗を浮かび上がらせる。

　夢を見ていた。

　少女の身体はまるで仙人のように空中に浮かび、はるか眼下に日差しのさんざめく長江を見下ろしている。

　一匹の竜が、長ちよう江こうの淵に潜んでいる。その大きさは途方もなく、中ちゆう原げん全体を包み込んでも余りあるほどの巨体を、長江のうねりに窮屈そうに押し込めていた。

　やがて、その竜は目を見開き、少女を睨みつける。

　大地をどよもす咆ほう哮こうが木こ霊だまし、少女の鼓膜を震わせた。

　にわかに空が掻き曇り、無数の雷鳴が、閃光と共に大地を穿うがった。

　竜がその体たい軀くをくねらせる。

　長江から溢れた水が、洪水のように周囲の田畑を覆いつくす。

　そして竜が飛んだ。

　ついに雌し伏ふくの時を終え、天を昇り始めたその竜は、大きく顎あぎとを開き、まっすぐに少女へと襲い掛かってきた。

　それでも少女は、臆することも声を上げることすらもなく、ただ静かに腰に佩はいた宝剣──倚い天てんを抜き放つ。

　竜の爪そう牙がが、少女の金の巻き毛に触れるか触れないかまでの距離に接近したその瞬間、突如、竜は動きを止めた。

　翡ひ翠すいのような美しい碧みどりだったその鱗うろこが、濁った紫になり、竜は真っ逆さまに地面へと墜落した。

　瞬きするほどのわずかな間に、竜の身体が朽ちていく。

　それと共に、雲は遙か彼方に駆く逐ちくされ、蒼天が戻ってきた。

　少女は、拍子抜けしたような心持ちで剣を腰の鞘にしまう。

　もはやただの屍しかばねとなった竜の頭蓋から、小さな双葉が芽吹いていた。

「はっ」

　そこで目が覚めた。

　少女は上体を起こし、額の汗を手の甲で拭う。

「お目覚めですかー。曹そう操そうさまー。お水をどうぞー」

　近くに侍はべっていた少女の部下が、間延びしたなまりのある声で言う。

　鉄てつ鋲びようを打ち付けた棍棒を背負い、豊満な肉体をした彼女は、その手に木のコップを捧げ持っていた。

「許きよ褚ちよ、見張り番ご苦労様。頂くわ」

　少女──曹操はコップを受け取ると、気持ちを落ち着けるようにその中身を一気に飲み干す。

「大丈夫ですかー？　なにやら、うなされておられましたけどー」

「大したことはありませんわ。ただ、少々気になる夢を見ただけですの」

　曹操は淡々と答えた。

「ほえー。曹操様が、夢なんかをお気になさるなんてー、珍しいですねー」

　許褚が目を丸くして言う。

　彼女の言う通り、曹操は日頃占いなど気にする方ではなかったが、先ほどの夢だけは妙に気にかかった。

　曹操は、占いや託たく宣せんを始めとする迷信の類たぐいは民を惑わす悪習だと信じている。

　しかし、それ以上に深く信じているのが、自らの直感であった。

「確か、私わたくしの幕ばつ下かに夢占いに秀でた者がおりましたわね」

　たとえ曹操本人は胡散臭く思っていても、部下や民衆の中には占いなどの神頼みが好きな人間もたくさんいる。政治に口を出すなどの弊へい害がいさえなければ、曹操は広く民心を得るために、そのような存在も受け入れているのだった。

「はいー。確かー、管かん輅ろとかいう人がいますよー。なんでもー、夢占いだけじゃなくてー、天文占いでも易えきでも人相学でも、通じてないものはないというほどの名人だとかー」

　許褚がのんびとした声で答えた。

「では、その管輅を呼んできてくださいな」

「かしこまりましたー」

　曹操の命令に、許褚がその見た目に似つかわしくない敏しゆん捷びんさで天幕の外へと出て行く。

　やがて曹操が寝間着から見苦しくない程度の服に着替えている間に、許褚が一人の小男を連れて戻ってきた。

「管輅と申しまする」

　小男は曹操の前に平伏する。

　いかつく風ふう采さいのあがらない男だった。

「顔を上げなさい。先程私が見た夢について、あなたにお聞きしたいことがありますの」

　曹操はそう前置きして、夢の仔し細さいを管輅に語った。

「なるほど。簡単なことでございまする。淵に潜む竜とは伏ふく竜りゆう。すなわち、未だ世に出ていない有望な人材を指しております。長江でも足らぬほどの竜となれば、中原でも二人といないほどの人物でしょう。それが曹操様に牙を剝いたということは、その者が、将来曹操様の前に立ちはだかるはずだったことを示し唆さしているに相違ありません」

　曹操の話を聞き終えた管輅は、静かに答えた。

「では、吉兆ですのね。なにせ、その竜は私に襲い掛かる前に勝手に滅びたのですから」

「確かに、曹操様の将来の難敵が一人没したという意味では吉兆です。しかし、その屍を糧かてに出た芽というのが気になります。おそらく、その竜の後を継ぐ者がいるのでしょう。弟子か、はたまた子か」

「その者も、私の覇は道どうの邪魔になりますの？」

「残念ながら、それがしにはそこまでは分かりかねます。曹操様のお話を伺えば、その芽はまだ双葉ということ。おそらく、将来の運命さだめがまだ決まっていないのでしょう。どのような花をつけるかは、これから次第ということかと」

「ふう。そうですか」

　曹操は若干失望しなら頷いた。

　占い師という輩やからはいつもこうだ。

　思わせぶりな言い方をして、いかにも自分だけが神秘を独占している風を装い、こちらをコントロールしようとする。

「あっ！」

　その時、天幕の入口で警備をしていた許褚が、短く声を上げた。

「どうしました？　許褚」

　曹操は許褚を横目で見る。

「お話し中すみませんー。今ー、空にピカッて、綺麗な流れ星が走ったんですよー。すっごく大きなやつだったのでー、びっくりして思わず声を出してしまいましたー」

　許褚が恥ずかしそうに頭を掻く。

「なんと！　今、流れ星とおっしゃいましたか！　それはどちらに？」

　管輅が声を荒らげて許褚に詰め寄る。

「えええー？　大体ですけどー。襄陽のー。西の方ですかねー」

「なるほど。──曹操様。分かりましたぞ。没した巨星の正体は、諸[image: ]孔明。別名『臥竜』とも呼ばれ、手にすれば天下を治めることも不可能ではないという、名軍師です！」

　管輅が確信に満ちた声で叫ぶ。

「そうですの。よくわかりましたわ。下がりなさい。あなたの申すことが真実であったと判明した際には、必ず褒ほう美びをとらせます」

「はっ」

　管輅がかしこまって退出する。

「……」

　曹操は顎あごに指を当てて、考え込んだ。

「やっぱり、夢のことが気になりますかー？」

「ええ。襄陽といえば、確か、あの草鞋わらじ売うりの小こ童わつぱの劉備が身を寄せている所の近くでしたわね……」

　曹操は寝しん台だいの羅紗をきつく握りしめた。

　その名前を口にするだけでも、曹操の腸はらわたは煮えくりかえる思いだった。

　劉備は漢王室の末裔を自称してはいるが、実態はただのチンピラな傭よう兵へいだ。

　口からでまかせを並べて節操なく幾人もの有力者の下を転々とし、旗色が悪くなればすぐにそこから逃げ出す。曹操だって逃げてきた劉備を面倒みてやったにも関わらず、後にあの卑ひ劣れつ漢かんはボンクラの袁えん紹しようと結んで公然と反はん旗きを翻ひるがえしてきた。もちろん、曹操は今までの数回の戦いくさで一度たりとて劉備などに負けたことはない。しかし、劉備は戦には弱いくせに逃げ足だけは一流で、結局今まで奴の息の根を止めることはできていないのも、また事実だった。

　本当に喉に引っかかった小骨のように鬱うつ陶とうしい存在である。

「そういえばそうですねー。じゃあ、その孔明と劉備が組んで、曹操様に歯向かうつもりだったんですかねー」

「かもしれませんわね。とにかく、まだ双葉とはいえ、劉備という虎に翼を生やしてしまうかもしれない人物を放ってはおけません」

「ですねー。せっかく、あの劉備から徐じよ福ふくとかいう軍師を引き離す計略を程てい昱いくさんが立ててくれたのに、別の軍師が出て来たら困りますからー」

「その通りですわ。このまま進軍して襄陽を奪取してさっさと劉備を殺し、ついでにその孔明もどきも手に入れてしまいましょう」

　曹操はベッドに大の字に寝転がり、そう宣言する。

「はえー。本当にー。曹操様はー。人材を集めるのがお好きなんですからー」

　許褚が棍棒を素振りしながら呟いた。

「当然です。また関羽の時のような悔しい思いをしてたまるものですか」

　曹操は目を閉じ、唇を尖らせる。

　自分は名将を手に入れるために、金や土地をくれてやり、戦争で実力を示し、時にはへりくだって名士たちの機嫌を取って、必死の思いで努力している。

　なのに劉備はどう考えても君主として仰ぐにはふさわしくない人物だし、敗戦続きで結果も伴っていないくせに、なぜか何も持っていない彼女の下には不思議と名将が集まってくるのだ。

　それがまた、曹操は気に食わなかった。
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　喉の渇きと共に、ゆっくりと意識が覚かく醒せいしていく。

「あら。お目覚めですか？」

　直後、俺の目に飛び込んできたのは美少女の顔。

「うおっ……あれ？　動かねえ」

　びっくりして思わず寝返りを打とうとした俺は、足に結び付けられた縄に気が付く。

「おはようございます。孔こう明めい様。失礼ですが、軽く縄で縛らせて頂きました。うなされていらっしゃったので、ふとした拍子に庭へ落ちたら大変だと思いまして」

「あっ、そうなんすか。……で、あんた誰？」

　俺は引きつった顔で問う。

「うふふ。孔明様たら、冗談をおっしゃらないでください。劉りゆう備び玄げん徳とくです。昨日あれだけ天下の大事について熱く語らったではありませんか」

　美少女はそう言って、俺の拘束を解きはじめた。

「あ、あはは、そういえばそうでしたね」

　俺の口から乾いた笑いが漏もれる。

　身体から一気に血の気が引くのを感じた。

　待って。ちょっと待って。

　じゃあ、まさか、昨日の俺の夢に出てきた孔明さんがマジもんで。

　この女体化劉備もガチで。

　俺はノリで孔明さんの代役を引き受けちまったって訳か？

　おいおい。ふざけんなんよ。

　ありえるかそんなこと。

（夢から覚めたら夢ってオチだよな。そうであってくれ）

　もう俺の直感は、このヤバい状況が現実だとひしひしと理解し始めていたが、それでも俺は信じ切れず、目の前の巨大おっぱいに手を伸ばした。

　バシッ。

　俺の手が、劉備に強めに払われる。

　手の甲が赤くなってじんじんした、

　あ、だめだ。これ。本物リアルだ。

　だって、俺の夢だったら、俺に都合よくおっぱいをもませてくれるはずだもん。

「どういうおつもりですか？」

　劉備が俺に冷たい視線を送ってくる。

「いえ。朝から若い娘の乳を揉むと寿命が一年延びるという、一族に伝わる健康法なんです。ほら、男女の気を交わらせて整える陰陽的な」

　俺は真ま面じ目めくさった顔で口からでまかせを述べた。

　昔から噓と演技は得意な方なのだ。

　学校でもホラッチョ天あま人とのあだ名で親しまれていたし。

　うん。そうだよ。俺の名前は中なか原はら天人であって、諸しよ[image: ]かつ亮りよう孔こう明めいじゃないんだよ。どうすんのそこんとこ。

「なるほど、房ぼう中ちゆう術じゆつの一種ですか。協力したいのは山々ですが、私も一応、嫁入り前の娘ですし、一軍の将として、誤解を招くような行動は慎まなければなりませんので」

　劉備はそう言って、恥ずかしそうに身体をくねらせた。

　かわいい。

　けど、今は正直それどころじゃない。

「そうですね。失礼致しました。まだ少し寝ぼけているのかもしれません」

　俺はそう言って頭を掻いた。

「そうですか。では、朝あさ餉げの準備ができておりますから、そちらをお召し上がりください。腹にものを入れれば、目も覚めることでしょう。私の仲間たちも待っておりますから」

　劉備がそう言って立ち上がる。

「ありがたい。頂きます」

　俺は彼女の申し出に頷いて、その後に続いた。





　　　　＊






「みんな。今日から私に仕えてくださることになった、孔明先生です。あの『臥が竜りよう』として有名な先生が、淵を出でて空に羽ばたかれたからには、今まで滞とどこおっていた私の大たい望ぼうを助ける、大きな力となってくださることでしょう」

　二十畳ほどの広間みたいな所に連れていかれた俺は、居並ぶ劉備の臣しん下かを前に、そう紹介される。

「諸[image: ]亮孔明です。劉備様の三さん顧この礼れいの恩に応えるべく、粉ふん骨こつ砕さい身しん、漢かん室しつ復ふつ興こうにこの身を捧げる所存です」

　孔明っぽいことを言って頭を下げてから、俺は周囲を見渡す。

　まず気が付くのは、かなり女性が多いことだ。

　昨日見かけた関かん羽うと張ちよう飛ひの他は、誰が誰だかわからないが、とりあえず視界に入る範囲の七割が女性だった。

　しかも、かなり若い。

　史実なら、もうこの頃の劉備たちは中年にさしかかっているはずなのだが、どう見てもほとんどが二十歳未満にしか見えない。

「ふん。隠いん者じやを気取っている割には、随分遅いお目覚めだな。そんなので本当に姉上のお役に立てるのか？」

　劉備の右にいた関羽が、嫌味っぽく言う。

　ライバル心剝き出しの目だ。

　そういえば、史実の三国志でも、関羽は最初めっちゃ孔明を敵視してたっけ。

「そうなのだー。劉姉が孔明様が起きるまで食べちゃいけないって言うから、オレもうお腹ぺこぺこなんよー」

　劉備の左に侍はべっていた張飛が、その言葉と共にお腹を鳴らす。

「そう言わないで、私たちが無理にお連れしたから、孔明様は疲れていらっしゃるのです。ともかく、こうして皆がそろったのですから、早速朝餉を頂きましょう」

　劉備がそう言って腰かける。

　彼女の横（関羽の隣）に席を用意された俺も、それに倣ならった。

「いただきます」

（これからどうするか）

　提供された雑ざつ穀こくのおかゆをもそもそ食べながら、俺は考える。

　心の中で、二つの感情が揺れ動いていた。

　俺の中の冷静な部分は、今すぐに元の世界への帰還方法を探すべきだと訴えている。

　そりゃそうだ。いきなりこんな訳のわからない状況に放り込まれたのだから、帰りたくないはずがない。

　でも、同時に心の中の楽天的な俺は、こうも思ってしまうのだ。

（本当に、孔明の代わりが務められたら、それって超かっこいいよな）

　もちろん、俺は孔明ほど頭が良くない。それくらいは自覚している。

　でも、俺には三さん国ごく志しの知識があるのだから、これから起こることをあらかじめ知っているという大きなアドバンテージがある。

　そしてなにより、俺はあの諸[image: ]亮孔明本人から、彼の後を継ぐ者に選ばれたのだ。

『もしかして』を期待してみるくらい、許されてもいいのではないだろうか。

　俺は、夢想する。

　劉備を助け、史実の孔明でも成し得なかったような、漢王室復興の偉業を成し遂げる俺の姿を。

　都にはためく漢の旗。

　喜びに沸く民衆。

　文ぶん武ぶ百ひやつ官かんは平伏し、俺の一挙手一投足を拝む。

　まさにゲームのような理想的なエンディングだ。

（それに、この世界の劉備は女の子。ってことは……）

　史実の劉備と孔明は同性だったから、その関係は君臣の情に留まっていた。

　でも、もしこれが異性同士だったら。

（当然、ラブもあるよね？）

　あるに違いない。

　終始側にいて、身を粉こにして助けてくれた男を好きにならない道理がない。

（まあ、どちらにしろ、しばらくは孔明のふりを続けなくちゃいけないな）

　劉備は俺があの有名な諸[image: ]孔明だと思っているから、今も関羽と張飛に並ぶ上席を用意するような厚遇をしてくれているのである。もし俺が偽者だと分かれば、間違いなく劉備は俺を軍団から追い出すだろう。そうしたら、俺は何もわからない異国の地で、路頭に迷うことになってしまう。もちろん、元の世界に帰る方法を探すのも難しくなるだろうし、孔明の代わりとして活躍するなど論外な状況になるに違いない。

（何とかボロが出ないようにしないと）

　俺は針のむしろにいるような心持ちで食事を終え、箸はしを置く。

「……さて、みなさんが食事を終えたところで、悲しいお知らせがあります。来る者があれば去る者がある。それが五行の摂理というものなのかもしれません。──徐じよ福ふく。こちらに」

　何か劉備が小学校の帰りの会的なトーンでそう前置きした後、一人の名前を呼んだ。

　広間の中ほどから、少女が立ち上がる。

　野や暮ぼったい三つ編みをした、委員長っぽい外見。

　学園デスゲームだったら真っ先に犠牲になりそうな気弱な感じだ。

　徐福は足を引きずるようにゆっくりとこちらまでやってきて、皆の前に立った。

「まことに残念なことですが、徐福があのみすぼらしい宦かん官がんの娘、曹そう操そうの下に降くだることになってしまいました。ですが、これは徐福本人の意思ではありません。卑ひ怯きよう者ものの曹操が、彼女の母上を人質に取り、無理矢理、曹操に服属するよう諭さとす手紙を徐福に宛てて書かせるという、畜生にも劣る蛮ばん行こうに手を染めたせいです」

「このような結果になってしまい、申し訳ありません。劉備様が私にかけてくださった温情は海よりも深く、山よりも高く、やっと終しゆう生せい仕えるべき主に巡り合えたと思っておりましたのに。しかし、母が私に会いたいと申しております以上は、参らぬ訳にも行かず……」

　徐福は瞳を潤ませながら、何度もペコペコと頭を下げる。

「顔を上げてください。私はいみじくも、漢かん王おう朝ちようの末まつ裔えいです。漢は儒じゆ教きようの国であり、儒教では、親への『孝』をなによりも大切にします。母上のために身を捧げるあなたを、私がどうして引き留めることができましょう」

　劉備がアルカイックスマイルを浮かべ、徐福の手を取って言う。

　さすがゲームの中でも魅力値ナンバーワンのキャラクター。

　聖せい人じん君くん子しの評判に違たがわぬ振る舞いだ。

「劉備様！　私はたとえ曹操の下に赴おもむいたとしても、絶対にあの者のために策を立てることは致しません！」

　徐福が滂ぼう沱だの涙を流し、居並ぶ臣しん下かたちもすすり泣き始めた。

　俺的にはまだ出会ったばかりの思い入れのない集団の話なので、さすがに涙を流すほどまでいかないが、それでもちょっと感動して、他の人たちに同調するように俯うつむく。

「無理はしなくていいのですよ。徐福。あなたは、私に孔明先生の存在を教えてくれました。おかげでこうして新しん野やに先生をお招きすることができたのです。私にはそれだけで十分なのですから」

　劉備はそこで俺に視線を寄よ越こす。

「はい。孔明様。お噂はかねがね。このような形の初対面となってしまい残念ですが、後のことはどうぞよろしくお願いします」

　徐福がそう言って俺に頭を下げた。

「はい。非ひ才さい浅せん学がくの身ではこざいますが、誠心誠意、劉備様にお仕えするつもりです」

　俺も頭を下げ返す。

「孔明様のお言葉を伺って安心致しました。それでは、劉備様。最後になりますが、劉備様に献けん上じようしたい別れの贈り物がございます」

「なんでしょう」

「ラン・ラ・ラ・ラ、劉・劉・劉りゆう皇こう叔しゆくー。みんなの希望。行けー！　みんなの平和を守るためー。その髪は赤く燃える太陽ー。あまねく人徳の光が、四海を照らしー。漢の火徳を今、再び熱く燃え上がらせるー」

　徐福は急に歌い始めた。

　しかも、漢かん詩し調ちようじゃなくて子どもアニメのＯＰオープニング調で。

　先ほどの気弱そうな面影はどこへやら。目をらんらんと輝かせ、人格が変わったようなオペラボイスで俺の鼓膜をビリビリと震わせてくる。

　っていうかここ笑うとこ？

　でもみんな黙ってるし、とりあえず俺も静かにしとこ。

「──以上。私が、劉備様を想って作った詩うたにございます」

　徐福は真面目くさった顔でそう言って、達筆で歌詞の書かれた紙を劉備にうやうやしく手渡した。

「ありがとうございます。これを徐福だと思って大切にしますね」

　劉備は淡々とそれを受け取って、懐にしまう。

「それでは、御ぎよ者しやを待たせておりますので──」

「ええ。一刻も早く、お母上に顔を見せ、安心させてあげなさい」

　徐福が、何度も劉備を振り返りながら広間を出て行く。

　劉備は片時も目を離さずに、その姿を見送った。

「すみません。しばらく一人にしてください」

　やがて徐福の姿が見えなくなると、劉備は耐えかねたように顔を服の袖で覆い、奥に引っ込んでしまう。

「おいたわしや、姉上。張飛、ボクたちが姉上の部屋に誰も入れぬように見張り、静せい謐ひつをお守りするのだ」

「おー」

　関羽と張飛が、劉備の後を追う。

　どことなくしんみりとした雰囲気で、三さん々さん五ご々ご、劉備の臣下たちが退出していく。

　そんな中、俺は広間に残って考え込んでいた。

　何か、このイベントに既視感があるんだよなー。

　三国志には陳ちん寿じゆが書いた正史と、その正史を元に羅ら貫かん中ちゆうが脚色を加えた演義があるが、確か演義の方の、徐じよ庶しよが劉備の下を去るのがこんな感じだったけど。

　でも、こっちは徐福だしなあ。

　微妙に違う。

　徐福、徐福、徐福、徐福。

　小声でぶつぶつと呟いてみる。

　あっ！

（思い出した！　徐庶って途中で改名したんだった！）

　徐庶っていうのは確か彼が魏ぎに降ってから改名した名前だったはずだが、三国志的にはそっちの方が有名だから、すぐには気が付かなかった。改名前の名前が徐福なのだ。

（っていうことは、これって魏の軍師の計略じゃん！　母親の手紙は偽ぎ造ぞうか！）

　そう気づいた俺は、慌てて立ち上がった。

　早速、俺が孔明として役に立つ機会が巡ってきた。

　敵の計略を看かん破ぱして離反を阻止するなんていかにもそれっぽいじゃないか！

（確か、右に行ったよな）

　徐福の後を追う。

　廊下に出ると、塀の外に、今にも馬車に乗り込もうとしている徐福を見つけた。

　裸足なのにも構わず、庭に出て、門へと駆ける。

「ちょっと待って！　待ってくれ！　徐福！」

　俺はあらん限りの大声で叫んだ。

「ど、どうされたのですか、孔明様。そんなに慌てられて」

　徐福が、馬車から顔を出し、目を見開く。

「行っちゃだめだ。その手紙は偽物なんだ」

「何をおっしゃるのですか。孔明様。手紙は確かにこの目で確認しました。間違いなく母の筆跡でした」

　徐福は馬車から降りると、懐から大切そうに手紙を取り出して、しげしげと確認する。

「それが程てい昱いくっていう曹操の軍師の計略なんだよ。徐福は親孝行だから、筆跡さえ誤ご魔ま化かせれば、お母さんからの手紙の真偽を深く疑うなんてしないだろうと踏んでのことだ」

　俺は滔とう々とうと説明する。

「確かに曹操の下には奸智に長たけた参謀がたくさんおりますから、ありえない話ではないと思われますが、孔明様はどこでそれをお知りになったのですか。母からの手紙を偽りだと申される根拠はなんでしょうか」

　徐福は迷うように顎に手を当てて考え込む。

「先ほど怪しげな風が吹いたから、気になって易えきを立ててみたんだ。それで知った」

　まさか『三国志の歴史を知っているから』などと言う訳にもいかず、適当にでまかせを言う。ちなみに易とは、たまに街の角で、箸みたいな棒をじゃらじゃらやってる占いである。

「なるほど。そうでしたか。孔明様のお言葉ですから、ないがしろにする訳には参りませんが、かといって、もし手紙が本当だったらと思うと、私は……」

　徐福が逡巡して言葉を詰まらせる。

「逆に考えてみてくれ。俺は徐福のお母さんは烈れつ女じよだと聞いている。徐福ほどの名軍師を育てられた御方が、自らのために娘が志を曲げ、正統なる漢王室の後継者である劉備様の元を離れることを本当に喜ばれるだろうか。もし、曹操の手にかかったとしても、劉備様を助け、逆賊曹操を討つことを望むんじゃないか？」

　事実、演義の徐福の母親は、徐福が曹操の下に向かうと、それを恥として自殺してしまうという超絶バッドエンドを迎えている。単に俺が手柄を立てたいだけでなく、徐福のためにも彼女を止めてやらなければならないのだ。

「私は非才の身ではございますが……確かに、母が私の知っている母のままで、心変わりされていなければ間違いなくそう言うでしょう。私が劉備様にお仕えすると決まった時も、これまでにないほど喜んでおりましたから」

　徐福が遠い目をして顔をほころばせる。

「そうだろう。そこで提案だ。とりあえず、明確な拒否はしなくてもいいから、道が不通だから行くのに時間がかかるとか適当に理由をつけて先延ばしにしつつ、徐福はお母さんの真意を手紙で確かめてみたらどうだ？　当然手紙は曹操に検けん閲えつされるだろうが、親子の間でしか通じない符ふ丁ちようを織り込んだ手紙くらい、頭のいい徐福なら書けるだろう」

　明確に拒否してしまうと、曹操が逆上して徐福の母親を殺してしまう可能性がある。まだこの世界の曹操がどういう性格の人物か分からない以上、ここは玉虫色で事を進めた方がいい。

「それはもっともなご提案です。ありがとうございます。もし、孔明様がお引き留めくださらなければ、私はとんだ天下の笑いものになるところでした。さすがは神しん算さん鬼き謀ぼうの噂に違わぬ御方ですね。それでは、即興で孔明様にお礼の歌を一曲──」

「いや、遠慮しとく。それよりも、このことを早く劉備様に知らせてやらないと！」

　また歌い始めようと口を開いた徐福に背を向けて走り出す。

　我ながら、初日から中々の大手柄じゃないか？

　きっと劉備も喜んでくれるはずだ。

「あ、ア、アー。お待ちくださいー。私、体力的に走るとかはちょっとー」

　中途半端にメロディのついた声が、後ろから聞こえてくる。

　まあ、その内に追いつくだろう。

　下働きの人たちが片づけを始めていた広間を駆け抜け、奥のスペースへ向かい、劉備の部屋を探す。

　部屋の前には、『張飛之部屋』とか『関羽之部屋』とか、墨で書かれた竹の札が掲げられているので、それを頼りに十秒ほど辺りを探す。

（おっ。ここか）

　あっさりと見つかった『劉備之部屋』と書かれた札の前で、俺は立ち止まる。

　横開きの襖ふすまは、適当に閉めたのか、すでに親指の先ほどの幅の隙間が開いていた。

「劉備さ──」

　声をかけようとその隙間を覗いた俺は、眼前の目を疑う光景に、硬直して口をつぐむ。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。だっる！　だっる！　軍師集めだるすぎいいいいい！　いっそのことその辺から張ちよう良りようが生えてくればいいのに！」

　そこにいたのは、先ほどの聖人君子みたいな立ち居振る舞いからは想像もできない、おっさんみたいな声を上げる劉備だった。

「大体何よ！　最後の餞せん別べつが歌って！　しかもクソださいし。普通こういう時に残していくものといえば、一発逆転の計略でしょ！　そうじゃなくても金でしょ！　最低限食い物でしょおおおおおお！　こんなもん戦乱の世の中じゃケツを拭く紙にもなりゃしないわよ。ボケェ！」

　劉備は半ギレ状態でそう言うと、徐福が心を込めて書いた歌詞カードでチーンと洟はなをかみ、その辺にポイ捨てした。

「あーあ。しかも徐福から紹介された孔明とかいうヤツも頼りになんなそうだし。あいつどう見てもただのスケベじゃない。私のおっぱいをじろじろ見てくるし。隙あらば揉もうとしてくるし。何が臥竜よ。あんなん蛇よ。いやミミズよ。ほっそいほっそい糸ミミズよ」

　劉備は俺をディスりながら、床をごろごろと転がる。

　そぉんなこと言ったぅぁってしょうがないじゃなぅぁいか（えなり風）。

　おっぱいがあれば見るのが男の本能なんだよ！

「もーやだー。蓬ほう萊らい島じまに行きたいわ。毎日、桃を食べながら、仙人さんたちときゃっきゃうふふな毎日を送りたい。──あっ」

　劉備は現実逃避するようにそう言って、だだをこねる幼児みたいに手足をばたばたさせてから、ぴたりと動きを止めた。

「……屁出そう。でかいやつ。あっ、出る出る出る」

　ブッ。

　間抜けな音が部屋に響いた。

（見なかったことにしよう）

「孔明さまー！　待ってくださいよー」

　俺が襖をそっと閉めようとしたその瞬間、広間の方から声がした。

　劉備が驚異的な反射速度で身を起こす。

「あ」

「あ」

　俺と劉備の目が、ばっちりとコンタクトする。

「あんた……見た？」

「いえ、見てないっす。ちーっす。失礼しやーす」

「逃がすかっ！」

　そそくさと後退を始めた俺の足を、劉備が双剣の鞘で払う。

　俺はなす術もなくその場に尻もちをついた。

　うん。そういえば、史実でも劉備は結構武闘派だったね。

「ほんとに気にしてないから。君主っていうのは孤独な仕事だから。そりゃ愚痴りたいこともあるさ」

　俺は本心からそう言った。

　正直、女子として劉備を見ればアイドルがうんこしてるシーンを目撃した並みにがっかりした。

　理想の美少女君主とのイチャコラの夢が途絶えたのはちょっと、いやかなり残念だ。

　だけど、さっきの醜しゆう態たいと君主としての能力が無関係なのもまた事実。

　ヒロイン失格でも、彼女が劉備として皆を導いていく存在なら、俺が仕えるべき理由はまだ消えてはいない。

「うっさい！　やっぱり見てたんじゃない！　ああもう！　関羽と張飛に見張らせておいたのに！　一体何をやってるのかしらあの子たち！」

　劉備はそう言って親指を嚙む。

「どうでもいいけど、もうすぐ徐福がここに来るぞ」

「なんでよ!?　忘れ物でもした？」

「違うよ。徐福は曹操の下に行くのを思いとどまったんだ。俺が徐福に送られた手紙は偽造で、曹操の計略によるものだと見破ったからだよ」

「本当!?　よくやったわ！　孔明！　──でも、さっきのことをバラしたら殺すから」

　劉備は右手で俺の頭を撫でながら、左手で俺のゴールデンボールをがっちりと握って脅してきた。

　これもうわかんねぇな。

「劉備様！　母上からの手紙が曹操の奸かん計けいである疑いが出てきたのです。御元を去らせていただくと申し上げたその舌の根の乾かぬうちに申し訳ありませんが、その真偽を確かめるまで、もうしばらく幕ばつ下かに置いて頂けませんでしょうか」

　俺たちを見つけた徐福がそう言って劉備に平伏した。

「徐福ー！　孔明先生から事情は伺いました。そういうことならば、いくらでもいてくれて構いません。またあなたに会えて、私、本当に嬉しいわ！」

　劉備は足でさりげなくそこらへんにポイした歌詞カードを隠し、聖人君子モードで徐福を抱きしめる。

　うーん。この畜生。

「うんうん。泣ける光景だな。では、俺はこれで」

「お待ちください孔明先生。私の大切な徐福を助けてくださったお礼がまだ済んでおりませんわ」

　さりげなく横をすり抜けて部屋の外に出ようとした俺の袖を、劉備が引く。

「そんなお礼なんて結構ですよ。俺は劉備様の臣下として当然のことをしたまでです」

　俺はもっともらしく言う。

「そういう訳には参りませんわ。信しん賞しょう必ひつ罰ばつを明らかにすることは、政道を明らかにする第一の条件ですからね。おろそかにする訳には参りません。そうですわね。徐福？」

「ええ！　是ぜ非ひ、孔明様の働きを労ねぎらって差し上げてください。私は、とりあえず待たせている馬車の御者に事情を説明して、引き取るようにお願いして参ります」

「わかりました。あなたの部屋は元の通り使ってくれて構いませんから、終わったらそちらへ」

「ありがとうございます！」

　徐福は感激しながら足取りも軽く広間の方に戻って行った。

　いかないで徐福。

　カムバック徐福。

　何か嫌な予感しかしないんですけど。

「さて……どうしてくれようかしら」

　やがて徐福の背中が見えなくなると、劉備は襖をしっかりと閉めてから俺の方に振り向いて呟つぶやく。

「だからどうもこうもしないって。人間、本音と建前くらいあるのが当たり前だろ。誰にも言わないから安心してくれよ」

　そもそも儒教自体が建前の塊みたいなものだし、裏表が激しい人物がいても仕方ない。

　古代中国の文化システム自体がそうなっているのだ。

「昨日今日会ったばかりのあんたの言葉をそう簡単に信用できるもんですか。こうなったからには仕方ないわ。腹を割って話をしましょう」

　劉備は剣の鞘で俺を小突き、床に座らせてから、彼女自身も胡坐あぐらをかいた。

「腹を割るも何も、俺は本当にそう思ってるって。裏がどうであれ、あんたは漢王室の復興のために頑張っているんだろ。それは立派なことじゃないか」

「はあ？　あんた何言ってんの？」

　俺の言葉に、劉備は首を傾げる。

「いや、だから、王室の末裔として漢の復興を……」

「しないわよ」

「は？」

「だから、漢王室の復興なんて目指してないわよ。今更、あんなの復活させてどうすんの。漢王室は時代遅れの遺物よ。無駄に着飾った見み栄えっ張ぱりのミイラみたいなものだわ」

　劉備はきっぱりとそう言い切った。

　俺の中で劉備の存在意義の半分ぐらいがごっそり削れていく感覚がする。

「……ええー。マジで。じゃあ、何でことあるごとに漢王室とのつながりアピってる訳？」

　俺を仲間にいれようと説得する時に、柿の種におけるピーナッツくらいの頻度で漢のために頑張る的なワードが入ってた気がするんだけど。

「そりゃそう言っとけば、みんなにウケがいいからね。特に理想主義者の儒者の文官たちなんてもうイチコロよ。まーあんたは私の魅力にやられちゃったみたいだけど？」

　劉備は俺を小馬鹿にしたように笑いながら、また太ももをちらみせしてきた。

　くっ。悔しいけど否定できない。

「じゃ、じゃあ、あんたは何のために戦ってるんだ？」

「よくぞ聞いてくれたわ。私はね──」

　劉備はそこで言葉を区切り、俺の肩に手を置いて、まっすぐにこちらを見つめてきた。

　俺は唾つばを呑み込む。

　そうだ。

　まだ希望はある。

　俺だって日本人だし、別に漢王室に思い入れがある訳じゃない。

　劉備の魅力は、漢王室の復興ということもそうだが、民を救うためにその身を捧げたところにあるのだ。

　そこさえ。

　そこさえ堅持してくれれば──。

「私は、なんだ？」

　俺は先を促す。

「働きたくないの」

　劉備は至し極ごく真剣な表情でそう言った。

「え？　ちょっと聞き間違えたみたいだからもう一回言って」

　あまりの衝撃的な一言に、俺の頭が理解するのを拒絶する。

「だから、とにかく働きたくないの。上あげ膳ぜん据すえ膳ぜん、三食昼寝付きで暮らしたいの！　不労生活！　いざ遊人ニート！」

　劉備は俺が誤解のしようもないほどにダメワードを連発してくる。

　だめだこりゃ。

「なんだその夢は！　大義のかけらもないじゃねえか！　そんな私利私欲にまみれた夢！　まるで董とう卓たくだぞ！」

　さすがの俺もブチ切れて声を荒らげた。

　こんな劉備がいてたまるか！

「うっさいわね！　男のくせにそんな綺麗な手をしたあんたには言われたくないわよ！　どうせあんたも名士なら、村人を舌先三寸で騙してタダ飯で暮らしてたんでしょ！」

「……村人は騙してないけど、まあ、タダ飯を食える立場にいたことは確かだな」

　まあ、俺に限らず日本の学生の大半は親からタダ飯を食わしてもらっているだろう。

　しかし、俺は自分の身分を詳しく説明する訳にもいかず、適当に言葉を濁した。

「ほらみなさい。あんたには分からないでしょうけどね。貧乏な草鞋わらじ売うりの暮らしはほんと悲ひ惨さんなのよ。来る日も来る日もひたすら草鞋を編むだけの単純作業。手は草で臭くなるし、どんだけ頑張っても儲もうからなくてちょっとしたオシャレを楽しむことすらできないし、一生あんな暮らしをするくらいなら死んだ方がマシだと思っていたわ。夢まで見るのよ！　ワラジムシにわらびを報酬に草鞋を編まされる夢を！」

　劉備が思い出すのも嫌とでも言うように、ガタガタと震えながら語る。

「だから挙きよ兵へいしたのか？　成り上がりたくて？」

　それならばまだ分からなくもない。戦乱の時代をチャンスと思って挙兵した群ぐん雄ゆうたちは他にもたくさんいただろう。

「まあ端折はしよればそうだけど、そもそも最初は挙兵するつもりなんてなかったのよね。私」

「ん？　どういうことだ？」

「さっきも言ったように、私は本当に草鞋を編むだけの暮らしにうんざりしていたの。だから、何とか飯の種になるものはないかって家の蔵を漁あさっていたら、家系図を見つけてね。字の読める人に読んでもらったら、なんと私は漢王室の末裔だって言うじゃない。まあ、正直、本物かどうかは怪しいと思ったんだけど、この噂を広めたらみんな私に優しくしてくれるかなって思って、『今はこんな境遇だけれど、いつか身を立てて漢王室にお仕つかえしたい』って言いふらし始めたの。そしたら、どうなったと思う？」

「どうなった？」

「効果は予想以上だったわ！　みんなが急に私を敬うやまい出だして、お米とか野菜をくれるようになったから、働かずに済んでしめしめって感じ！　郷きよう里りの人が出してくれたお金で、都会に遊学もさせてもらって、しばらくは思いっきり遊人生活を楽しんだわ。ああ、あの頃は良かったなあ」

　劉備が懐かしむような遠い目をして呟く。

　まあ、俺も学生だからモラトリアム期間を楽しみたいっていう気持ちは分からなくもないんだけど……。

　いや、でもだめだ。友達ならともかく戴いただくべき君主としては終わってるだろこれ。

「そんでずっとこんな日々が続いたらいいなって思っていたところに、あの忌いま々いましい黄こう巾きんの乱らんが勃ぼつ発ぱつしたのよ。んで、慌てて郷里に戻ったんだけど、私が日頃、漢王室に忠実な人柄を喧けん伝でんしまくってたから、みんな『当然劉備さんも出兵するよね？』みたいな空気になってて、糜び竺じくに至ってはお金とか兵士まで用意してくれちゃってたから引くに引けなかったのよ」

「それで、仕方なく出兵したって訳か。でも、ほら、実際の黄巾兵の蛮行を目まの当たりにして民がかわいそうになって正義に目覚めたとか……」

　俺は最後の希望にすがるように言う。

「しないわよ。そりゃ民はかわいそうだとは思うし、賊を見つけたらぶっ飛ばすけど、私だって自分の仲間たちを食わせていくだけで精一杯だし、中国全部の民を救うなんて考えたことはないわ。顔も知らない人間のためにまで命は懸けられないわよ。そんな綺麗ごとをほざくのは現実を知らない腐れ儒者だけだわ」

　劉備は悪びれずにそう答える。

「もういい。分かった。最後に一つだけ確認させてくれ」

　俺は首を振り、震える手で人差し指を一本、劉備に示す。

「なにかしら」

「桃とう園えんの誓ちかいはあったよな？　関羽や張飛と、『我ら生まれた時は違えども、死せる時を同じうせん！』って杯さかずきを交わしたよな？　俺大好きなんだよ！　あのシーン！」

　ここだけは。

　ここだけは絶対に譲れない。

　桃園の誓いがなければ三国志は始まらないのだ。

　誰が何と言おうとそうなのだ！

「ぷっ。なにそれ。あんたって見掛けによらず夢む想そう家かね。そりゃ関羽と張飛は、私の本性を知ってるし、最も信頼している仲間だけれど、一いち々いちそんなクサい儀式はしないわよ」

　劉備に鼻で笑われた。

　ああああああああああああああああああああ。

　もう無理だあああああああ。

　大義もねえ！

　大志もねえ！

　桃園それほど誓ってねえ！

　おらこんな劉備いやだー。

　こんな劉備いやだー。

「ま、本当の私を知ってもらったところで、これからもよろしく頼むわよ。あんた思ったよりも使えるみたいだから、これからも私の遊人生活ニートライフのために頑張って働いてね」

　劉備は満面の笑みで、俺に握手を求めてくる。

「悪い。無理だ」

「なんですって？」

「別に漢王室は復興しなくてもいい。聖人君子じゃなくてもいい。でも、民を救う気がない君主には、俺は仕えられない」

　その時だけは打算も保身もなく、本物の孔明が乗り移ったような気持ちで思わずおれはそう言ってしまっていた。

　だってそうだろう。

　本物の孔明さんは命と引き換えにしてまで、俺に後を託たくしてくれたのに。

　仕える相手が、こんなポンコツな劉備じゃあ、あまりにも報われないじゃないか。

「そう。……仕方ないわね」

　劉備が悲しげに視線を伏せる。

「そうか。わかってくれたか」

「ええ。あんたの気持ちは分かったわ。この手だけは使いたくなかったんだけど」

　劉備はそう言って、おもむろに服の帯をほどいた。

　その大きな胸がぽろんとまろび出て、太ももの付け根はもちろん、そのすぐ上の純白の下着までもが露あらわになる。

「ちょっ。おまっ。いきなり何やって──」

「きゃああああああああああああああ！　関羽ううううううううううう！　張飛いいいいいいいいい！　助けてええええええええええ！」












　あたふたする俺が制止する暇もなく、劉備が金かな切きり声ごえをあげる。

　廊ろう下かからドタドタと足音が聞こえてくる。

「どうした！　姉上！」

「大丈夫か！　劉りゆう姉ねえ！」

　襖が左右同時に開いて、関羽と張飛が勢いよく駆けこんでくる。

「うううううううう……。関羽、張飛。私は、汚されてしまったわ」

　劉備は口元を手で覆い、泣き真似をしながら、床に指で『の』の字を書く。

「くう！　ボクがちょっと厠かわやに行ってる隙に！　おい孔明！　貴様がやったのか！　この色しき魔ま！」

「オレも料理番の娘が栗くれるって言うかんなー、お役目ちょっとさぼってしもうたんよ。ごめんなー。劉姉」

　関羽の青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうと、張飛の蛇じや矛ぼうが、左右から俺の首を挟み込む。

「お、おい。お前ら！　誤解だ！　これは、劉備が勝手にやったんだ！　俺は関係ない」

　俺は劉備を指さして叫んだ。

「そんなひどいわ！　いい計略があるからって私を言葉巧みに誘って、二人っきりになった途端、狼に豹ひよう変へんした癖に！」

「姉上！　それは本当か!?」

「ええ。いきなり私を押し倒して、『ぐへへ、お前のここ、びちょびちょだな。漏れ出した水で池ができそうだぜ』『やめてください！　そんなお水出ていません！』『へへへ、確かにこれはちょっとしょっぱいから、海水かもな。安心しな今俺のでっかいお魚ちゃんをお前の海にどっぴんしゃんのドンドコショさせてやる』『ああ、やめて、やめてください！』『抵抗しても無駄だぜ！　これが本当の水すい魚ぎよの交まじわりってやつだ！』なんて、小粋な故こ事じを挟んだ言葉責めを織り交ぜつつ、私の初めてを奪ったのよ！　こいつは！」

　劉備はしどけない格好を強調して、いかにも事後的な雰囲気を醸かもし出だしつつ、俺の声こえ真ま似ねをする。

「むうう。何という鬼畜の所業だ！」

　関羽が憤いきどおってみせる。

「『水魚の交わり』をエロい意味に使うんじゃねえ！　この女あま！　ほんとに犯すぞこら！」

　ことごとく三国志の名シーンを凌りよう辱じよくしてくれやがるヤクザ劉備に、俺はブチ切れる。

「オレ劉姉にひどいことする奴は許せないん」

「そうだな死刑だな」

　関羽と張飛がそれぞれの武器を振りかぶる。

（ああ……。ちくしょう！　孔明先生ごめんなさい）

　俺は思わず目を閉じる。

　志半ばどころか、こんな痴情の果てに殺されてしまうなんて。

　あの世で孔明先生に合わせる顔がない。

「待って。関羽！　張飛！」

　俺が諦めかけたその瞬間、鋭い劉備の叫び声が聞こえた。

　ゆっくり目を開けると、まだ俺の首の皮はばっちりとつながっていた。

「劉姉！　何で止めるんー？」

「そうです。こんな暴漢はさくっと殺してしまうのが世のため人のためです」

　張飛と関羽が、不満そうに武器を下ろす。

「こうなった以上、仕方ないわ。隙を見せた私にも責任があるもの」

　劉備は諦めたようにそう言って、ため息をつく。

「まさか、こんな変態に情けをかけられるのですか？」

「ええ。偶然、関羽と張飛がいない瞬間に、孔明先生が私の元を訪れたのも、きっと天命だわ。神様には逆らえないじゃない」

「姉上──、まさか」

　関羽が劉備の意図を察したのか、驚いたように目を見開く。

「貞てい女じよ二じ夫ふに見まみえず。操を奪われてしまった以上、私、孔明先生と結婚するわ」

（は？　何言ってんだこいつ）

　俺は絶句した。

「おー。劉姉。結婚するのか。そんなら、オレには哥哥お兄ちやんができるんなー」

　張飛がどこか嬉しそうに顔をほころばせた。

「何を喜んでいるんだ張飛！　そんなダメだ！　姉上！　ボクは反対です。姉上とこんな青二才ではあまりにも釣り合いがとれません。こんなの、虎の娘が犬の息子と結婚するようなものです！」

　関羽が大げさな身振りと手振りを交えて反対した。

「いいのよ。孔明先生はこれからの私たちにとって、大切な御方。私の身を捧げることで協力してもらえるなら安いものだわ」

「姉上！　ボク、感動しました。姉上がそこまでの覚悟を持たれているなら、ボクはもう止めません」

「わかってくれてありがとう関羽」

　関羽と劉備がひしっと抱き合う。

（なんか手際がよすぎるな。この話の流れ。まるで最初から打ち合わせでもしていたかのような……）

　劉備と関羽が阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで話を進めていくのはともかく、もし本当に劉備が俺に乱暴されたと思ってるんだったら、関羽たちはもっと彼女のことを心配するはずだ。

「と、いうことだ。姉上の四海よりも広い寛大さに感謝して、謹つつしんで夫となるがいい。もし、断れば──後は分かるな？」

　関羽が俺の鼻先に青龍偃月刀を突きつける。

（こいつら、初めから孔明が仕えるのを拒否するのを想定して計画を練ってやがったな）

　今更ながらに気が付く。

　俺──というか、孔明という有能な存在を自分の陣営に無理矢理引き入れるためだけに、劉備は美人局つつもたせ的てきな手段を使ったのだ。

　全く破天荒というか、ＤＱＮドキユンすぎる。

「そういうことよ。これからよろしくね？　旦だん那な様さま。あっ、でもしばらく寝室は別でお願い。私ってとっても恥ずかしがりやだし？」

　劉備が勝ち誇ったような顔でそう言って、俺の胸を足先で小突いてくる。

　俺も男だ。プライドがある。

　いや、それ以前に、諸[image: ]亮孔明の威い名めいをこんなふざけた茶番で汚したくない。

　このままでは、孔明は性欲を抑えきれずに劉備を襲って手て籠ごめにした卑ひ劣れつ漢かんとして、歴史に名を残してしまう。

　たとえこの後にどんな功績を残しても、始まりのエピソードがこれでは台無しだ。

　三国志ファンとしてそれは許せない。

（くそっ。こんな奴らの言いなりになってたまるか。……かくなる上は、こっちも最後の手段だ！）

「わかった。光栄だぜ。まさか、『偽者』の孔明である俺が、あの劉備玄徳様と縁続きになれるなんてな。超ラッキーだぜ。わーい！　嬉しいなー！」

　俺はやぶれかぶれに叫んで、大きく万歳した。

「おー？」

「貴様！　今何と言った」

　関羽と張飛が、再び俺の首筋に武器を突きつける。

「聞こえなかったか？　俺は本物の孔明じゃないって言ったんだよ。お前たちが苦労して三顧の礼をしてまで迎え入れた軍師は、真っ赤なパチモンだったってことだ！　ざまあねえな！」

　俺は再びそう言ってからからと笑う。

「ちょっとあんた。詳しく話してみなさい」

　劉備が険けわしい表情で俺に顔を近づけてくる。

「ああいいぜ。思う存分聞かせてやる」

　俺はそう前置きして口を開く。

　もうどうにでもなーれ。





　　　　＊






「──という訳で、孔明さんが消えた所にお前たちが入ってきたって訳だ」

　俺は、今朝まで夢だと思っていた召喚の一部始終を劉備たちに語って聞かせた。

「じゃあ何？　あんたは病びよう床しようの孔明が妖術で呼び出した未来の人間だっていう訳？」

　劉備が感情の読めない表情で確認するように問う。

「ああ、そうだ。ついでにいえば、出身も中国じゃない。日本人──あんたらの言うところの倭わ人じんだからな。そこんとこよろしく」

　俺は胸を張って言う。

「噓をつくならもうちょっとマシなのを考えろ。貴様が未来の、しかも海を隔てた遠い国の蛮ばん族ぞくだというなら、何でボクたちの言葉が分かるんだ。この中国に限って言っても、北と南じゃあ言葉が通じないぐらいなんだぞ。どう考えても理屈に合わないだろう」

「知らねえよ。孔明さんの妖術かなんかの効果じゃねえの」

　俺は素そつ気けなく答えた。

　関羽の反応は俺の想定の範囲内。

　信じて貰えないことは百も承知だ。

　むしろ、頭がおかしい奴扱いされて、劉備たちが俺を諦めて追い出してくれればいい。

　それが狙いだ。

「じゃあ、さっきの徐福の件はどうなのよ。あんた、曹操の計略を見破って、徐福の出奔を思いとどまらせたじゃない」

「それはたまたまだ。さっきも言ったように、俺は未来人だからな。未来ではあんたらは有名人で、その行動が記録に残っているんだ。だから、さっきの徐福が騙される話も知っていたんだ」

　まあ厳密にいえば、さっきの徐福の話は演義にしか載っていない、正史ではない創作のはずなのだが、ここでは実際にあったんだからしょうがない。

「おー、すごいなー。未来のことが分かるなんてまるで神様だなー。無敵だなー」

「それがそう上手くもいかないみたいなんだよな。徐福のイベントはあったけど、俺の大好きな桃園の誓いはなかったし。この世界の歴史は、俺の知っているものとはズレがあるみたいだ。そもそも俺の知ってる史実には、女の武将なんて片手の指で数えられるほどしか出てこない。つまり、結局、俺が持っているのは占い程度にしか役に立たない知識だけってことだ」

　無邪気に目を輝かせる張飛に、俺は首を振る。

　今までの劉備の言動から判断するに、この世界は『正史』と『演義』がごっちゃになっている世界っぽいのだが、それもあくまで推測に過ぎない。

　俺の三国志の知識がどこまで役に立つかは全くの未知数だ。

「でも、仮にあんたの話を信じるとすれば、孔明はわざわざ命を懸けてまで自分の代わりにあんたを呼んだんでしょ。だったら、あんたも孔明みたいに兵法や四書五経に通じてるんじゃないの？　ほら、孫そん子しとか、春しゆん秋じゆうとか、論ろん語ごとか、色々あるじゃない」

「全く知らん。あ、でも、三国志に出てくるかっちょいい孫子のフレーズならいくつか言えるぞ。『彼を知り、己を知れば、百戦危うからず』とか」

　素直にそう白状する。

　俺は三国志が好きなのであって、別に漢文とかの古典が好きな訳じゃない。むしろ、教科書じみたそういうお勉強本は苦手な方だった。

「では武技は？　未来なのだから、すごい剣術を体得していたり、ボクたちの想像を超えるような武器があったりするんじゃないのか」

「何もねえ。あいにく、俺の暮らしていた日本は平和でね」

　関羽の問いに、俺はそう言って肩をすくめた。

　武器に関していえば、一般庶民レベルでは現代日本はむしろ昔に比べて退化してさえいるだろう。

　なんせ、日本刀一つ持つにも届け出がいる世界なんだから。

「……」

「……」

「……」

　劉備三姉妹は、そこで言葉につまり、顔を見合わせる。

「どうだ？　幻滅したか？　これが俺だ！」

　俺はそう叫んで胸を張る。

　俺は間違ったことは言ってない。

　絶対に言ってない！

「……姉上。こいつはダメです。さっさと追い出してしまいましょう」

　関羽が俺の方を顎でしゃくって言う。

「そうなのかー。劉姉。哥哥ポイしちゃうのか？」

　張飛がつぶらな瞳で劉備を見つめた。

「そうね。こいつは──」

　劉備はそこで言葉を区切り、俺の瞳をじっと見つめてきた。

　俺も堂々とそれを見つめ返す。

「やっぱり、うちに置いてやりましょう」

　劉備はきっぱりとそう言った。

　意外なその返答に、俺は目を見開く。

「姉上！　正気か!?」

　関羽が『信じられない』といった表情で劉備を見つめた。

「ぷっ、くくくくくくくくくく。だって、おもしろいじゃない！　普通、孔明に呼ばれたからって、ほいほい代わりを引き受ける？　何の義理も、お礼もないのによ！　そんなことするの、よっぽどの馬鹿か、お人よしだけよ！　あはははは！　ほんと笑える！」

　劉備は腹を抱えて大爆笑しながら俺を指さした。

「そ、それは寝ぼけてたからであってだな。まともな状態だったら俺ももうちょっと考えてから結論を出したさ」

　俺はボソボソと言い訳した。

　あの時はゲームをクリアしたばっかりで気持ちが高こう揚ようしてたのだ。

「だとしても、あんたやっぱり変わってるわよ。何の準備もなく、訳のわからない状態で異郷に放り込まれたら、普通、もっと動揺するでしょう。心細く思って、住居や食事を与えて庇ひ護ごしてくれた私に依存するはずよ。あんた、私に嫌われないようにしようと思わなかったの？　媚こびるでしょう。常識的に考えて。なのにあんた、よく私に仕えるのを拒否したわね」

　劉備は呆れとも感心ともつかない声で言う。

「お、俺だって最初はお前に取り入ろうと思ったさ！　だけど、お前があまりにも劉備っぽくない発言ばっかりするから……」

「だから私に意見したっていうの？　一応、私、一軍の大将なのよ。気分次第であんたを殺せるのよ？」

「うっ」

　そう言われると返す言葉がない。

　だって、こんな蜀しよく、絶対に嫌だったんだもん。

「くすくす。本当に何も考えてなかったのね」

　劉備は再び愉快そうに忍び笑いを漏らす。

「しかし、姉上。本当にこいつは信用できるんですか。もしかしたら、こいつが押し込み強盗を働いて家主の孔明を殺して成り代わったのかもしれませんよ」

　関羽が胡う散さん臭くさげな視線を俺に向けてくる。

　まあ、確かにそう思うよなあ。

　死体もないしね。

「私は人を見る目だけには自信があるのよ。こいつはそんな奴じゃないわ。大体、二人っきりになっても私に手を出せないようなチキンが人殺しなんかできると思う？　そもそも、孔明が押し込み強盗すら防げないような人物なら、はなっからいらないでしょ」

　劉備は関羽の懸念を一笑に付した。

「それはそうかもしれませんが……。こんなうさんくさい奴を重ちよう用ようしたら、我々の軍の権威を損なうのでは？」

「いいじゃない。元々私たちの軍なんて変人ばかりよ。あんたはうぬぼれやだし、張飛はアホの子だし、徐福は歌うし、趙ちよう雲うんは一日に二言くらいしかしゃべらないし、今更一人くらい未来人か、大ウソつきが増えたって、どうってことないわ」

　劉備は鷹おう揚ように答えた。

「姉上がそこまでおっしゃるなら……分かりました。まあ、偽者の孔明なら、ボクの上に立つことにもならないでしょうしね」

　関羽が不ふ承しよう不ぶ承しようと言った感じで頷いた。

「おー！　じゃあ、こいつやっぱオレの哥哥かー」

　張飛が嬉しそうに言って、俺の肩を蛇矛の柄でポンポンと叩いた。

「勝手に話を進めんなよ。俺はまだ、お前らの仲間になるなんて一言も言ってないぞ」

　俺をないがしろにして進んでいく話に、口を差し挟む。

「ふう……。あんたまだ言ってるの？　ちょっとは現実的に考えてみなさいよ。私のところを出て行って、あんた行く当てはあるの？　そんなひょろっちい腕じゃ農業は無理だろうし、かといって職人の手でもないし、軍師としての知識もないんでしょう？」

　劉備は双剣で、俺の腕と頭を指してため息をついた。

「それは──そうだが」

　悔しいが、劉備の正論に反はん駁ばくできる言葉を俺は持たなかった。

　三国志愛に任せて劉備ともめてしまったが、俺が頼るあてもない異い邦ほう人じんである事実は揺るがない。

「別に私に心服しろって言ってんじゃないのよ。あんたはこのまま私たちと一緒にいて、ふんぞりかえって孔明のフリをしてくれればいいの。それがあんたの仕事。そんな簡単なお仕事でタダ飯を食わせてやるって言うんだから、悪い話じゃないでしょ？」

「……そんな孔明を配下にして、何かお前に得があるのか？」

　よく考えれば、劉備は別に天下を獲りたいと思っていないニート志望なんだから、孔明なんていなくもいいはずだ。

「私はね。元々噂だけで真偽の分からない孔明の能力に期待してなんかなかったわ。ただ孔明には名声があったから、仲間にして私たちの軍の箔付けに利用したかっただけ。呉ごとの同盟の交渉を有利に運ぶためにね」

　つまり、『俺たちには孔明たちがついてるんだぜ！』と呉に対して威張りたかったということか。

　でも待てよ。劉備が呉と同盟したがってるっていうことは。

「じゃあ、お前は呉と結んで曹操と戦うつもりなんだな！　そうだろ!?」

　俺は立ち上がり劉備に詰め寄った。

　散々俺の知っている三国志をめちゃくちゃにしてくれたけど、これは『赤せき壁へきの戦たたかい』フラグじゃないか？

「はあ？　戦わないわよ。あんたも初めて会った時に言ってたでしょ。『曹操はとても対等に戦える相手じゃない』って。その通りだわ。あんたは曹操の領土は中国の半分って言ったけど、国力から言えば、中国の七割は曹操のもの。呉と比べても三倍以上の力があるのよ。こんなしょっぼい新野しか持ってない私が呉と同盟結んだところで、勝てる訳ないじゃない」

　劉備はきっぱりとそう言い切った。

「くそー。夢も希望もないこと言いやがって」

　確かに劉備の意見はかなり現実的だったが、三国志を知っている俺としてはあまりにもロマンがない。

「当然でしょ。そこらへんの状況判断が的確に出来るから私たちは生き残ってこれたのよ。私たちが何年傭兵稼業やってきたと思ってんの？」

「はあ。じゃあ、何でお前は呉と同盟なんてしようと思ったんだ？」

　史実で劉備が呉と結んだのは、曹操と戦うためだった。

　だけど、今俺の目の前にいる劉備は曹操と戦わないと言う。

　だったら呉と同盟を結ぶ必要なんてないはずだ。

「正確には呉と同盟するフリね。あんたも知ってるかもしんないけど、もう曹操の軍勢はすでにここからほど近い、荊けい州しゆうの襄じよう陽ようにまで迫ってるわ。太守の劉りゆう表ひようは病死して、チキンな二人の娘たちは後継者争いの状態よ。あいつらの臣下は日和ひより見みばっかりだから、多分速攻曹操に降伏しちゃうだろうし、もし万が一彼らが抗戦したとしても、勝てる見込みはゼロ。襄陽を落としたら、曹操はすぐ、この新野にもやってくるわ。だから、今私たちは逃亡の準備中なの。その逃亡の計画に、呉の協力が必要って訳」

「逃げるってどこにだ？　江こう夏かにか？」

　俺は自分の知識に従って問う。

　過程は色々違うが、劉備が曹操に追われて江夏に逃げるのは、概おおむね史実通りだ。

「ええ。私が呉との会談を取り付けた場所が江夏だから、一時的な目的地はそうね。でも、私たちが最終的に目指すのは、もっと南よ」

「南？」

　俺は首を傾げる。

「つまり、中国の外よ。南なん越えつ国こくとか、あのあたり。さすがに中国の外に出ちゃえば、曹操だって追ってこれないでしょう」

　たしか、南越国とは、俺の時代でいうベトナムとかのことだ。

　つまり劉備はもはや中国を捨て、三国志の外の世界に逃げ出すつもりなのだ。

「姉上、それは、一応極秘事項ですが」

「いいのいいの。こいつには私たち以外に頼れる奴もいないんだから、バラしたりしないわよ」

　関羽の懸念を劉備が一いつ蹴しゆうする。

「大体わかったぞ。ここから南越国に向かうってことは、多分、川伝いだろうな。あんたらはその行軍に、呉を利用するつもりなんだな」

　質問してばっかりなのもあれなので、俺は自分で頭を働かせて推測を口にした。

　南船北馬という言葉もあるように、中国は、北は陸路で、南は水路で移動するのが一般的なのだ。

「そういうこと。呉に一緒に曹操と戦うからっていう名目で、船を貸してもらう。そんで偵察とか先制攻撃とか、適当な軍事的な任務にかこつけて呉を出しゆつ立たつして、そのままトンズラよ」

　劉備が企たくらむようなあくどい笑みを浮かべて言う。

「つまり、呉から同盟を名目に船を借りパクしようってことかよ。ひっでえ」

　あまりの外げ道どう過ぎる発想に俺は顔をしかめた。

　ほんと信義のかけらもねえなこいつ。

「仕方ないでしょ！　それ以外に私たちの軍団を守る方法がないんだから！」

　劉備が逆切れしたように叫んだ。

「でも、そんなに上手くいくか？　呉にだって周しゆう瑜ゆやら張ちよう昭しようやら、頭のいい人間はいっぱいいるはずだぞ。簡単に騙されてくれるように思えないんだが」

「大丈夫。大丈夫。私と呉のつなぎ役になってくれている、魯ろ粛しゆくっていうめっちゃチョロい奴がいるから。そいつを大たい義ぎ云うん々ぬんの名目で騙くらかしちゃえば、余裕よ。余裕」

　俺の懸念を、劉備は笑いとばした。

　魯粛さんの扱いがひどすぎる件。

　確かに演義では、関羽や孔明の引き立て役の損な役回りだけど、正史の記述を見る限りはかなり有能なんだぞ。ぷんぷん。

「はあ。了解。お前らの作戦と、俺の存在意義についてはばっちり把握したよ」

　俺はため息一つ頷いた。

　ロマンはないけど、確かに無謀な作戦ではない。

「で？　どうするの？　このままここに残ってのたれ死ぬ？　それとも私たちについてくる？」

　劉備は試すように言った。

「わかった。とりあえず、お前たちについていくし、孔明のフリは続ける。だけど、元の世界に戻る方法が分かったら、俺はすぐにでも帰るからな」

　とりあえずここに残っていてもしょうがない。

　生きていくためにも、元の世界へと戻る情報を収集するためにも、劉備たちの逃避行についていくのが、現実的な選択肢だろう。不満はあるが、仕方がない。

「それでいいわ。よろしくね。えーっと。……そういえば、あんたの本名聞いてなかったわね。あんた、名前は？」

「中なか原はら天あま人と」

「ご立派なお名前ねえ。本当に神さまからの遣いみたい。まさか、それも偽名じゃないわよね？」

「本名だよ。残念ながらな」

　中原は『ちゅうげん』と読めば、三国時代においては『天下』を意味する単語になる。

　天人は『てんじん』と読めば、天界に住まう仙人の最上位級を指す。

　まあ、日本で暮らしている分には大して目立つこともない名前なのだが、この時代の基準で考えればかなりの厨ちゆう二にネームかもしれない。

「そう。じゃあ、改めてよろしくね。天人。私は劉備玄徳。漢王室の末裔よ」

　劉備が冗談っぽく言って、微笑みと共に俺にウインクした。

「お、おう……。よろしくな」

　悔しいけれど、その笑顔がまぶしくて、俺は目を背けた。

　確かにこの劉備はダメだ。

　大義もないし、大志もない。

　それでも、俺は彼女の笑顔に、ほんの少しだけ名君の片へん鱗りんを感じとってしまったのだ。

　だってそうだろう。

　未来からきたなんてほざく、何の能力もない、うさんくさいタダの男である俺を、何の疑いもなく受け入れるなんて、誰にでもできることじゃないから。




　シュバッ。




　そんなことを考えていた俺の耳に、突如届いた風切り音。

「うおっ。あんた誰だ！」

　いつの間にか目の前に出現していた人物に、俺は思わず一歩跳とび退のいた。

「あら趙雲じゃない。どうしたの？」

　劉備が片手を上げて気安く話しかける。

「え？　まじかよ。これがあの趙雲？」

　俺は改めて目の前の人物を観察する。

　肌は褐かつ色しよくで、背は関羽よりもさらに高い。

　胸は劉備より二サイズくらいは小さいがそれでも大きい方で、顔は美形ぞろいの劉備軍の中でも、飛びぬけて美人だった。

　何というか、女優とかそういうレベルを超えて、人形のような非人間的な造形の整いっぷりである。しかし、表情に全く動きがないので、愛あい嬌きようはまるでなかった。

　彼女の着ている純白の鎧よろいと、褐色の肌のコントラストは美しく、まるで美術館に置かれた彫刻のような威厳がある。

　趙雲と言えば、何となくさわやかで明るい感じのイメージがあったけどだいぶ印象が違うな。

「……」

　趙雲は俺の視線をシカトしつつ、無言で二つ折りになった手紙を劉備へと差し出した。

「そう。斥せつ候こうからの報告が来たのね。なになに──」

　趙雲から手紙を受け取った劉備がその紙面に視線を走らせる。

　その途端、ぱっと彼女の顔色が変わった。

「襄陽が曹操によって陥かん落らくしたわ。オチオチしてたらここも危なくなる。全く噂をすれば影ってやつね」

　劉備が早口で呟く。

「おー！　じゃあ、もうお出かけかー？」

「予想より早かったですね。姉上」

　張飛と関羽が意気込んで劉備を見つめる。

「ええ。だけど、想定の範囲内だわ。早く付近の住民に声をかけて、私たちについて来たい人間を集めなさい。それが完了し次第、直ちにここを出発するわよ」

　劉備がテキパキと命令を下す。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。ここを発つ前に、俺をもう一度、自分の部屋に帰してくれ。ちゃんと家を調べて、元の時代に戻るヒントがないか確かめたいんだ」

　俺は慌てて口を挟む。

　寝ぼけた状態で劉備たちにここまで連行されたから、俺は自分が召喚された周りの状況を把握していない。案外、灯とう台だい下もと暗くらしで、近くに帰るヒントがあるかもしれない。

「ええ？　そんなこと言っても、これから私たちめちゃくちゃ忙しくなんのよ？　あんまり天人に構ってる暇ないんだけど」

「それは分かってる。だけど、部屋には衣服とか、書物とか、いくらか金になりそうな物もある。行軍の路銀の足しになるかもしれない。だから、頼む」

　このままじゃ俺は本当に一文無しの、素す寒かん貧ぴんだ。

　せめて、気休め程度でも現代チート的な何かを部屋から持ち出しておきたい。

「わかったわよ。じゃあ馬を貸してあげるからさっさと行ってきなさいよ」

「悪い。俺、馬には乗れないんだ」

　劉備の提案に、俺は静かに首を振った。

「はあ？　本当仕方ないわねー。じゃあ、関羽。こいつを家まで連れて行ってあげて」

　劉備は俺に呆れたようにそう言ってから、関羽に水を向ける。

「な、なんで、ボクが？　嫌ですよ。こんな青あお瓢びよう簞たんの下僕をするなんて。ボクにふさわしい仕事じゃない」

　関羽はそう言って鼻をそらした。

「何を言ってるの関羽。違うわ。むしろ、これは関羽にしかできない仕事なのよ！」

「どういうことですか？」

「だって、私の軍の中で、一番速いのは関羽の赤せき兎と馬ばでしょ。そして、赤兎馬を乗りこなせるのは関羽だけじゃない。この時間がない中で、馬にも乗れないような糞もやしの送迎を迅速に達成できるのはあなただけだわ」

　劉備はそう言って、関羽の両肩に手を置いた。

「ふふん。確かに赤兎馬はボク以外の命令は聞きませんからね」

　関羽はまんざらでもなさそうに鼻を鳴らす。

「それだけじゃないわよ。今、兵士たちは出発の準備に忙しいから、天人に護衛をつけてやることはできない。けど関羽なら、道中盗賊が出ても、一人で倒せるでしょう？」

「それはそうですね。賊なんか出てきても、この青龍偃月刀の錆さびになるだけです」

　関羽が自信満々に頷いた。

　何かこの関羽チョロそう。

　俺もついでにおだてておこう。

「俺からも頼むよ。俺の世界では、関羽は『軍神・関羽』なんて呼ばれるほど有名でありがたがられてる存在なんだよ。そんな神様に送ってもらえたら俺も安心だからさ」

　俺はそう言って頭を下げた。

　もちろん、噓じゃない。日本にも横浜、神戸、長崎など各地に関羽を祭った廟びようがある。

「神……神か。悪くない響きだ。仕方がないな。ボクが君を送ってあげよう。新入りの面倒を見てやるのも、先輩の務めだからな」

　関羽は嚙みしめるようにそう言ってから、胸を張った。

「ありがとう。さすが関雲長！　義の人だぜ」

　俺は調子よく適当なことを言って合わせる。

　これで何とか、一旦自分の部屋に戻ることができそうだ。
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「おー、これがあの赤せき兎と馬ばか」

　関羽に案内されてやってきた厩きゆう舎しやで、俺は感嘆の声をあげた。

　三国志で最も有名なその馬は、噂に違たがわず立派だった。

　俺の知っている普通の馬よりも、さらに二回りくらいはでかく、サラブレッドのような美脚でありながら、その肉付きは農耕馬のように厚い。馬というよりは、『赤兎』の名のついた別種の生き物のようだ。

「光栄に思うがいい。赤兎が人間を乗せるのは、呂りよ布ふとボクに続いて君が三人目だ。あ、それからボクの身体には指一本も触れるな。特に髪はダメだ。もし、ボクの髪に枝毛が一本でもできたら、殺すからな」

　関かん羽うは赤兎馬の胴体に鞘にしまった青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうをくくりつけ、さらにそれにまたがりながら、何度も念入りに俺に釘を刺す。

　今、関羽は長髪をお団子ヘアにまとめているので、接触する心配はないと思うが、なんかこういうところはかなりナルシストっぽいな。

「わかった。わかった」

　俺もよじ登るようにして、赤兎馬の背中にまたがる。

　馬の息遣いが、振動となって腰に響いた。

　ちなみに、今俺は裸足ではない。

　劉りゆう備びがくれた草鞋わらじを履いている。

「それじゃあ、行くぞ！　はっ！」

　関羽が手た綱づなを引く。

　瞬間、景色が流れた。

　息を吸って吐くほどの時間でもう駐ちゆう屯とん地ちを飛び出し、街道に出る。

　そこでさらに赤兎馬はスピードをあげた。

　肌で直接風を感じてるせいで、体感速度が上がっているのかもしれないが、一般道を走る自動車と変わらないくらいの速度が出てるように思える。

　俺は振り落とされないように姿勢を低くして、鞍の出っ張りを強く握った。

「おい。天あま人と」

　駐屯地が見えなくなった頃、ふと関羽が口を開く。

「ん？」

「暇だ。何か話せ」

　関羽は前を見据えたまま呟く。

「んー。じゃあ、一つ質問させてくれ。この世界の武将は、何で女ばかりなんだ？　普通、戦いくさすることを考えたら、男の方が有利だろう。体力的に」

「……貴様、本気で聞いてるのか？」

「本気だよ。俺の知ってる三国志は熱い漢おとこの物語なんだよ。なのにこの世界ときたら、武将も兵士もほとんどが女ばかりじゃないか。これは一体どういうことなんだ？　聡そう明めいな関羽さんならもちろん知ってるよな」

　もちろん、男が皆無という訳ではない。

　女が七に対して三くらいの割合で、男もいることはいる。

　でも、なぜか男の武将はみんな、武官じゃなくて文官っぽいのが多いのだ。

「当たり前だ。そんなこと、ボクじゃなくてもそこらへんの子どもだって知ってる。事の起こりは前漢の初め。恵けい帝ていの御み世よのことだ。中華全域に、恐ろしい病が流行った。『根断ちの病』と呼ばれるものだ」

「根断ちの病？」

「ああ。その病は男だけに感染する厄やつ介かいな性質を持っていて、致死率も極めて高かった。運よく病から生き残った男も、多くは生殖機能に障害が残ってしまってな。そのせいで宦かん官がんが異様に増えた。そのことが、前漢が衰退した原因の一つであると言われているな」

「へえ。でも、そんな病気だけで女が戦場に出るようになるか？　俺のイメージでは、この時代の中国って、めっちゃ女性の地位が低かったはずだけど」

　俺の知っている三さん国ごく志しは、強烈な男だん尊そん女じよ卑ひの世界である。

　どれくらい男尊女卑であるかといえば、腹を空かせた劉備が旅先で泊まった家の主人が、劉備に食わせるものがないからと自分の妻をぶっ殺して劉備に肉を食わせてくれたことが、美談として語り継がれてるくらいに人権がない。だから、三国志に出てくる女性は大体『～の奥さん』という形式で記述され、名前すら残ってない人も多いのだ。

「ああ。ならなかった。もちろん、人材不足で下か級きゆう官かん吏りに女の登用の道が開かれることにはなったが、女を政治に関わらせるのはよくないという風潮は根強く、高位の官僚や武官は全員男が占めていた。一変したのは、前漢が一回滅んでしまった後だ」

「おっ。知ってるぞ。王おう莽もうって奴が帝位を簒さん奪だつして、各地で反乱が起きまくって中国全土がめちゃくちゃになったんだよな」

　ここらへんは世界史で習うから、三国志ファンじゃなくても知ってる話だ。

「そうだ。そこまで知ってるなら、当然、その反乱を鎮めた人物の名もわかるな？」

「光こう武ぶ帝ていだろ？」

　俺はためらわずに即答した。

「そうだ。そして、その光武帝は、女だったんだ。光武帝は、当時はタブーとされていた女性を軍団に組み込む方法で勢力を拡大し、他を圧倒した。光武帝が政権を獲得した後は、儒じゆ者しやどもを使って、色々理論をこねくりまわして、女性が出世することを正当化した。当然だな。光武帝自身も女なんだし、政権樹立の立役者もほとんどは女の臣しん下かなんだから、そうせざるを得ない。以降は、女が出世するのも、軍団を率いるのも、その権利は男と全く同等となった」

「ふーん。そしたら、むしろ一層、男の軍団の優位性が高まると思うんだけどな」

　希少価値というか、少数精鋭の男の軍団なんかがいたら無双できそうだけど。

「その後も何回か『根断ちの病』は流りゆう行こうしたからな。禁軍ですら男だけの軍隊を作る余裕すらなくなったんだ。それに、病の流行った後に生まれる男はなぜか虚弱体質の奴が多くてな。実際、戦場に出しても使いものにならん場合が多い」

「くっそこえーな。その病気」

　マジで世界を滅ぼすレベルじゃん。

　俺の知ってる三国時代も度重なる戦乱でかなり人口が減ってたはずだけど、こっちはその比じゃなさそうだ。

「怖いさ。だから、今では男で有能な者が出ても、まず武辺の者は目指さない。一族の者も、国の者も、みんな文官になるように勧める」

「貴重な男を戦場に出して殺す訳にはいかないって訳か」

「そういうことだ。お前が成り代わった孔こう明めいなんかは、まさにその典型だろうな」

「でも、孔明さんは俺が来るまでは誰にも仕えてなかったんだぜ。それだけ男が貴重なら、もっと早くに劉りゆう表ひようとか曹そう操そうとかから重ちよう用ようされていてもいいのにな」

「そういうものだ。男で有能な軍師となれば、貴重だからみんなから注目される。だから、男の文官はみんなもったいぶって自分を高く売ろうとするんだ。有能な男の文官を抱えている女の君主はそれだけでステータスになるからな。姉上が貴様に期待しているのもそこだ。決して、貴様の実力を買った訳じゃないから、勘違いするなよ」

　関羽が嫌悪感を滲にじませて言った。

「孔明さんはそんなケチな了見は持ってなかったと思うけど、とりあえずこの世界の事情は納得したよ。ありがとう」

　あの本物の孔明さんが史実より早死にだったのも、その病気が原因なんだろうか。

　つーか、俺は大丈夫だろうか。

　童貞のまま一度も使わずに『根断ち』されるなんて絶対に嫌なんだけど。

「その反応を見るに、貴様、本当に異界からやってきたんだな。じゃあ、未来の人間だという話も本当なのか」

「だからそうだって言ってるじゃん。いい加減信じてくれよ」

「そうだな。じゃあ、お前が未来人だと信じて、質問してやる。正直に答えろよ」

　関羽はそこで、初めて俺を振り返って問うた。

「なんだ？」

「未来での、私たちの評価はどうなっている？　歴史書に名は残っているのか？」

「めっちゃ残ってるよ。俺が来たのは、大体千八百年後の未来からだけど、そんだけ時間が経っていてもみんなから愛されているんだぞ。あんたらの名前は」

　俺は尊敬の念を込めて告げる。

　外国の物語で、三国志ほど日本人に愛されたものは他にはない。

「そうかそうか。やはり、英雄たちの熱い闘いの物語はいつの時代でも人を引き付けるものだからな。──それで、一番有名なのは誰だ？」

　関羽は満足げに頷いて、質問を重ねてきた。

「んー。それは一人に決められないなー。曹操も、劉備も、呂布も、関羽も、張ちよう飛ひもみんな同じくらい有名人だよ」

　俺はちょっと悩んでから、正直にそう答えた。

「では一番人気は誰だ？　人々から愛されている英雄は？」

　関羽が鼻息あらく言う。

　何をそんなに興奮しているんだこいつは。

「これも人それぞれだけど、一番人気はガチで関羽じゃないかな。おべっか抜きで」

　俺的な一番人気はもちろん孔明だ。

　だけど、この世界の孔明はもう死んでしまった。

　劉備も当然人気だが、演義の劉備は聖せい人じん君くん子し過ぎて、正直面白みにかける。

　西さい遊ゆう記きで三さん蔵ぞう法ほう師しよりも孫そん悟ご空くうの方が注目されるみたいに、配下の張飛とか関羽の方が、キャラが立ってるのだ。

　昔の中国では張飛が一番人気だったらしいけど、今の時代なら諸もろ々もろ総合的に考えると、関羽という結論になるんじゃないだろうか。

「ふふふ、やはりそうか。ボクが一番なんだな。ふふふ」

　関羽が勝ち誇ったようなにやけ面づらを浮かべて呟く。

「言っておくけど、人気なのは、俺の世界の男の関羽だからな。マッチョで、いかつい顔で、『美び髭ぜん公こう』って呼ばれてる」

　俺は一応、そう注意する。

「性別などはどうでもいいんだ。毛のことなら、ボクだって『美び髪はつ公こう』って呼ばれてるしな。そうか。やはり、ボクは古こ今こん無む双そうの英雄になる運命だったんだな。ボクの夢は間違ってなかった」

　関羽は確信に満ちた声でそう言って、何度も頷く。

「夢？　そういえば、関羽の夢ってなんなんだ？」

　俺の知っている三国志の関羽は、劉備を助け、漢王朝を復興し、民を安んずることを目標としていた。だけど、こっちの劉備が一いつ生しよう涯がいニートライフを目標としている人間な以上、関羽の夢も変わってこざるを得ないだろう。

「もちろん決まっているだろう。ボクの夢は天下で一番の有名人になることさ。だって、当然だろう。これだけ、美しくて、頭もよくて、超絶強くて、性格もいいボクは、それにふさわしい名声を得るべきだ」

　関羽が真顔で答える。

「向上心も悪くないけど、だったら、何で超劣勢の劉備軍にいるんだよ。確か、関羽って一回、曹操に捕らわれて配下にならないかって熱烈なアプローチを受けていたよな。なんでそっちにいかなかったんだ？　勝ち馬だぜ？」

「ふん。考えてもみろ。曹操軍じゃ、有能な人材が多すぎてボクのすごさが目立たないだろう！　反面、姉上の軍隊ではボクに勝てる人間なんて一人もいないからな、活躍の機会が多い！」

　関羽は俺の疑問を鼻で笑いとばす。

「そっかー。それに、劣勢の君主に忠義を尽くして大活躍する方がかっこいいしな」

　俺は適当に関羽に合わせて言う。

　やべえ。関羽も劉備とは別方向で屑くずだ。

　本当に大丈夫か、この三姉妹。

「そういうことだ。天人も少しは英雄について分かっているようだな」

　関羽は頷いてキザな笑みを浮かべると、また前を向く。

　赤兎馬がさらに速度を上げて、山道へと突っ込んでいった。
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　それから半日ほど経って、日も暮れ始めた頃、赤兎馬が動きを止める。

「ついたぞ。早く荷物をまとめろ」

　関羽が前方を顎でしゃくった。

　その先には、草そう庵あんと呼ぶにふさわしい、粗末な板で囲われた家があった。

　どうやら、ハリボテの外壁の中に、すっぽり俺の部屋が収まっている形のようだ。

　規模からいって、やはり家全体が召喚された訳ではないのだろう。つまり、俺以外の家族は無事そのまま現代にいるということだ。

「わかった」

　俺は赤兎馬から降り、慣れない乗馬で痛くなったケツをさすりながら、草庵へ向かう。

　軋きしむ木戸を開けると、その先には見慣れたドアノブがあった。

「ふう。よかった。とりあえず誰にも荒らされてないな」

　部屋は、俺が出て行った時の状態そのままで保存されていた。

　逆に、孔明さんがいた痕こん跡せきは跡形もなく消えている。

　変な魔法陣も、儀式に使ったアレコレも、もちろん孔明先生の遺体も、きれいさっぱり消滅していた。

（そうそう都合よく帰れる訳ないか）

　抱いていたかすかな期待を振り払い、俺は現実的な荷造りの作業をすることにする。

　まずは寝間着から、まともな外出用のジーンズとフリースに着替え、上からパーカーを羽は織おる。それから、旅行用の大きめのバックパックに手当たり次第衣服やブルーシートなど、放浪生活で使えそうなものを詰め込む。

　余ったスペースには、現代にいた時には見向きもしなかった教科書を入れた。

　そこに書いてある知識が何かの役に立つかもしれないし、この世界では、書物はすごく希少なもののはずだ。現代とは価値が違う。

（こんなことなら、無理して三国志を買っておくんだったな）

　ファンとしては失格かもしれないが、俺は三国志の『正史』も『演義』も所持していなかった。何といっても高校生の小遣いなど限られており、全ての三国志グッズを収集するなど不可能なのだ。

　優先順位を考えた末、俺は三国志の本の方は図書館にいけば大体どこにも置いてあるので、自分で買わなくてもいつでも読めるから後回しにしていた。反面、ゲームやフィギュアといった買わないと楽しめない物に優先的に金を注ぎ込んでいたのだ。

（パソコンは……使えないな）

　俺のパソコンはデスクトップ型だからかさばり過ぎるし、ノートのようなバッテリーの充電もないのだから、持って行ったとしてもただの箱だ。

　その代わり、あまり幅を取らないスマホは持っていく。これも充電分が切れれば、役立たずの代しろ物ものに変わってしまうが、しばらくは未来人の証明としては使えそうだし、もしかしたら、電波がつながって、現代と交信できるのではないかという淡い期待もある。携帯用の充電器があるので、電池がある内は持つだろう。

（ついでに、これも持っていくか）

　スマホの近くに置いてあった、ポケットサイズの携帯用ワイヤレススピーカーをバックパックに突っ込む。ワイヤレススピーカーを携帯につなげて、この現実になってしまった三国志世界で、それっぽい音楽を聞くのも悪くない。

（食料は……ないんだよなあ）

　夜食代わりに摘つまんでいたポテチは張飛に食いつくされた。

　あと残っているのは、眠気覚ましのミントガムくらいだ。

　それでもないよりはマシだということで一応、パーカーのポケットに突っ込む。

「こんなもんか。っと──忘れてた」

　俺はバックパックを背負い、部屋の三国志フィギュアを収めた棚の『蜀しよく』の段から、孔明のフィギュアを引っ摑み、お守り代わりのストラップとしてスマホに結び付けた。

（関羽にこれ見せたらどういう反応するだろ）

　好奇心からそんなことを思い、孔明の隣にあった一つのフィギュアを手にする。

「お待たせ。準備完了だ」

　こうして俺は草庵を出て、関羽の元に戻った。

「終わったなら、早く乗れ」

「ちょっと待ってくれ。ここまで送ってくれたお礼に、お前にこれをやるよ」

　俺は関羽に、片手に握ったフィギュアを差し出す。

「なんだこの超絶強そうな美男子は。神か？」

　関羽はそれを受け取り、しげしげと眺めて言った。

「俺の世界の関羽」

「ほう。さすがボクだな。まあ、一応貰もらっておいてやろう。さあ、さっさと姉上たちを追いかけるぞ」

　関羽はそう言って、フィギュアをかんざし代わりにお団子ヘアに挿さす。

　俺が乗るのを待って、赤兎馬はまた猛烈な勢いで走り出した。
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　日が暮れるまで走り、野宿で一泊。

　日の出と同時に叩き起こされ、俺は関羽と共に劉備の後を追った。

「まずいな……」

　出発地点の新しん野やの駐屯地に差し掛かった時、関羽がぽつりと呟いた。

「なにがだ？」

「あれを見ろ」

　関羽が遠くを指さす。

　俺には普通の陽気なお空にしかみえない。

「何にも見えないんだが」

「ちっ。軟弱者が。遠くに土埃が見える。あの巻き起こり方は馬によるものだ」

　関羽が断言した。

　どうやら関羽は俺よりずっと視力がいいらしい。

「つまり、追手か？　曹操の。それってかなりやばいぞ！」

「知ってるのか？」

　関羽が眉をひそめる。

「長ちよう坂はんの戦いっていう有名な劉備の負け戦だよ。俺の知っている歴史ではなんとか切り抜けるけど、この世界では色々事情が違うから、しのげるか分かんねえぞ！　下手すれば全滅だ」

　俺は危機感を募つのらせて言った。

　割と劉備は準備万端な感じで逃亡計画を練っていたみたいだったから、敢あえて突っ込まなかったんだが、やっぱり避けることはできないのか。

「ともかく、姉上に報告だ。緊急事態だからお前のことを気遣ってノロノロ赤兎を走らせている訳にもいかない！　振り落とされるなよ！　落とされたら置いていく！」

　関羽が一方的にそう宣言して、手綱を握りなおす。

「ええー。ちょ、じゃあ、お前に抱き付いてもいいか!?　今のままじゃ不安定すぎる！」

　鞍を摑んで何とか耐えてきたけど、正直手もかなり疲れてきた。

「ちっ。仕方ない。ボクの腰に手を回すことを許可する！　いいか、腰だけだからな」

「わかった」

　俺は言われた通りに関羽の腰に手を回し、抱き付いた。

（ああ、関羽の背中とってもあったかいナリぃ）

「じゃあ、いくぞ！」

　抱き付いた瞬間こそそんな色ボケたことを考えていたが、すぐに余裕がなくなる。

　重力を感じるほどの加速度で、赤兎馬は街道を駆けた。

　俺は振り落とされないようにするだけで精一杯で、景色を見る余裕もないまま、歯を食いしばる。

　全く休憩を挟まないまま、半日赤兎馬は走り続け、やがてようやくその速度を緩めた。

「見えた！　姉上たちだ！」

　関羽が叫ぶ。

　彼女にやや遅れて、俺にもその集団が目に入る。

　劉備が率いる一団は、軍というよりは、避難民と言っていい様よう相そうを呈ていしていた。

　老ろう若にやく男なん女によ、非武装の民間人がのろのろと歩を進めている。

　その合間合間に兵士が入り、周囲に目を光らせていた。

「関羽、孔明先生！　お戻りになりましたか！」

「おー！　関姉ー！」

　白馬に乗った劉備と、ポニー並みに小柄な馬に乗った張飛が、こちらに向かってくる。

「姉上！　大変です！　曹操軍が軽騎で追撃してきます！　明日の朝には追いつかれてしまうかもしれません！」

　関羽が早口で劉備に報告する。

　近くにいた女性が悲鳴を上げ、彼女の抱いていた赤子が泣き出し始める。

「そ、そんな」

「もう追いついてくるなんて！」

「曹操は手に入れたばかりの領地を安定させるのに忙しいはずじゃなかったのか！」

　さざ波のように民間人の間に動揺が広がっていった。

「皆さん！　落ち着いてください！　騒いでも、かえって隊列が乱れ、行軍速度が遅くなるだけです！」

　劉備が民間人に呼びかける。

「劉備様。明らかにこれは一いつ刻こくの猶ゆう予よもない切迫した事態です。劉備様におかれましては、明日の大業を成し遂げるため、速やかに人々を捨てて、お逃げになるべきです！」

　一人の家臣が、劉備の前に平伏してそう進言する。

「何を言っているのですか！　そもそも、大事を成し遂げるには必ず人間を基本とするものです！　今、その人々が私を慕って新野からついてきてくれたというのに、見捨てて行くことなんてできるはずがないでしょう！」

　劉備は激げつ昂こうして叫ぶ。

「おお！　劉備様！」

「そこまで我らのこと……」

「一生ついて参ります」

　民間人が劉備の言葉に感動したのか、一斉にすすり泣き始めた。

　屑の劉備だと思っていたのに、まさかこんな聖人じみた発言をするとは、俺的にはこれはちょっと予想外の展開だ。

「皆さん。泣かないで。私が必ず何とかしますから、元気を出してください。──関羽、孔明先生、詳しく状況を報告してください」

　劉備はそう言って脇道にそれ、民間人と距離をとってから、俺たちを呼び寄せる。

「さっきのは名演説だったな。てっきり民衆を捨てて逃げ出すかと思ってたのに、俺、ちょっとお前のことを見直したわ」

「当たり前でしょ！　民がいなきゃ、逃げて行った先で誰が私にタダ飯を食わせてくれるって言うのよ！　畑を耕すにも、布を織おるのにも、労働力は不可欠なんだからね！」

　劉備が囁ささやき声ごえで言う。

　前言撤回。

　やっぱだめだこいつ。

　あくまでニートライフを譲るつもりはないらしい。

「しかし、姉上。実際どうするおつもりですか。行軍速度的に敵は騎兵だけだから、数は大したことないだろうけど、非武装の人間を抱えたボクたちだけではどう考えても太刀打ちできませんよ」

「そ、そうね。確か、私の軍に、劉表の後継者争いに負けて身を寄せてきた劉りゆう琦きって娘がいるじゃない？　曹操と交渉するフリして、あの子を使者として差し出したら時間を稼げないかなー、なんて」

　劉備が額に汗をにじませながら、自信なさげに言う。

「さすがは姉上ですね。まあ、それをやったら曹操がブチ切れて、劉琦は殺されるでしょうが、一人の犠牲で我々全員が助かるなら安いものです。劉琦も後継者争いで敗れて、どのみちこの先いいことないでしょうし、姉上を助けるための自己犠牲の死なら、勇ゆう士しとして名が残ります。このまま負け犬として朽ちていくよりは、いい死に場所でしょう」

　関羽が賛同するように頷く。

　おいおい。ちょっと待て。

「つまり、お前ら！　劉琦を生いけ贄にえに捧げようってか!?　どんだけ鬼畜なんだ！」

　俺は抗議するように叫んだ。

「わ、私だって本当はこんなことしたくないけど、どのみち劉琦は病気でもう数ヶ月も持たない命よ！　なら、かっこいい死に場所を与えてあげるのも優しさだと思わない？」

　劉備は言い訳するように言ったが、さすがに罪悪感があるのか、声が震えていた。

　確かに、正史でも演義でも劉琦は病びよう没ぼつしてるから、多分劉備の話は噓ではないのだろうが……。

「でもさすがにそれは、寝覚め悪くなりそうだしやだなあ。っていうか、そもそもこういう事態を想定して作戦練ってないのかよ。劉備、昨日俺に、自分たちは傭よう兵へいのプロだからシビアな状況判断が得意って、ドヤってただろう」

　俺は劉備にあきれ顔で問う。

「うっ、うるさいわね！　私だって、まさか新しい領地を手に入れた曹操が、そこを完全に掌しよう握あくする前に深追いのリスクを冒おかしてまで、雑魚傭兵団の私たちに全力出してくるなんて思わなかったのよ！　これだから曹操は嫌いだわ！　あいつってほんと陰湿！　っていうか、そんなに私の案を非難するなら、あんたが対案を出しなさいよ。バーカ！」

　劉備が逆切れして地面に唾つばを吐き出した。

　きちゃない。

「ふむ。対案と言えば、天人。さっき、ボクに『俺の知っている歴史では何とか切り抜ける』とかなんとか言っていたな。つまり、貴様は、この状況の打開策を知っているのではないのか」

　関羽がふと思い出したように言う。

「い、いや、それは……」

　確かに俺は知ってる。知ってはいるけど、こんな常識はずれの三国志に、俺の知識を当てはめて大丈夫なのか？

　かなり不安だ。

「それマジ？　ちょっと天人くーん。詳しく話を聞かせてくれるぅー？」

　急に猫ねこ撫なで声ごえになった劉備が、俺の隣に馬を横づけしてヘッドロックをかましてきた。

　おっぱいが頭にぎゅうぎゅう押し付けられる。

「い、いや、知ってるけど、俺の記憶だと、ここで活躍するのは張飛だからな。孔明じゃないぞ」

「おー、オレか？」

　話の内容についてこられず、それまでぼーっとしていた張飛が顔をほころばせる。

「ああ。そうだ。張飛が、長坂の橋の前で、魏の軍を大声で一喝してびびらせるんだ。それで魏の軍は尻尾を巻いて逃げていく」

「はあ!?　そんだけ？　確かに長坂に橋はかけられてるけど……」

「にわかには信じられないな。いくら魏の兵士が腰抜けばかりとは言え、そんなに上手いこといくなんて、都合がよすぎる」

　劉備と関羽は顔をしかめた。

「一応、事前に張飛が橋の近くの林のところで土ぼこりを舞わせて、伏兵があるように見せかけたから、魏の軍が孔明の計略だと思って引いた、っていう説もある」

　俺は演義の話を思い出して、付け加える。

「それならばまだ納得できないこともないが」

「うーん。どう、張飛。天人が言ってるようなこと、できると思う？」

　劉備が張飛の方に視線をやって確認する。

「オレ、難しいことはわかんないけんどなー。姉ねえ々ねえたちのためなら、オレ、命を懸けても嫌じゃないんよ」

「張飛！　なんていい子なのかしら！」

「さすがはボクの義妹だ！」

　劉備と関羽が、左右からわしゃわしゃ張飛の頭を撫でた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。ガチでやる気か？　俺の話は、あくまで俺の世界の、めっちゃでかくて怖いおっさんの張飛を前提としてるからな……。正直、こんなかわいらしい奴を一人で行かせていいものか」

　張飛の無邪気でつぶらな瞳を見つめていると、俺はどうしても不安に駆られてしまう。

「天人。何言ってんの？　姉の私が、かわいい妹の張飛を一人で行かせる訳ないでしょう。もちろん、発案者のあんたも一緒に行くのよ。責任もって張飛と一緒に殿しんがりを務めなさい」

「は？」

　俺はぽかんと口を開けて劉備を見る。

「当然だろう。──張飛。いざとなったら、天人をおとりにして逃げろ。こいつは馬に乗れないから、生贄にするにはもってこいだ」

　関羽が真面目な顔でそう張飛にそう言い聞かせる。

「おー。わかった。じゃあ、哥哥お兄ちやん、いくかー」

「『わかった』じゃない。ちょっと、ちょっと、タンマ。タンマああああああああああ！」

　俺が抗弁する暇もなく、張飛は俺の足を摑み、強引に赤兎馬から引きずり降ろして彼女の馬に乗せる。

　赤兎馬からポニーみたいな馬に乗り換えた俺の視点は、一気に低くなる。

「皆さん！　話はまとまりました！　私の血肉のように大切な義妹・張飛と、彼を味方にすれば天下も夢ではないという孔明先生が、殿として敵を防いでくださいます。ですから、皆さんは安心して行軍を続けてください！」

　劉備が間髪入れず、避難民たちにまるで既定事項であるかのごとくアナウンスして、俺の逃げ道を塞ぐ。

　こうして俺はドナドナの子牛的な心境のまま、張飛の馬に揺られてもと来た道を引き返すはめになったのだった。
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　長坂の橋の近くまでやってきた俺たちは、日が暮れる前に早速準備を始めた。

　まずは土ぼこりをまき散らせるように、地面を掘り返して、それをブルーシートの上にあげて乾かしておく。

　さらに木の枝を折り、蔦つたの蔓つるで結び合わせ、俺の動きに合わせてワサワサと動かせるようにした。伏兵に見せかけるのだ。

　張飛は俺の言うことを素直に聞いて、作業を黙々と手伝ってくれた。

「よし。これで準備は完了だ。明日に備えて仮眠をとろう。これ、使ってくれていいぞ」

　俺は丸めてあった寝袋を地面に広げ、張飛に勧める。

　正確な月は分からないが、どうやら今は秋口らしく、夜は結構冷える。あったかくした方がいいだろう。

「なんだその芋虫みたいなやつ？」

「寝袋って言って、まあ携帯用の布団みたいなもんだ。明日の主役は張飛だから、本当は俺のだけど、使わせてやる」

「おー！　そうかー。哥哥は優しいなー。なんだこれふかふかだー」

　張飛は嬉しそうに寝袋に潜り込んで、顔を出したり引っ込めたりしてはしゃぐ。

「あんまり暴れるな。体力は明日にとっておけ」

「わかったんよー。んじゃ、哥哥も一緒にこれに入って眠らんけ？」

「いや、俺はいいって」

「それは困るんよ。あんなー。オレ。一人だと眠れないん。じゃけん、いつも劉姉と関姉に添い寝してもらってるん」

　張飛は顔の下半分を寝袋の下に隠し、頰を染めて俺を上目遣いで見た。

　なにこのかわいい張飛。お持ち帰りしたい。

　劉備と関羽が溺でき愛あいするのも頷けるな。

「わかった。じゃあ俺も入るか」

　庇ひ護ご欲よくをそそられる張飛の姿に、俺はそう言わざるを得なかった。

　寝袋に潜り込み、俺は張飛を胸のあたりで抱きしめる。

「おー。哥哥はあったかいなー。劉姉のおっぱい枕の次にあったかいん」

　張飛は満足そうにそう言って目を閉じた。

　空には日本の街では見られなかったような数の星が瞬またたき、淡く俺たちを照らしている。

「なあ……。俺の見たところ、お前は普通のいい奴っぽいのに、なんであんなひどい劉備や関羽に従ってるんだ？」

　ぐうたら劉備に高慢ナルシストの関羽に比べて、張飛はまともそうだった。

「意味がわからんー。劉姉も関姉もとってもいい人なん。働いたら働いた分だけ食べさせてくれるん」

　張飛は本気で俺の言っている意味が分からないように首を傾げる。

「それは当たり前だろ？」

「そうでもないん。オレ、昔肉屋やってたん。計算苦手で大変だったけど、真面目に頑張ってたん。でも、ある日突然、お役人に逮捕されそうになったん。豚の肉と噓ついて狼の肉を売ったって言われたん。でも、オレそんなことしてないん。肉を仕入れた人はちゃんと豚だって言ってたん」

「つまり騙されたってことか」

「そうなん。そんで、住んでた街を逃げ出して、色んなとこをぶらぶらして食しよく客きやくをやってたん。いつも一番前で命張って頑張ったんよ。でも、オレ口下手だからやったことを上手く説明できないん。だから、いつも手柄を調子いい奴に持っていかれるん」

「世せ知ち辛がらいな」

　誠実な者ばかりが得をするとは限らない。

　だから人は皆、噓が上手くなる。

「辛いん。で、ある時、命令されてやった殺しをオレだけのせいにされたん。肉の時とはくらべものにならないくらいたくさんの兵隊がオレを追っかけてきたん」

「やばいじゃん」

「その時はほんとにやばかったん。でも、逃げ込んだ先の酒場で、劉姉と関姉に出会ったん。二人ともオレの言うことを信じてくれて助けてくれたん。三人で兵隊をぼっこぼこにして追い払ったん。その時から、二人はオレの恩人で姉様なんよ」

「そうか……。苦労してるんだな」

　こっちの世界に来てから初めての三国志っぽい人情話に、俺はちょっとうるっときた。

　劉備と関羽にもいいところはあるんだな。

「ようわからんけど、今は幸せだからそれで十分なん」

　張飛は無邪気に笑った。

「そうか。張飛には夢はあるか？」

　劉備と関羽にも同じようなことを聞いたのを思い出し、俺はふと問う。

「んー？　このまま、劉姉と関姉とずっと一緒にいれて、たまにおいしい物が食べられればそれでいいん」

　健けな気げ！

　健気だよこの子。

「よしっ。わかった。明日は俺が張飛に立派に功績を立てさせてやるからな。殿を立派に務めれば、劉備も関羽も喜んでいいものたくさん食べさせてくれるだろ」

「おー」

　俺が頭を撫でると、張飛が拳を上げて応えた。

　この世界にきてから初めて、俺はちょっとやる気になっていた。
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「哥哥ー。哥哥ー。起きるん」

「ん……」

　癒し系ののんびりボイスに起こされて、俺はゆっくりと目を開けた。

　まぶしい朝日が目に飛び込んできた。

「多分もうすぐ敵がくるん。ドタドタ音がするんよ」

　地面に耳をつけた張飛が言う。

「なにっ。そうか！　よっしゃ！　張り切って行くぞ！」

　眠気が一気に覚めた俺は、寝袋から這い出て、気合を入れる。

「頑張りたいん。でもなー。あんなー。一つ問題があるん」

　張飛が頷いて、力なく言う。

　そういえば、昨日に比べてどことなく今日の張飛には元気がない。

「問題？　なんだ？　まさか病気とかか？」

　俺は心配して張飛を見つめる。

「違うん」

「じゃあなんだ！」

「お腹減ったん」

「は？」

「じゃけん、オレとってもお腹が減ったん。お腹が減ったら力が出ないん」

　張飛がそう言って腹を押さえる。

　お前はどこぞのアソパソマソか。

「いやいや。今そんなこと言ってる場合か？　しばらく我慢してくれよ」

「無理なものは無理なん。お腹減ったらどうしようもないん。オレはそういう女なん」

　張飛はすねたようにしゃがみこんで言う。

　ああ！　これだから幼女は！

　ころころと気分が変わる！

　あっ、そういえばアレがあったな。

「じゃあ急いでこれ食べろ！　食って元気出せ」

　俺はパーカーのポケットからガムを取り出して、銀紙をとって張飛の口に突っ込む。

「モグモグモグ。──これなんなん!?　甘いん！　おいしいん！　もっと欲しいん！」

　張飛がにちゃにちゃガムを嚙みながら催促してくる。

「ああ。食え。おかわりもいいぞ」

　俺は残りのガムを片っ端から張飛の口に突っ込んでいく。

「ゴックン。おいしかったん」

　俺が止める暇もなく、張飛はガムを呑み込んでしまった。

　まあいい。

　別にガムを食っても死にはしない。

「よしっ。これでいけるな」

「ちょっと元気出たん。でも、これ腹にたまらないん。だから十割の力は出せないん」

　張飛が自信なさそうに言う。

「んなこと言っても、もう食いもんねーから。俺の後に続いて今できるマックスの声で言ってみ？　『われこそは燕えん人ひと張ちよ翼よく徳とくなり！　死にたい奴はかかってこい！』はい！」

「オレこそは燕人張翼徳なり！　死にたい奴はかかってくるんよ！」

「まだまだ！　張飛はもっとできる子だろ！」

「オレこそは燕人張翼徳なり！　死にたい奴はかかってくるんよ！」

「もっと熱くなれよ！　血潮燃やしてけよ！　ＹＥＡＨ！」

「オレこそは燕人張翼徳なり！　死にたい奴はかかってくるんよ！」

　張飛が声を張り上げる。

　腹筋を鍛えてるからか、確かにかなりでかい声だ。

　俺が全力で声を張り上げても、張飛ほどの音量は出ないだろう。

　でもこれで魏の軍勢をびびらせられるかと言われると自信がない。

「だいぶ良くなったけど、もうちょっと声出ないか？」

「無理なん。これが限界なん」

　張飛が首を横に振った。

「やっべ。どうすんだよ。こんな張飛で本当に大丈夫か？」

　俺は嫌な汗が額から流れてくるのを感じていた。

　そもそも、俺の知っている男の張飛とこの少女の張飛では骨格が違うのだから、声量に違いがあるのも仕方ないのかもしれない。

「馬の足音が近づいてきたん！　もう時間がないん！」

　張飛が橋の向こうを指して叫んだ。

「ちょっと待って！　何かないか！　何か──」

　俺はバックパックをひっくり返し、使える物がないか探す。

　まず転げ出てきたのは、スマホに携帯用のスピーカー。

　次に目に留まったのは、大判で厚手の紙でできた歴史の資料集だった。

　瞬間、俺の脳裏に電流が走る。

「いける！　いけるぞ！　張飛！　今から俺が渡す物を二つ持って配置につけ！」

「わかったん！　で、オレは何を持っていけばいいん？」

「それは──」
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　馬ば蹄ていが地面を踏み鳴らす足音が、林に潜む俺の耳にも聞こえてきた。

　張飛は、橋の中央に馬を横向きにとめて塞ぎ、彼女自身はその前で仁王立ちの格好で敵を待ち構える。

　右手に持つのは彼女愛用の蛇じや矛ぼう。

　そして、左手に持つのは──。

「そこをどけ！」

　橋の袂たもとに到達した曹操軍の先せん鋒ぽうが、苛立たしげに叫ぶ。

「絶対に嫌なん」

　張飛が首を横に振る。

「何だと？　貴様一体何者だ！」

　別の曹操軍の兵士が誰何すいかする。

　張飛は、そこで大きく息を吸い込んで、左に持った筒状の『それ』を口元に当てた。

「オレこそは燕人張翼徳なり！　死にたい奴はかかってくるんよ！」

　張飛の大音声が、ビリビリと空気を震わせる。

　張飛は演武のように蛇矛を振り回し、カッと目を見開いて、曹操軍を睨みつけた。

「うっ！」

「くっ、小柄なのになんという迫力だ！」

「こ、これが、あの張飛か！」

　張飛の迫力に、曹操軍がたじろいで一歩後ろに下がる。

（よしっ。作戦の第一段階は成功だ）

　俺は頷きながら、足下に転がったページ抜けの資料集を一いち瞥べつする。












　資料集の一部を破って作った即席のメガホンは、かなりの効果を発揮したらしい。

「お、臆するな！」

「そうだ！　いかに豪ごう傑けつとはいえ、敵は一人だ！　我ら全員でかかれば倒せるに決まっている！」

「しかし、張飛は劉備の寵ちよう臣しんだ。捨て駒にするはずはない。と、なれば、こいつが一人で橋で頑張っているのはおかしいだろう」

「ああ。伏兵がいる可能性がある！」

（今度は俺の出番だなっと！）

　俺はタイミングを見計らって動き出す。

　花咲か爺さんみたいなノリで、そこら中に土埃をまき散らし、蔦で連結した枝を激しく動かす。

「見たか！　今、林の方で何かが動いたぞ！」

「土埃の臭いがする。伏兵だ！　やはり伏兵がいるのだ！」

「早く逃げた方がいい！」

　曹操軍がにわかに算を乱し始める。

「ま、待て！　もしこれが偽ぎ計けいだったらどうする！」

「そうだ！　騙されて帰ったら、曹操様に怒られるぞ！　あの方の罰は恐ろしい！」

　それでもまだ二割くらいの兵士は、冷静にこちらの情勢を見極めようとしている。

（よっしゃ！　ダメ押しだ！　張飛！）

　俺は木の枝を激しく振って合図する。

　張飛がこちらをちらりと見て頷き、馬の背にのっけてあったスマホを手にとった。

「あああああああああああああああああああああああ！」

　張飛がスマホを口に近づけて叫ぶ。

（今だ！）

　俺はすかさず足下の携帯用スピーカーのスイッチを入れた。

「「あああああああああああああああああああああああ！」」

　スマホからの遠隔通信が、張飛の声をスピーカーへと転送する。

　ただでさえ大きい張飛の声が、何倍にも増幅されてスピーカーから流れだした。

　とはいえ、そのまま張飛の声が拡大されている訳ではない。

　スマホに入れてあったパーティー用のボイスチェンジャーアプリで声を変えているので、別人に聞こえるはずだ。

　ちなみに、ボイスチェンジャーの音声のモードは『ヘリウム』。

　俺のイメージする鬨ときの声としては高すぎる気もしたが、かえって女の声みたいに聞こえるので、この世界ではしっくりくるかもしれない。

「うああああああああああ！　やっぱり伏兵じゃないかあああああ！」

「逃げろおおおおおおおおお！」

「殺されるううううううううううう！」

　もはや、曹操軍は俺たちが伏兵を用意していることに何の疑いも抱かず、武器を捨て、取る物もとりあえず逃走を始めた。

「待たんかいね─────！」

　張飛が馬に飛乗り、蛇矛を振り回して、彼女たちを追いかけるフリをする。

　曹操軍がやがて遠くの点になり、完全に見えなくなるくらいまで追跡した後、張飛が馬首を巡らせ、こちらへと帰ってくる。

「哥哥ー！　オレやったんよおおおお！」

　張飛が俺に向かって手を振ってくる。

「ああ！　勝ったな！」

　俺もほっと胸を撫で下ろしながら、張飛に手を振り返した。

「あいつらピューって逃げていったん。めっさびびってたん！　これで姉々たちみんな助かるん」

　俺の元までやってきた張飛がほっとしたように言う。

「そうだな。きっと劉備もいっぱいおいしいものを食べさせてくれるぞ」

　俺は娘の授業参観を見届けた父親のような気持ちで頷く。

「全部哥哥の策のおかげなん。哥哥はすごいん。まるで伝説の張ちよう良りようみたいやったん」

　張飛は目を輝かせて俺を見る。

「はっ、はっ、は。だろう。だけど、本物の孔明先生はもっとすごいぞ」

「そうなん？　とにかく、これでかなり時間は稼げるん。後は橋を落とせば完璧なん」

　張飛はそう言うと、馬から降りて、橋の方へと近づいていく。

「おう。そうだな。──いや、待てよ」

　張飛の言葉に頷きかけて、俺は静止する。

　そういえば、演義の長坂の戦いって、張飛が魏軍を追い返しただけじゃ終わらなかったような気がする。

　確か、敵を追い返した後に張飛がやらかして、結局ピンチになってたんじゃなかったけ。そのやらかしは──。

　やっべ！

「張飛！　だめだ！　橋を落としちゃ──」

「おー？」

　俺が止めに入った時にはもう遅かった。

　サクッ。

　張飛はその蛇矛の見事な一撃で、橋の袂を一刀両断にする。

「あー、やっちまったかー」

　支えを失い、崖の向こうへとダイブしていく橋げたを見み遣やって、天を仰ぐ。

「どういうことなん？　橋を落としたらいかんの？」

　張飛は首を傾げた。

「説明している時間はない。急いでここを離れるぞ。──多分、曹操が追ってくる」

　俺は慌ててぶちまけた道具をバックパックにしまいながら言う。

「哥哥は心配性なんなー。あいつらちびりそうなほどびびってたん。戻ってくるはずがないん」

　張飛は俺の懸念を明るく笑い飛ばす。

「そりゃ下っ端はそうだけど、曹操は違う。曹操が俺の知っている曹操と同じくらい頭がいいなら、必ず追ってくる。とりあえず急いでくれ」

「おー。よくわからんけど、哥哥がそう言うならわかったん」

　張飛が頷き、再び馬に乗る。

　俺もその後ろにまたがった。

　馬が駆け出す。

　張飛の馬は一生懸命走っているのだろうが、関羽の赤兎馬に比べると、まるでバイクと自転車だ。別の乗り物のように遅く感じる。

　休憩を取りたいという張飛をなだめて、俺たちは不眠不休で行軍を続けた。

　日が昇り、そして、沈み、夕陽が世界を黄昏たそがれに染める頃、それはやってきた。

「まずいん！　哥哥の言う通りだったん！　曹操が追ってきたん！」

　張飛が後ろを振り向いて叫ぶ。

「ちっ。予想が当たっちまったか！」

　遠くに、長い鬼の角にも似た馬影の先端が見える。

　その影は、刻一刻とこちらに迫っていた。

「玉ぎよく追つい！　頑張るん！　もうすぐ姉々たちの所に着くん！」

　張飛が馬を踵かかとで蹴って叱しつ咤たする。

　確かに出発時の距離を考えれば、そろそろ劉備たちに追いついてもいいと思うのだが。

「見つけたぞ！」

「撃て！　撃て！」

　ザクッ。

　さっきまで馬の尻があった所を素通りし、矢が地面に突き刺さる。

「ふぁっ！　な、なあ、もうちょっと速く走れたりしない？」

「無理なん。この子は持久力はあるけど、速度は出ないタイプなん！」

　張飛が悲痛な声で叫ぶ。

　張飛の馬は、ぜいぜいと息を切らし、口から涎を垂らして、『もう無理っす』みたいな顔で頭を振り回した。

（俺のせいで明らかに重量オーバーなんだよなあ……。体力も限界だろうし）

　マ○ー牧場にいるポニーくらいの馬に、この行軍はきつすぎる。

　このままでは二人とも逃げきれない。

　俺一人では馬を操れない。

　と、なれば、選択肢は一つ。

（俺がドロップアウトするしかないか）

「張飛。一瞬、馬の速度を緩めてくれ」

　俺は意を決して口を開く。

「哥哥！　何言ってるん!?　そんなことしたら敵に追いつかれるん！」

「二人ならな。俺は馬から降りる。お前は一刻も早く劉備たちの元に行って、助けを呼んできてくれ」

「でも、そしたら哥哥が危ないん！」

「大丈夫だ！　俺には策がある！」

　もちろん、そんなものはなかった。

　だけどこのまま両方死ぬよりはマシだろう。

「分かったん！　絶対戻ってくるから、死んだらダメなん！」

　張飛が馬の手綱を引く。

　俺は腰を浮かせ、地面に転がるようにして下馬する。

　張飛の馬が、あっという間に見えなくなる。

「見ろ！」

「一人落ちたぞ！」

　俺を指して、曹操軍の兵士が叫ぶ。

「俺は、伏ふく竜りよう！　諸しよ[image: ]かつ亮りよう孔こう明めいである！　俺を生け捕りにした者には褒ほう美びがでるぞ！　さあ！　曹操の所へ連れていけ！」

　俺は両手を挙げて破れかぶれに叫んだ。

　やがて、馬に乗った幾人もが俺を取り囲み、俺を跪ひざまずかせる。

　ゲームの孔明のようなビームなど出せるはずもなく、俺はそのまま後ろ手に縛られて、兵士に連行されていく。

　体感で一キロほど引き戻される。

　やがて、人が増えてきた。

　何人もの立派な騎兵が隊列を組んで、俺に睨みを利かせている。

「曹操様の御前である！　頭ずが高い！」

　俺の身体を拘束している奴に頭を強く押さえつけられ、強制的に地面と向き合わされる。

「曹操様ああああ！　お許しくださいいい」

　俺ではない誰かの叫び声が聞こえる。

　ビシ！

　バシ！

　ビシ！

　何かがしなるような音が、俺に恐怖感を与えていた。

「顔を上げなさい」

　やがて聞こえてきた尊大な声に、俺は顔を上げる。

　そこには、背の高い、肉付きのいい身体をした女の子がニコニコ笑顔を浮かべていた。

「どこを見ているのです。私はこちらですわ」

　その声に、声のした方に視線を転ずる。

　背の高い女の子の肩に乗って、こちらを睥へい睨げいする幼女が一人。

「ま、まさか、あんたが曹操か？」

「ええ。私が曹そう孟もう徳とくですが。何か問題でも？」

　曹操はこちらを睨みつけながら、手にした鞭むちを無表情に振るう。

　俺の眼前で、曹操に向かって土下座している兵士の背中に容赦なく鞭が叩きつけられた。

　兵士がうめき声をあげる。

　どうやら、さっき俺が聞いた悲鳴はこの兵士のものだったらしい。

（まじかよ。この曹操、張飛以上のロリっ娘こじゃん。しかもドＳ）

　俺は驚きと共に、幼女を見つめる。

　張飛は、まだ小学校高学年くらいの雰囲気はあったのだが、こっちは完全に低学年だといってもいいような身長だった。

　髪は金髪ツインテ。怜れい悧りな切れ長の目、鼻はツンとすましたように高く反り、唇は小さく紫色をしている。美少女には違いないが、張飛のような天てん真しん爛らん漫まんさはなく、その身長にも関わらず、彼女から発せられる空気感には、年齢不詳に見えるほどの深みがあった。当然胸は、劉備とはあまりに対照的な洗濯板である。

「曹操様にー、名前を尋ねておきながらー、自分が名乗らないなんてー、失礼じゃないですかー。捕虜のくせにー」

　曹操の下の人──背の高い女の子が、咎とがめるように言って、手にした棍棒を俺に突き付けてくる。なんとなく、『お母さん』と呼びたくなるような頼りがいのある外見だった。動物でいえば間違いなく熊だ。

「俺は諸[image: ]亮孔明だ。そういうあんたこそ誰なんだ」

「おらはー、許きよ褚ちよですけどー、そんなことはどうでもいいんですー。今は曹操様とのお話の最中なんですから、そちらに集中してくださいー」

　許褚はそう言って、敬意のこもった視線で肩の上の主を見遣った。

「それで孔明。今回、私の追撃を食い止める計略を立てたのは、あなたですか？」

「ああ。俺だ」

　俺は正直に白状した。

　張飛のせいにしようとも思ったが、俺の知っている三国志の中の曹操は、女め々めしく言い訳する奴が嫌いだ。だから、ここは下手に言い訳しない方がいいと踏んだのだ。

「やっぱりそうでしたの。悪くない策でしたが、詰めが甘かったですわね」

　曹操が勝ち誇ったように笑って、再び兵士を鞭打つ。

「ああ。橋だろ。橋さえ落とさなければ、お前は俺たちを追いかけてこなかった」

　俺は唇を嚙みしめながら答えた。

「あら。気が付いていたんですの」

　曹操が驚いたように目を見開く。

「曹操様ー。どういうことですかー？」

　許褚が控えめな声で問うた。

「もし、孔明たちが橋を落としていなければ、私は追撃を諦めていましたわ。橋を落とさないということは、私たちを通過させても良いということであり、それはすなわち、私たちを迎え撃つ伏兵の準備ができているということだからです」

「ああ。だが、俺たちは橋を落としてしまったから、あんたは、俺たちがあんたたちの軍にびびっていることに気が付いた」

　俺が曹操の言葉を継いで言った。

「……噂通りの智ち将しようのようですわね。管かん輅ろの占いも存外馬鹿にできませんわ」

　曹操が我が意を得たりとばかりに、満足そうに頷いてから、独り言を呟く。

「でも、曹操様ー。この捕虜はー、結局、橋を落としたんですよねー。それって、無能じゃないですかー」

　許褚が嫉妬を滲ませて言う。

「否定はしない。俺は策を立てるのが仕事だが、必ずしもその策通りに人が動いてくれるとは限らない。それが、一兵卒には分からない用兵家の悩みの常だ。もし、将棋シヤンチーのごとく、自分が立てた策通りに人々が動いてくれるなら、今頃あんたは天下を統一しているはずだぞ。曹操」

　適当にそれっぽいことを言っておいた。

　俺の知ってる三国志には、曹操は敵の策略を見抜いていたけど、部下が独断専行して敗けるシーンがよくあるのだ。

「もうー！　曹操様に対してなんて口の利き方するんですかー！　不ふ遜そんですよー」

　許褚が怒りながら棍棒を振り回す。

「いいのです許褚。ふふふ、言ってくれるじゃありませんの。気に入りましたわ」

　曹操はそう言って、許褚の肩からぴょんと飛び下りて、俺に歩み寄ってくる。

　それから、曹操は俺の顎に人差し指と親指をあてて上向きにすると、ぐっと顔を近づけてきた。

　顎クイ！

　俺幼女に顎クイされてますのよ奥さん。

「──単刀直入に申し付けます。孔明、あんな口と乳がでかいだけが取り柄の草鞋売りの娘なんて捨てて、私の下に来なさい。必ず今以上の待遇を約束致しますわ！」

　まつ毛が触れそうなほどの距離で、曹操が甘く囁ささやく。

　ふっと乳にゆう香こうの香りが俺の鼻び腔こうをくすぐった。

「……」

　俺は返答に窮きゆうする。

「だんまりですの？　猶ゆう予よはありませんわよ。私がこのあなたの計略を見破れなかった愚鈍な兵士への、百叩きの罰を終えるまでには決断しなさい」

　曹操はそう言って俺に背中を向け、再び兵士をビシバシ折せつ檻かんし始めた。

（やべえ。ガチでどうしよう）

　正直、悪い話ではない。

　曹操の統治範囲は広大だから、彼女に仕つかえれば元の世界に戻るための情報はぐっと集めやすくなるだろう。

　だが、同時に不安もある。

　今のやりとりだけじゃ、曹操がどのような人物か分からない。

　とりあえず器はでかそうだが、一方で、俺の知ってる三国志通りの冷酷さも兼ね備えているようである。ちょっとしたミスをしただけで殺されそうで怖い。

　それに──。

（くそっ。なんでこんな時にあのダメ劉備の顔なんかが浮かぶんだ！）

　正直、劉備からはろくな扱いを受けてはいない。

　寝ぼけ眼の俺を誘拐するわ、秘密がバレた途端に美人局つつもたせ同然の手法で味方に加えようとしてくるわ、今回だって長坂で敵を食い止めろなんて無茶振りもされた。

　それでも、俺が未来から来たと告白したあの瞬間、無条件で俺を受け入れてくれた劉備の笑顔に、確かに俺はちょっと安らぎを覚えてしまっていたのだ。

（ええい！　とりあえず第一声はＮＯだな）

　逡巡の中でも、俺はそれだけは確信していた。

　曹操は人材マニアとして有名だが、マニアだけあって、誰でも彼でも集めているという訳ではない。曹操が欲しているのは、『中々なびかない名将が自分だけになびく』ことのはず。関羽を仲間にしようとして、散々労力をかけて、挙句の果てには宝の赤兎馬まで贈ったエピソードなんかは、そのことの典型だろう。

　逆に、負けたからってすぐに媚こびるような人間を曹操は嫌うだろう。少なくとも俺の知っている三国志では、曹操はすぐに命乞いするような変へん節せつ漢かんを、一旦は受け入れるふりをしても後で冷遇している。

「せっかくの提案だが、お断りする。私はいみじくも劉備様から三さん顧この礼れいを受け、漢王朝にお仕えすると誓った身。今、志も全まつとうしないままあなたにお仕えしたならば、世の人は俺を卑ひ怯きよう者ものとそしるだろう」

　俺はキメ顔でそう言った。

「そうですの。じゃあ、さっさと死になさい」

　曹操が即答する。

「……え？」

「当然でしょう。私のものにならないなら、お前を生かしておくメリットは何一つありませんもの。このまま解放すれば、あの糞女の調子に乗った乳袋をさらに膨らませることになるだけですし。──許褚」

　曹操が手を叩く。

「はい喜んでー！」

　許褚がウキウキ顔で棍棒を握りしめ、こちらに重量感のある足音でやってきた。

　あああああああああああああああ。

　選択肢ミスったあああああああああああ。

　こんなことなら、尻尾振ってぺろぺろ曹操ちゃんの靴を舐なめとくんだったあああああ。

「じゃあさようならー」

　後悔してももはや後の祭り。

　許褚が思いっきり棍棒を振りかぶり、俺は反射的に目を閉じた。

　ぐっばいママン。

　息子は女だらけの三国志ワールドでスイカになりました。かしこ。

　ガキン。

　刹せつ那な、聞こえてきたのは、俺の頭にしては鋭すぎる金属音。

　目を開けると、そこにいたのは──白馬を駆る、褐色に白しろ銀がねの鎧よろいをまとった女だった。

　女は俺の前に立ちはだかり、長槍で許褚の攻撃を受け止めている。

　瀕死のピンチに、颯さつ爽そうと現れた救世主。

　その名は──

（ちょおおおおおおおおおおおううううううううんんんんんんんんんんんん）

「何者ですかー！」

「……逆賊に名乗る名前などない」

　趙雲は短くそう言って、許褚の攻撃を捌さばきつつ、群がる敵兵を薙なぎ払はらう。

　強いぞ趙雲。

　いけいけ趙雲。

　サンキュー趙雲。

　フォーエバー趙雲。

「やりますねー！」

「……」

　趙雲は許褚の攻撃を、胸をそらしてかわし、横から攻撃を加えてきた、別の兵士の槍を素手で奪う。

　そしてそれをそのまま、まっすぐに許褚の奥にいる人物に向けて投とう擲てきした。

「曹操様！」












　許褚が、その見た目からは想像もつかないような反射速度で後ろに跳び、曹操を庇かばう。

「……乗れ」

　趙雲はその隙に、俺のパーカーのフードを猫みたいに摑んで、白馬の上へと引き上げてくれる。

「曹操様！　弓の斉射を！」

「待ちなさい！　許褚と軽く渡り合うほどの名将、殺すには惜しいですわ！」

　曹操が躊ちゆう躇ちよしている間に、趙雲はもう敵軍の囲いを突破していた。

「あー！　マジで死ぬかと思った。助かったああああ。ありがとうな。趙雲」

　俺は趙雲に抱き付きながら、背中に頰を擦り付ける。

「……」

　趙雲は無言のまま頷く。

「それにしても随分早く来てくれたな」

「劉備様から、様子を見てくるように言われた。張飛と会った」

　趙雲はそう答えたきり、もう一言も話さなくなった。

　要は、劉備が俺（というより多分張飛）を心配して先に趙雲を遣わしてくれていて、途中で張飛と鉢はち合あわせして救援を求められたということだろう。

（それにしても、このイベントもどっかで聞いたことがあるな）

　趙雲が。

　一人で。

　窮きゆう地ちの仲間を救う。

（そうか！　これって『趙ちよう雲うん敵てき陣じん単たん騎き駆がけ』か！）

　長坂で劉備が魏軍に敗れた時、敵地に取り残された彼の息子を、趙雲が一人で助け出すという三国志の名イベントだ。

（俺って阿あ斗とのポジションじゃん。だっさ）

　俺はがっくりと肩を落としながら『まだまだ孔明先生にはほど遠いな』などと自じ嘲ちようじみたことを考えつつ、趙雲の駆る馬に揺られ続けた。
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　趙雲が劉備軍に辿り着き、馬から降りた瞬間、俺は大地に仰向けに倒れ込んだ。

　身体と心の疲労が一気に噴き出してきた感じだ。

「劉姉！　関姉！　哥哥帰ってきたん！　ちゃんと頭もついてるん！」

　張飛がさらりと怖いことを言いながら、俺に駆け寄ってくる。

「ほう。意外としぶといな」

　関羽が青龍偃月刀の柄で俺をつつきながら、感心したように呟いた。

　そして、我らが劉備玄徳様は──

「趙雲！　お手柄だったわ！　敵陣の中に一人で突っ込んで仲間を助け出してくるなんて！　あなたは英雄よ！」

　趙雲を激げき賞しようし、抱きしめていた。

「……」

　趙雲が無言で頷いた。

　相変わらず無表情のままだったけど、劉備に誉められて何となく嬉しそうな感じだ。

「ねえねえ。劉備さん。俺は？　俺、結構頑張ったんだけど」

　俺は寝転がったまま、自分を指してそうアピールする。

「何言ってんの。あんたのために危うく私の趙雲を失うところだったのよ！　だから、ご褒美はなし」

　つかつかと俺の元に歩み寄って来た劉備は、ドカッと俺の腹の上に腰を下ろした。

「ええー」

「でも、張飛を優先して逃がしてくれたことは誉めてあげるわ。良くやったわね。天人」

　劉備は優しく微笑んで、俺の髪を撫でた。

「張飛じゃないんだから、撫でられたくらいで喜ばないぞ。俺は」

　そう言って俺は顔を背ける。

　本当は結構嬉しかった。

　俺は、日本では、何も成し遂げたことのない人間だったから。

　誰かの役に立てたことは、素直に充実感があった。

「くすくすっ。そう。じゃあ、もっと私のために頑張りなさい。手柄を立てたら、もっとすごいご褒美をあげるわ。もっとも──、もうあんまり天人の知識が役に立つ場面はないかもしれないけど」

　劉備は小さく笑って、俺の腹から腰を上げる。

「それはどういう意味だ？」

「そろそろ江こう夏かにつくわ。船を手に入れて、中国の外に出ちゃえば、もう戦うこともほとんどなくなるでしょう？」

　劉備が前方を指して言う。

　そこには、秋の夕陽にきらめく、大河があった。

「そうか。着いたのか」

　劉備が中国の外に出てしまうなら、それはもう三国志ではない。

　確かに俺の知識は役に立たないだろう。

　俺はほっとしたような、寂しいような、何とも言えない複雑な気持ちで、その滔とう々とうと流れる水を見つめた。

　川の向こうでは、品のいい礼服姿の女性が、こちらをじっと見つめている。

　その背後には、劉備軍とは違う旗を掲げた兵士が、ずらっと整列していた。

「魯ろ粛しゆく！　迎えに来てくれたのね！　元気にしてた？」

　劉備がその女性──魯粛に近づいていくと、一礼と共にそう挨拶した。

「お久しぶりです、劉備様。あらあら、お召し物が汚れておりますね。さぞ大変な行軍だったのでしょう」

　魯粛が柔和な笑みを浮かべてそれに応えた。

　魯粛は劉備たちのようにキャラは濃くないのだが、その立ち居振る舞いの一つ一つに不思議と威厳がある。きっと、瞳の奥に湛たたえた知性が、彼女を立派に見せているのだろう。

「まあね、でも、うちの張飛と孔明が何とかしてくれたから大丈夫よ。それより、相談していた船は用意してもらえたかしら？　対曹操用のやつ」

　劉備はさりげない調子で問う。

「もちろんです。今は流れの緩やかな所に係けい留りゆうしてありますよ」

　魯粛が穏やかに頷く。

「そう。なら早速案内して貰ってもいい？　私たちの軍は、船に慣れてないから、早めに水上で戦う練習をしておきたいのよ。船の上で並んだ時にあまりにも無ぶ様ざまだと、孫そん権けん様さまに失礼だし」

　劉備はもっともらしくそう言って、頭を掻いた。

「かしこまりました。こちへどうぞ」

　魯粛は劉備に言われるがまま頷いて、呉の兵士に道を空けさせる。

　拍子抜けするほどあっさり、交渉は成立した。

　係留場所についた劉備は、船をじっくり検分した後、『引き連れてきた民衆が疲れ果てているから、一刻も早く休ませてやりたい』と言って、川の近くに野営の陣を敷しいた。

　俺はバックパックを地面に降ろして、大きく息を吐き出す。

　俺の戦いは、もうすぐ終わるのだ。
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「天人！　起きなさい！　天人！」

「いててて！　なんだよ！」

　疲れから早々に眠りについた俺は、頰に感じる痛みに目を覚ます。

　見れば、劉備が俺の頰をつねって、引っ張り上げているところだった。

「しっ。静かにして。呉の兵士が起きたらまずいでしょ」

　劉備は唇に人差し指をあてて俺をたしなめる。

「ん？　どういうことだ」

「決まってるでしょ。逃げるのよ。今すぐに。他のみんなはもう準備ができてるわ」

　劉備が小声で囁く。

「もう行くのか。随分と急だな」

　俺は眠たい目をこすりながら、急いで寝袋を片づける。

「条件がいいのよ。今、呉の兵士は私たちの歓迎の宴で酒をしこたま飲んで眠ってるわ。それに、天人。周りを見てみなさい」

「これは……霧か？」

　夜だから周りが見えないのかと思ったら、これはどうも違う。

　俺たちのいる低い所だけに靄もやがかかっているが、空にはむしろ秋の名月が堂々と鎮座しているのだ。

「そうよ。今日は夜よ霧ぎりが出ているの。逃げるのにこれ以上の条件はないわ！　きっと天が私に味方しているのね！　昔から、私、逃げるのにだけは失敗したことがないの！」

　劉備は自信ありげに言って、俺にウインクした。

「それは自慢になるのか？」

「なるわよ。三さん十じゆう六ろつ計けい逃にげるに如しかずって言うでしょ。撤退戦が一番難しいんだから」

「確かにそうかもな。じゃあ、さっさと行こう」

　俺は頷いて、バックパックを背負う。

「私についてきなさい。はぐれないでね」

　劉備の後をこそこそとついていく。

　川べりではすでに関羽と張飛が俺たちを待っていた。

　川には、七メートルほどの大きさの小型の軍船が何なん十じゆう艘そうも浮かんでいる。

　俺たちが乗り込むのは、その中でも先頭の船のようだ。

「おー。哥哥たちきたんー？」

　張飛が半分眠ったままのようなぼやけた声で言った。

「遅いぞ！　姉上の手を煩わずらわせるな！　天人」

　関羽が手招きする。

「はいはい。悪ぅーござんした」

　適当に謝りながら俺は船に乗り込んだ。

　劉備が俺の後から船に入ってくる。

「よしっ。これで全員乗ったわね。じゃあ、出発よ！」

　劉備の合図で、船の左右に配置されていた、合計六人ほどの兵士が、一斉に艪ろ（オールみたいなやつ）を漕ぎ始める。

　船がゆっくりと前進し始めた。

　後ろの船が後に続く。

　最初はゆっくりと、野営地から離れるに従って徐々にスピードを上げ、船は河かわ面もを滑っていった。

　皆が声を潜めるなか、ただ艪を漕ぐ規則的な音だけが、静せい寂じやくを埋めている。

「……ふう。ここまでくれば大丈夫。支流から大河に出ちゃえば後はこっちのもんよ」

　劉備がいつもの悪どい忍び笑いを漏らしつつ、前方を指さした。

　霧のせいで遠くまでは見えないが、確かに数メートル先で川幅がぐっと広がっていた。

（これで俺の冒険も終わりか）

　なんのドラマも、ピンチも、活躍もなく、逃亡劇は終わろうとしていた。

　あっけないけど、現実は案外こんなものなのかもしれない。

　ガン！

　そんな悟りにも似た冷めた感情を覚えた一瞬、突如、衝撃が俺の身体を揺らす。

「どういうこと!?　何があったの？　報告して！」

　劉備が声を荒らげる。

「分かりません！　急に船が進まなくなりました！」

　船を漕いでいた兵士が、情けない声を出して首を振った。

「なあなあ。劉姉。川の中になんかあるんよ」

　張飛が川の中を、蛇矛の柄で探りつつ言う。

「本当だ！　姉上！　見ろ！　川底に鎖が！」

　天がまるで俺たちを見放したかのように、霧が晴れていく。

　美しい満月を湛たたえる河面の両岸、喫きつ水すい線せんちょうどの所に、鉄の鎖が幾いく重えにも渡されて俺たちの行く手を阻はばんでいた。

　大河の向こうから、俺たちのよりも数倍は大きい、大型の船が何艘もやってくる。

　あらかじめ準備してあったのか、船はあっと言う間に半円の陣を組み、河口を塞いだ。魚も泳ぎ出ることができないほどの厳重な包囲網。広い甲板の上に展開された兵士たちが、無数の弓をこちらに向けている。

「あれー、周しゆう瑜ゆ！　これはどういうこっちゃ。なんでワイらの曹操軍の侵入を警戒する罠に、天下の劉りゆう皇こう叔しゆくはんがひっかかっとるんやろか！」

　包囲網を構成する中でも、一ひと際きわ大きな船の、その中心に建てられた楼ろう。

　そのてっぺんに腰かけた紫髪碧へき眼がんの少女が、わざとらしい口調で言った。

　髪型はザックバランな機能性重視のショートヘア。肩口のはだけた緩ゆるい着物で装い、胸にはサラシを巻いて、その豊かなバストラインを惜しげもなく晒している。

　その西洋人じみた容姿と、遊女のようなくだけた着物の取り合わせが、どこかエキゾチックな魅力を少女に付加していた。

「ほんまどすなあ。孫権はん。さすが名前に『備』が入ってはる御方は逃げの一手にも備えがようおますこって」

　周瑜と呼ばれた、派手な縫ぬい取とりの着物を身に纏まとったその少女が、嫌みっぽく言った。

　サラシの少女──孫権の隣に腰かけた周瑜は、すまし顔で湯ゆ呑のみを啜すする。

　中には茶でも入っているのだろうか。

「劉備様……。共に大事を図るに足る御方だと思っておりましたのに、残念です」

　船首に佇たたずむ魯粛がこちらを哀れむような目つきで見遣ってから、顔を伏せる。

　どうやら、俺の戦いはまだまだこれからのようだ。
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　呉ご郡ぐんの城の一室に、三人の少女が集つどっていた。

「よっこいしょ。あー、旅もええけど、やっぱり我が家が一番落ち着くわ」

　そう言って肩を鳴らした孫権は、床に豪快に胡坐あぐらをかいた。

　秋もそろそろ終わり、季節はもうすぐ冬。出してきたばかりの火ひ鉢ばちに手を当てて、孫権は大きく胸の息を吐き出す。

「もー、孫権はん。あんまおばん臭いこと言わんといておくれやす。せっかくの美び貌ぼうが台無しどすえ」

　周瑜がその隣に楚そ々そとした仕草で、足を揃えて腰かけた。

「あらあら。お二人とも。ゆっくり旅の疲れを癒いやすのもいいですけれど、今は都に連行した劉備様たちご一行の処遇について話し合いませんと」

　二人を微笑ましげに見守っていた魯粛が側に立ったまま口を挟む。

「そうどすなあ……魯粛はんは、劉備はんに荊けい州しゆうをとらせて天下を三分して曹操に対抗するお考えやったとウチは記憶しておりますけんど、今はどう思てはりますか？」

　周瑜が回りくどい口調で魯粛に問う。

「私の案は取り下げざるをえませんね。劉備様が私の期待に足らない方であった以上、周瑜様の天下二分の計を採用すべきかと存じます」

　魯粛が俯いて首を振る。

「せやなあ。まあ、曹操から逃げ出しとうなる気持ちは分からんでもないんやけどな。ワイらが待ち構えとる可能性を考慮してひんみたいなアホさ加減は頂けんわ」

「噂では劉備はんに、あの臥が竜りようとして有名な諸[image: ]亮孔明と言いはる知ち恵え者しやがついたとかいう噂もおましたが、とんだ期待外れどしたなあ」

「ほんまやな。君主も臣しん下かも含めて、ワイはアホな奴らとは組まれへん。ちゅーことで周瑜。後は任せたで」

　孫権はそう言って、周瑜の肩をぽんと叩いた。

「そうですね。私も事を進めるのには周瑜様以外の適任はいないかと思います」

　魯粛が孫権に賛同して頷く。

「しょうがおまへんなあ。お二人がそない言うてくだはるんでしたら、この一件、ウチが仕切らせてもらいますえ。とりあえず、劉備はんはこのまま城の近くにいてもろて、曹操はんには劉備はんの身柄をダシにして、交渉を持ち掛けましょ」

「せやな。なんぞこっちから行動を起こさんと、曹操はんは今日明日にでもこの呉に攻め込んでくるやろしな。なーにが、『私、今度は水軍百万と一緒に、江東で狩猟したく存じますわ』や。気取った言い回ししよってからに。──話の腰を折ってすまん。周瑜、ワイのことは気にせんと続けて続けて」

　曹操からの降こう伏ふく勧かん告こくの文章に再び目を通した孫権は、それをそのまま火鉢に突っ込む。

　赤い炎が広がり、手紙が炭へと変わる。

「……ほんで、のらりくらりと交渉を先延ばしにして時間を稼いどる間に、さっさとウチらの精鋭で荊州を取ってしもうたらええんどす。既成事実を作ってまえば、曹操はんへの降伏に傾いとる、売ばい国こく奴どの臣下たちも文句は言われはしまへん」

「ほんまヘタれな部下ばっかでかなわんわ。臣下たちは別に主がワイでも曹操はんでもどっちでもかまへんからなあ。君主なんていうても世知辛いこっちゃ」

　孫権はそう言って、肩を縮こまらせる。

「まあまあ。私たちは孫権様の味方ですから。──ですが、周瑜さん。劉備様を曹操様に引き渡すとなると、当然、彼女たちは反発します。下手すれば戦となるかもしれません。曹操軍の来らい襲しゆうを控えている今、それは厳しいですわよね」

　魯粛がそう言って会話をつなぐ。

「そうでおまんなあ。劉備軍の兵力自体はさほど怖くはありまへんけど、配下の関羽はんや張飛はんや趙雲はんは、みんな豪傑でおますしなあ。もし結託して、玉砕覚悟で突っ込まれでもしたら、ウチらの軍もタダではすみまへん」

　周瑜が腕組みして考えこむ。

「そりゃえらいこっちゃ。なんかええ方法はないんか？　魯粛」

　孫権は火鉢に手を当てたまま、魯粛を一瞥する。

「そうですね……。あまり気持ちの良い策とはいえませんが、あることにはあります」

「ほんまか？　そんなんあるんやったら、はよワイに教えてーな。い・け・ず」

　孫権はお茶目にそう言うと、人差し指で魯粛の脚を突つつく。

「あらあら。では、僭せん越えつながら申し上げます。私が観察しました所、劉備様は表面では聖人君子を装っておられますが、内には俗な欲望を抱えていらっしゃるとお見受けしました。しかも、劉備様は貧しい階層から身を起こされ、生涯の大半を戦場で過ごしてこられた御方ですから、いまだかつて贅沢な暮らしをされたことがございません。そこを突くのです」

　魯粛は淀よどみない声でつらつらと語って聞かせる。

「なるほど！　そないな手がありましたか！　さすが魯粛はんどすなあ！」

　周瑜がぱっと顔を明るくして、手を打つ。

「ちょい待ち。ワイだけ分からへんのやけど。仲間外れにせんといて。すねるで？」

　孫権はそう言って、魯粛と周瑜の顔を交互に見る。

「もう、子どもみたいなこと言うたらあきまへん。せやから、劉備はんと臣下の方々を隔離しておいて、劉備はんにだけ、めいっぱい贅沢させてやるんどす。音楽に、花に、美食に、今までに経験したことのない贅沢に、劉備はんは堕落しますやろ。そないな姿を見たら、聖人君子の劉備はんを慕ってついてきた臣下は幻滅して、自然と心が離れていくんやおまへんか？」

　周瑜が、教師が生徒を諭さとすような柔らかな口調で言う。

「そういうことか！　やっとワイにも分かったで！　要するに、ワイらが直接手を下さんでも、劉備はんがアホやっていうことを関羽はんや張飛はんたちに分からせたったら、抵抗なく劉備はんを曹操はんに引き渡せるっちゅうこっちゃな。なるほどーな、ええ策や。死ぬ前にたっぷりええ思いさせてやったら、ウチとしても劉備はんを曹操はんに差し出す罪悪感が紛まぎれるわ」

　孫権は得心したように何度も頷いた。

「そういうことどす。せやけど、そのためには劉備はん専用の邸宅を用意せなあきまへんなあ。戦で物資も人も足りておまへんのに、今から突貫工事させるとなると結構骨が折れることになりそうどす」

「うふふ。ご心配なく。こういうこともあろうかと、私が私財で劉備様のための邸宅を用意してあります。もし、劉備様がもう少しまともな方なら孫権様の別荘にして頂こうかと思っていたんですれど、役に立ちそうで良かったです」

　周瑜の懸念に、魯粛が笑顔で答えた。

「はあー、ほんま魯粛はんはやり手でおまんなあ。魯粛はんに比べたらウチなんかはまだまだどす」

　周瑜が感心したようにため息をついて言う。

「せやろせやろ？　ワイは知っとったで。困っとるワイに、魯粛がいきなりポーンと蔵一つくれた時からな、ずっと先せん見けんの明めいがあるお人やと思っとったんや」

「ほんま孫権はんは調子よろしおすなあ」

　周瑜が肩をすくめる。

　炭のはぜる音が、優しく部屋に響いていた。
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　俺たちが孫そん権けん率いる呉ご軍ぐんに捕らわれてから、一ヶ月が経った。

　一応、俺たちは客人に準ずる扱いらしく、劉りゆう備びを覗のぞいた全員が、迎げい賓ひん館かんらしい大邸宅にまとめて収容されている。

　虐待や尋問をされることはなかったが、外に出る自由はなく、屋敷の内外に呉軍の兵士が常に目を光らせている。

　いわゆる軟禁状態というやつだ。

　楽しみといえば、日に二回ほど提供される、必要最低限といった感じの微妙な食事くらい。しかし、そんな貴重な機会も、今の俺たちにはあまり喜ばしいとはいえない。

「やはり本当なのか。劉備さまが変心されたというのは」

「……本当だ。昨日、私は呉軍の兵士に連れられて劉備様のおわす邸宅を覗いたのだ」

「私もだ。劉備様は、美酒に酔い、芸げい妓ぎと踊っておられた」

　皆一様に暗い顔をして、ひそひそ話を囁ささやき合あう。

　劉備に関するよくない噂が広がっていた。

　劉備が、孫権からの接待にすっかり懐柔されているというのだ。

　そんなの噓だ、と言い切れればいいのだが。

（あながち否定できないんだよなあ）

　一度劉備のはっちゃけた姿を覗いてしまったことのある俺は、内心そう疑念を抱かざるを得なかった。

　劉備が開き直って本性を露あらわにした。

　そう思えなくもないからである。

「ふ、雰囲気が暗いですね！　そうだ！　私が何か明るい歌を歌いましょうか！」

　気まずい雰囲気に、俺の隣に座っていた徐じよ福ふくがそんなことを言い出す。

「逆にみんなの神経を逆さか撫なでしそうだからやめとけ。おい。……どうした張ちよう飛ひ、食事が進んでないぞ」

　俺の前に座った張飛の皿に入ったおかゆは一向に減っていなかった。

「……おー。あんまり食欲ないん」

　張飛が力なく視線を落とす。

「病気とかじゃないなら、無理しても食べておいた方がいいぞ。そうじゃないといざという時動けない」

　俺は張飛を心配して言う。

　あれだけ食べることが好きな張飛がこんなことを言い出すなんて、かなりやばそうだ。

「哥哥お兄ちやんにあげるん。劉りゆう姉ねえがいないとご飯がおいしくないん」

　しかし張飛はそう言って頑かたくなに首を振り、俺の方におかゆの入った器を押し付けくる。

「そうかー？　じゃあ、本当に俺が食べちゃうぞー？」

　俺は張飛の分を食べるフリをして、彼女の様子をうかがう。

「……」

　張飛は無言。

「マジで食欲ないんだな」

　パクッ。

　俺はそう言って、本当に張飛の分を食べた。

　捨てるのはもったいないからな。食えるもんは食える時に食っとくのが俺のポリシーだ。中学校の卒業文集でも『給食をよくおかわりする人』の二番だったからね。俺は。

「文官のくせによく食べるやつだなあ。全く。少しは運動をしないと、ボクみたいな理想的な体形になれないぞ。……仕方ない。立て。ボクが散歩に付き合ってやる。さあ、庭にいくぞ」

「いや。今は別に散歩って気分じゃ……」

　ギロッ。

　関かん羽うが俺を睨みつけてくる。

　超怖いんですけど。

「ちっ。しゃあねーな」

　俺は張飛の食事の残りを胃に流し込み立ち上がった。

　どうやら、関羽は俺に何か話したいことがあるらしい。

　当然後ろから、呉の監視の兵士が一人ついてくる。

　俺と関羽は、連れ立って庭に出た。

　冬の風が頰ほおを撫でて冷たい。

　でも、さすがは客人用の迎賓館らしく眺めはよかった。

　美しい山々に、流れる幾筋もの川。

　まるで水すい墨ぼく画がのようだ。

「で、何の用よ。まさか、俺と二人っきりでデートをしたいって訳でもないだろう？」

　俺はそう言って軽口を叩く。

「ふざけてる場合か。ちょっと貴様に尋ねたいことがあってな」

　関羽はぶっきらぼうに言う。

「何だ？」

「天あま人とは未来人なのだろう。だったら、もしかしたら、長ちよう坂はんの時みたいに、未来の知識で、今の状況を打開する策を導き出したりはできないのか？」

「お、おい。後ろの兵士に聞かれるぞ」

　俺はちらりと後ろを一いち瞥べつして言った。

　さらっと未来人だと周りに公開されても困る。

「大丈夫だ。後ろの兵士は、生きつ粋すいの呉の人間だ。今、私は北の方の方言で喋っている。南の方言しか喋れないあいつには私たちの言葉は聞き取れない」

「そ、そうなのか？」

「当たり前だ。一ヶ月もの間、このボクが無む為いに過ごしているとでも思ったか？　警備の人間の情報は大体把握している」

「さすがだな」

　俺は素直に感心していった。

　さすがは関羽。脳筋じゃない。

「当然だ。で、どうなんだ？」

「残念ながら、俺の知っている歴史には今回みたいなイベントはないよ。孫権が劉備に贅沢させて籠ろう絡らくしようとするエピソードはあるけど、全く状況が違う。っていうか、もし知ってたら事前に警告してるって」

　繰り返し問うてくる関羽に、俺は肩をすくめる。

　そもそも劉備が中国の外に逃げ出そうとする時点で規格外なのだ。

　その後のことなど、俺が知る由もない。

「だろうな。もういい。……一応聞いてみたかっただけだ」

　関羽はそこで話を打ち切り、踵きびすを返そうとする。

「待ってくれよ。俺からも聞きたいことがある」

　俺はそんな関羽を引き留めた。

「なんだ？」

「関羽は、将来についてどう思ってる」

　俺は言葉を濁して言った。

「将来とは？」

「何か、この軟禁状態から抜け出すプランは立てているかってことだよ。……例えば、呉への帰き順じゆんとか。劉備が別所に隔離されている今、もしそこらへんの交渉をするなら、軍のナンバー２のお前が音おん頭どを取るしかない」

　俺は俯うつむいて呟く。

　本当はこんなこと言いたくないが、事ここに至っては素直に敗北を認めることも、現実的な選択肢の一つではないか。

「貴様っ！」

　怒りに目を見開いた関羽が、俺の胸倉を摑み、ぎりぎりと上に持ち上げる。

「な、なんでキレるんだよ。お前の夢は天下で一番の有名人になることなんだろ。で、曹そう操そうの下に行かない理由は、劣勢の軍の方が目立てるから、って言ってたよな。だったら、仕つかえるのは劉備じゃなくて呉でもいいだろ。呉だって、劉備と同じ、曹操に比べれば圧倒的に劣勢な国家なんだからさ！」

　俺は苦しさを感じながらも、必死にそう声を絞り出した。

「ふう。……理屈の上ではそうだな。利害だけを考えるならば、お前が正しい」

　関羽は興奮が冷めたようにそう言って、手を離す。

「でも、怒るってことは、お前は納得してないんだろ。その理由を聞かせてくれよ。張飛が劉備に忠誠を尽くす理由は聞いたけど、お前のはまだ聞いてない」

　俺は服の襟えりを整えながら言う。

「そうか。張飛から聞いたのか。なら、話は早い。私も張飛と同じだ。姉上に救われた」

　関羽は懐かしむように目を細め、遠くの川を見つめる。

「張飛と同じ？　っていうことは、関羽も昔はおたずね者だったっていうのか？」

「そうだ。今でこそ、『義の人関羽』、『美び髪はつ公こう』なんて呼ばれてはいるが、姉上に仕える前のボクは、ただの悪人だった。張飛なんかとは比べものにならないほどの、な」

　関羽は自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべる。

　いつも自信満々の彼女にしては、意外な表情だ。

「ええ……。張飛は確か人殺しの罪を押し付けられたって言ってたけど、それよりやばい罪ってなんだよ」

「塩の密売だ。政府管理の塩を密売することは、天下の御ご法はつ度とだ。捕まれば、本人が死罪になることはもちろん、親類までにも累るいが及びかねない重罪なんだぞ」

　関羽はそう言って、指で首を斬る真似をする。

「でも、何か理由があったんだろ？　まさか、本当に利益のためだけに密売してたのか？」

「もちろん、役人が腐敗して、必要以上に塩の値段を吊り上げていたからという大たい義ぎ名めい分ぶんもあるが、ボクだって慈じ善ぜん事じ業ぎようでやっていた訳じゃない。官製より安価で売っていたから、人々には喜ばれたけど、彼らの弱みにつけこんで、利益をあげていたこともまた事実だ。──だが、悪いことはそう長くは続かないものさ」

「密売がバレたのか？」

「ああ。──いや、正確には、『バラされた』が正解だな。商売仲間に密告されたんだ。ほら、出る杭くいは打たれるというだろう。この通りボクは全てに渡って完璧超人だから人の嫉妬を買いやすいんだ」

　関羽は真顔でそう言った。

　うん。やっぱりこの性格は素なのね。

「それで関羽も張飛みたいにお尋ね者になったのか」

「そうだ。しかも、ボクの場合は重罪故に、人にん相そう書がきがあちこちに出回るほどの指名手配犯っぷりだった。関わり合いになるのを恐れて、それまでボクが塩を売っていた一般人はもちろん、密売仲間にまで相手にされなくなった。ボクはどこに行っても嫌われ者だった。罪に追われるようにして、ボクはあちこちを転々とした。そうして、涿たく県けんに流れ着いたんだ。近くで黄こう巾きん族ぞくが暴れていて、義ぎ勇ゆう兵へいを募つのっていると聞いたからな。戦場ならば犯罪者のボクにも働き口があるかもしれない、と考えた」

「そこで、劉備と出会った？」

「ああ。その時のボクはひどい格好だったよ。何とか目的地に着いたはいいものの、路銀も尽き果て、それまで持っていた武器も追手との戦いの中で無くして、本当に何もなかった。そこに姉上は来て言ったんだ。『ちょっとあんた。ひどい格好ね。私の仲間になるなら、ご飯を食べさせてあげてもいいけど？』」

　関羽が劉備の口真似をして言った。

　ああ、確かにあの劉備なら言いそう。

　その光景が目に浮かぶかのようだ。

「ボクはそれでも意地を張って、姉上の救いの手を払ってこう言った。『同情はいらない。ボクは天下一の英雄になる女だ』、とな。そしたら、姉上は何て答えたと思う」

「……信じたんだろうな。お前の言葉を」

　劉備の返答に俺は確信があった。

　俺が未来人だということさえあっさりと受け入れた女だ。

　関羽の大たい言げん壮そう語ごくらいは、何の障害にもならないだろう。

「そうさ。姉上は何の衒てらいもなく、こう答えた。『そう。わかったわ。ちょうど英雄が仲間に欲しいと思ってたの。だから、これは同情じゃなくて、投資よ』ってな。姉上は実績も何もないボクの言葉を受け入れてくれた。ボクは生まれて初めて敗北感を覚えたね。まさか、ボクより器のでかい人間がこの世にいるなんて、その時までは考えもしなかったから」

　関羽はそう言って肩をすくめるが、その表情はどこか楽しそうだった。

「いい話だが……、それって劉備が適当なだけじゃねえの。あいつだったら、兵力を集めるために誰に対してもそう言いそうだぞ」

　俺はちょっと意地悪にそう言った。人たらしとして有名な人物が誰に対しても調子のいいことを言うのはよくあることだ。

「ああ。確かに口だけなら何とでも言えるからな。だがもちろん、話はそれで終わらない。姉上はボクの事情を知ると、軍資金の大半を使って役人と掛け合い、賄わい賂ろでボクの罪を帳消しにしてくれた。その上、『英雄にはそれにふさわしい武器が必要だから』と、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを作ってくれたんだ。もし姉上がボクに余計な金を使わなければ、もっとたくさんの兵士を集められて、黄巾の乱で華々しい手柄を立てられただろうに。そしたら、姉上の人生ももっと変わっていたはずだ」

　関羽が悔しそうに唇を嚙む。

「それを恩に感じて、ずっと劉備に従ってきたっていう訳か。なんだよ。ちゃんと、『義の人』してるじゃん」

　俺は嬉しくなった。

　この世界に桃とう園えんの誓ちかいはなかった。それでも、劉備と関羽と張飛の絆は、しっかりとあるのだ。

「ふっ。当たり前だろ。ボクを誰だと思っている。……ともかく、これで、昔話は終わりさ。鈍い天人にもさすがに察しがついただろう。ボクはただの天下一の武将になりたいんじゃない。『姉上の天下』で一番の人間になりたいんだ」

　関羽はその宣言とともに爽やかに微笑んだ。

「……お前の気持ちはわかったよ。じゃあ、呉への帰順はなしにするとして、これからどうする？　さすがにずっとこのままって訳にもいかないだろ」

　俺は頷いて、険けわしい口調で問う。

「そんなの決まっているだろう。この軟禁状態から脱出し、姉上を力ずくで奪還する。すでに、張飛と趙ちよう雲うんには話をつけた。決行日は明後日だ」

「おいおい。マジで言ってんのか！　ここにはご自慢の青龍偃月刀はないんだぞ。無謀すぎる」

　俺は思わず声を荒らげた。

　当然俺たち全員武器の類たぐいは取り上げられている。

　厳重な見張りを脱し、それよりさらに厳重な劉備のいる邸宅の警備を突破しようなんて、まともな作戦とはいえない。

「問題ない。張飛も、趙雲も、ボクも、世に名の知られた豪ごう傑けつだ。武器がなくても一兵卒ごときに後れをとったりはしないさ」

　関羽は平然と答える。

「でも、まだ劉備の真意も分からないだろ！　今の贅沢も、もしかしたら、何かの意図があってやってるのかもしれないじゃないか」

「そうかもしれないが、姉上の意思を確かめる手段がない以上、どうしようもないだろう。案ずるな。偽者の孔明である貴様に命をかけろと言ってる訳じゃない」

　関羽は俺を気遣うように言った。

「だけど……」

　何とかして関羽を止めてやりたかったが、それ以上俺に言ってやれることはなく、言葉につまる。

「そろそろ戻るぞ。いくら言葉がわからないとはいえ、あまり長話していると兵士に怪しまれる」

　関羽は一方的にそう言って、踵を返した。

　仕方なく俺も後に続く。

　皆のいる場所に戻ると、食事の時間は終わっており、俺たちはまた、各自別々の部屋に押し込められた。
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　割り当てられた部屋に戻ってからも、俺は一人悶もん々もんと悩んでいた。

　まずい。

　このままじゃどう考えてもバッドエンド一直線だ。

　そりゃ史実の三国志の蜀しよくも、最終的にはバッドエンドだけど、こんなやるせない終わりは嫌すぎる。

「せめて、劉備に会って話を聞ければ、また状況も違ってくるんだけどな」

　俺が独り言を呟いたその瞬間──

「お困りのようでゲスね」

「うわっ」

　唐突に耳に息を吹きかけられ、俺は思わず部屋の隅すみまで後ずさる。

「驚かせて申し訳ないでゲス。ですが、もしかしたら拙せつ者しやならあなた様をお助けして差し上げられるかもしれないでゲスよ」

　さきほどまで俺がいた場所には、奇怪な語尾と共に、クツクツと忍び笑いを漏らす美少女が一人。

　接近してきたのに全く気付けなかった。

　俺は警戒心を抱きながら、その少女を観察する。

　病的なほど色白で、目は細く、だぼだぼの着物には髑髏どくろマークの刺し繡しゆうがしてある。髪は無秩序に伸び放題で、幽霊のように前髪で顔の大半が隠れており、いかにも怪しげだ。それでも、見た目で美少女と判断できるあたり、内に秘めたスペックの高さを感じさせる。

「あ、あんた誰だよ」

　俺はおっかなびっくり問うた。

「さあ、誰でゲしょう？　当ててみてくださいな。『稀まれ人びと』さん」

　美少女が試すようにそう言った。

　俺は考える。

　これまでに俺を『稀人』と呼んだのは孔明先生だけ。ということは、こいつは彼に関係のある人物だ。劉備軍にはおらず、このタイミングで俺を助けてくれるというのだから、おそらく呉の人物だろう。この怪しげな雰囲気。大体この時期に三国志に登場し、呉の人物で、蜀に対して好意的なのと言えば──。

「龐ほう統とうだな！　お前龐統だろ」

　俺は当て推量で叫ぶ。

「でゅふでゅふでゅふ。正解でゲス。さすがは孔明様がお選びになった稀人様でゲスな」

「その言い方……俺が召喚されたことを知ってるのか？」

「拙者と孔明様は親友のような間柄だったのでゲス。当然知っておるのでゲス」

「おうそうか！　じゃあ、もしかしてお前、俺が元の世界に帰る方法を──」

　俺はそう言いかけて、途中で言葉を止めた。

「……どうしたのでゲスか？　続きをどうぞでゲス」












「いや、やめとく」

　もし、今、龐統に元の世界に帰る方法があると言われたら、心の弱い俺はその話に飛びついてしまいそうだった。いや、飛びついても何にも悪いことはないはずなのだが、さっきの関羽の話を聞いてしまった手前、このまま帰るのはあまりにも後味が悪い。

「でゅふ。でゅふ。やはり孔明様の選択は正しかったようですね」

　龐統は一人得心が行ったように頷いた。

「どういう意味だよ」

「そのままの意味でゲス」

　龐統は口元を隠して笑う。

「まあいいや。とにかく、龐統は今、呉に仕えているんだよな。そのお前がどうして、蜀に仕えている俺を助けてくれるんだ？」

「稀人様ならそこらへんも大体察しがついてるでゲしょう？　拙者と孔明様は、兄妹のような間柄だったのでゲス。逆ぎやく賊ぞく曹操がのさばる今、片方が劉備様、片方が孫権様をお助けして、協力して曹操の野望を阻はばもうという算段だったのでゲス。しかし、孔明様は武運拙つたなく病に冒おかされ、志半ばでみまかられてしまったのでゲス。一方の拙者も、孫権に仕えたはいいものの、一つの問題にぶち当たってしまったのでゲス」

「問題？」

「孫権様は有能ですが、天下を治めるに足るような大人物でなかったのでゲス。拙者を見た目や言動など、些さ末まつなことでもって過小評価し、冷遇するのでゲス。これでは志は果たせないのゲス」

　龐統はそう言って、首と手を幽霊のようにブラブラさせた。

「そうなのか。第一印象では結構曲くせ者ものな感じだったけどな」

　確かに俺の知っている三国志でも、龐統は冷遇されていたはずだが、この見た目ならそんなに悪くないと思うんだけどなあ……。

「基本的に保守的でリスクを取りたがらないのでゲス。ですからいっそのこと、拙者は稀人様と力を合わせて、劉備様を盛り立てた方が天下のためにいいと思ったのでゲス」

「理由は分かった。けど、本当にそれだけか？　何の報酬もなしに俺を助けてくれるのか？」

「そうでゲスね。強いていえば、成功の暁あかつきには、稀人様の方から、拙者を劉備様に推すい挙きよして頂けるとありがたいでゲス」

　龐統がそう付け加える。

「その程度ならお安い御用だ」

　推挙するくらいならただだし、あの劉備なら見た目なんて気にしないだろう。

「助かるのでゲス。稀人様には、これからは孔明様に代わって、拙者のことを妹と思って接して頂ければ嬉しいのでゲス。拙者はできる限り兄様のお役に立つ所存でゲス」

「いきなり妹とか言われても困るけど……とりあえず交渉成立だな。じゃあ、早速だけど、龐統は俺とか関羽とかをこっそり劉備に会わせることはできたりするか？」

「何人もは無理でゲスが、兄様だけならご案内する用意があるでゲスよ」

「おおマジか！　じゃあ早速頼む！」

「承知致しましたでゲス。では早速今晩、劉備様の元にお連れするので、この部屋でお待ちくださいでゲス」

「おう。よろしく頼む。だけど、大丈夫か？　俺たちに便べん宜ぎを図ったことが呉サイドにバレたら、龐統はヤバいんじゃないのか？　ここに来る時も見張りの兵士がいただろ？」

「大丈夫でゲス。ほい！」

　龐統は髪を一本抜き、息を吹きかける。

「うわっ」

　瞬間、龐統の見た目が変化した。

　髪はちりちりの天然パーマになり、前歯は伸び、顔が歪んで、黒子ほくろからは毛が生える。

　一言でいえばブサイクになった。

「この通り、拙者、変装には少々自信があるでゲス。呉の人間は誰も兄様の元を訪れたのが拙者だとは気が付いてないはずでゲスよ」

　確かにすごい。

　っていうか変装っていうレベルじゃねーぞ。完全なる別人だ。

「さすがは『鳳ほう雛すう』。孔明先生と並び称されるだけのことはあるな。それで、どっちが本当の龐統なんだ？」

「それは秘密でゲス。ただ一つ言えることは、拙者は見た目などに惑わされない真の主を求めているということだけでゲス」

　何の気なしに聞いた俺に、龐統が不気味な笑みを返してくる。

　やがて来た時と同じように、音もなく龐統は姿を消した。





　　　　＊






「はっ。はっ。はっくしょい！」

「さあ、兄様。起きるでゲス。起きて、これに着替えるでゲス」

　夜や半はん、龐統の地毛で鼻をくすぐられるという嫌な起こされ方で目を覚ました俺は、言われるがままに、フリースの上に、彼女の持ってきた女物の着物を羽は織おった。

「中々お似合いでゲスよ。一、二、三、ほい！　さあ、これで誰も兄様だと分からないのでゲス」

　龐統は俺の前で手を叩いてから、自信ありげに告げる。

　鏡がないから確認はできないが、俺は龐統の謎技術で変装させられたのだろう。

　俺はゴミの入ったズダ袋を持たされ、龐統に先導されるがままに迎賓館を出る。

　どうやら、下働きの奉ほう公こう人にんという体ていらしい。

　そのまま三十分ほど歩くと、かがり火に照らされた邸宅が見えてきた。

　門から中へ一歩足を踏み入れる。

　厚い塀で外と隔てられた庭には、冬にも関わらず色とりどりの花が咲き乱れ、大地を削って作られたミニチュアの小川には、笹の葉の小舟が優ゆう雅がに浮かんでいる。

　一言でいえば、こじゃれた高級料亭のような雰囲気だ。

　木材などの感じを見るに、まだ建てられてから日が浅いらしい。

「さあ。この先の廊下を二回右に曲がった先の『水すい仙せんの間ま』が劉備様のおられる部屋でゲスよ。そう長くは持たないでゲスが、ちゃんと人払いは済ませておいたでゲス」

　龐統がそう言って、左手が庭に面した廊下を指さす。

「了解。ありがとう。助かった」

「どういたしましてでゲス。何かあったらお呼びくださいでゲス」

　龐統は頷いて、また音もなく消える。

　俺は足早に廊下を歩いた。

　言われた通りに二回曲がった先に見えてきた水仙の間を、俺は勢いに任せて開いた。

「劉備！　いるか！」

「あらー。天あま人とじゃない。よくこんなところまで入ってこられたわね。あんたも飲むー？　ってこんなところにあいつがいる訳ないか。私、酔っぱらっております！　はぃ！」

　窓枠に腰をかけ、外を見ていた劉備が胡う乱ろんな瞳をこちらに向ける。

　右手にはとっくり、左手には肉。

　顔は酒気で火ほ照てり、金糸の刺繡をした艶あでやかな着物をはだけ、胸の谷間が露わになっていた。

「『飲むー？』じゃねえよ！　なにやってんだお前！」

　俺は変装用の着物を脱ぎ捨てると、ツカツカと劉備に歩み寄り、その肩を揺する。

「噓。この感触。本物なのー？　一体どうやって入ってきたのよー。夜よ這ばいするほど私のことが恋しくなっちゃったっていう訳ー？」

　劉備がそう言って、俺の頰に手を当ててくる。

「冗談かましてる場合か！　お前の醜しゆう態たいを臣しん下かの奴らがこっそり見てるんだよ！　それで、お前が堕落したんじゃないかっていう悪評が流れている」

「だからー？」

「いや、だから、いつもみたいにちゃんといい子ぶってそれっぽい演技しろよ」

「どうしてー？」

「そうしないと、家臣の心がどんどんお前から離れていっちゃうからだよ！」

「それでー？」

「いい加減にしろ！　ふざけてないで説明してくれ！　何でお前がこんなことしてるのか！　それとも、本当にただ贅沢がしたいだけだっていうのか!?」

　古い漫才みたいなやりとりを繰り返す劉備に我慢できなくなった俺は、そう叫んで彼女を窓枠から引きずり下ろした。

「もー。全く乱暴なんだから。みなまで言わないと分からないの。私はね。みんなのためにやってるのよ」

　劉備は手を枕にして、ナメクジみたいに床へとへたり込んだ。

「あ？　どういうことだ？」

「だからー。このままだと、私の家臣たちが呉に鞍くら替がえしにくいでしょー？　清せい廉れん潔けつ白ぱくな私を裏切って呉についたとなれば、不ふ忠ちゆう者ものの汚名を着せられて、再仕官にも出世にも響いちゃうじゃない。でも、ダメな君主からの鞍替えなら、言い訳が立つじゃない。呉も、家臣の心が離れることを望んで、私とあんたたちを切り離しているみたいだしー？」

「じゃあ、お前……。最初から呉の奴らの意図に気が付いていて、わざとそれに乗ったっていうのか？　家臣のために？」

「そうですけどー？」

「お前は！　そんな劉備じゃないだろ！　もっと、わがままで、自己中で、最後まで生き残ることを意地汚く考える！　それがお前だろ！」

　何だか無む性しように腹が立った。

　何もかもが俺の知ってる劉備とは違うのに。

　大義も、大志も、プライドもない、ダメな偽物のはずなのに。

　こんな時だけ、いいこと言いやがって。

「ひどいこと言うわねー。そりゃねー。私だって、誰かを犠牲にして自分だけ生き残れるなら、そうするかもしれないわよ？　だけど、今回は違うでしょー。私と家臣、両方が犠牲になるか、私だけが生いけ贄にえになるか、その二択しかないんだもの。だったら、選択肢は一つしかないじゃない」

　劉備の見解は、酒が入っていても、限りなく現実主義だった。

「……お前はそれで満足なのか？」

「まあねー。人の金で買った酒に溺おぼれて、夢か現うつつか分からないままに死ねるなら、ある意味でこれも遊人ニートの本ほん懐かいなんじゃないかしら」

　劉備が全てを諦めたような声で言う。

「──そうかよ。お前はそれでいいかもしれないけどな。どうやら、そうじゃない奴もいるみたいだぜ」

「どういうことよ」

「関羽と張飛と趙雲はな、どうやら、徒と手しゆ空くう拳けんで反乱を起こして、お前を奪還するつもりみたいだぜ。今日、明日にもな」

　それを劉備に伝えてどうしたいのか、俺自身もよくわかっていなかった。

　だけど、言わずにはいられなかった。

　とにかくこのまま終わるのは、絶対にいけない気がしたから。

「だ、だからなによ」

　そこで劉備は今日初めて、俺の言葉に動揺を示した。

「べっつにー。ただ俺は事実を報告しただけだ」

「も、問題ないわ。今から私が直じき々じきに、三人に、無茶は止めるように手紙を書くもの。天人は、その手紙をあの子たちに渡してちょうだい」

「ああいいぜ。だけど、それで三人は納得するのかな。趙雲のことはまだよくわからないけど、関羽と張飛はしないだろうなー。俺聞いちゃったからなー。あいつらのお前に対する熱い想いをなー」

「……」

「多分、俺が止めても手紙を読んでも、いや、読んだからこそ、血気盛んになっちゃうだろうな」

「……ろっていうのよ」

　劉備が拳を強く握り、ぽつりと何かを呟く。

「ん？　なんだ？　もっと大きな声で言えよ」

「じゃあ私にどうしろって言うのよ！」

　おもむろに立ち上がった劉備が目を見開き、俺を睨みつける。

「知るか！　それを決めるのが君主の仕事だろうが！」

　俺は開き直って叫び返した。

「何よ！　偉そうなこと言って！　偽者の孔明のくせに！　私のことなんかなんにも知らないくせに！」

　劉備が俺の胸をポカポカと叩いてくる。

「知ってるさ！　姓は劉、諱いみなは備、字あざなは玄徳！　涿たく郡ぐん涿たく県けんの人で、前漢景帝の子、中ちゆう山ざん靖せい王おう劉りゆう勝しようの後こう裔えい！　度量が広くて意志が強くて心が大きくて親切で、人物を見分ける力があって、士人と民を慈いつくしむ、英雄の器。その人徳と忠義はあまねく四海を覆い、千八百年後にも慕われ続ける不朽の聖君。それがお前だ！」

「そんなの！　私じゃないわ！　本当の私はただの負け犬のチンピラよ！　傭よう兵へいを気取ってるくせに、戦いになんてろくに勝ったこともないし、義だの仁だの言っても、危なくなったらコロコロと箸はしでも替えるかのように恩人を裏切ってきた！　クズでバカで怠け者でいきあたりばったりで、今だって、大切な妹たちの命一つ守れはしない！　ただの無能な詐さ欺ぎ師しよ！　綺麗な手のまま生きてこられるようなぬるい世界から来たあんたなんかに、私の気持ちが分かる訳ないわよ！　そうでしょ……」

　劉備は顔をくしゃくしゃにして感情を爆発させた後、ゆっくりと俺の胸に顔を埋めてきた。

　俺の服が、じんわりと温かい何かで濡れていく。

　俺は劉備を慰める言葉を持たなかった。

　だって、俺は──。

「わかるね！　なぜなら俺の方がよっぽどクズだから！　お前の言う通り、俺はこの世界に比べりゃ、余裕のある世界で生きてきた。この世界みたいな身分の格差もなくて、勉強でも運動でも、努力すればいくらでも上にいける世界だったのに、それでも俺は怠なまけて何もしなかったんだ！　何もしないくせに自分を大きくみせようと小さな噓ばっかり言って、ついたあだ名は『ホラッチョ天人』だ。子ども騙しのお遊びのゲームで仮想的な万能感に浸るのが関の山の、どうしようもないダメ人間だ！」

　勢いに任せて、俺は劉備を強く抱きしめる。

　俺もまた、泣いていた。

　何もできなかった、そして今もなにもできない自分がどうしようもなく情けなかった。

　劉備に出会ってからずっと、俺の胸の奥底にあったイライラの原因がようやくわかった。俺は、彼女が、俺の知っている三国志の劉備と違ったからむかついていたんだと思っていた。

　でも違ったんだ。

　俺はこいつの短所を通して、俺自身のダメな部分を見せつけられているような気分になるのが嫌だっただけなんだ。

　どれくらいそうしていただろうか。

　瞳の熱が引くくらいの時間が経ってから、俺たちはどちらからともなく身体を離す。

「……クスッ。ふふふふふ、やっぱりおもしろいわ。クズだっていいじゃない。割れ鍋に綴とじ蓋ぶた。あんたってば、本当に私にお似合いの軍師様ね」

　劉備は目尻を湿らす涙を指で拭き取って、気丈に笑う。

「……劉備」

　俺は何と言っていいか分からず、ただじっと劉備を見つめる。

「──なんてね。噓よ。噓。本当はね、私、あんたに悪いことをしちゃったって思ってるの。野垂れ死ぬよりは私について来た方がマシかと思ったけど、こんなことになるんだったらそのまま襄じよう陽ようにいた方がよかったかも。そうしたら、人材収集癖のある曹操があんたを取りたてたかもしれないのに」

「いや。最終的にお前についていくのを決めたのは俺だから……。それに、ここに来たのも悪いことばかりじゃなかったよ。最近、元の世界に戻る鍵を見つけたんだ」

　龐統との出会いは鍵と言っていいか微妙なところであったが、俺は劉備を安心させるためにそう言った。

「そう！　それは良かったわね。じゃあそろそろ行きなさい。これ以上私たちが顔突き合わせて話し合ったところで、どうしようもないでしょう。あ、関羽たちには私には策があるから、軽けい挙きよ妄もう動どうは慎むようにって言っておいてね」

　劉備はお茶目にそう言って出口の襖ふすまの方を指さす。

「……ああ。任せろ」

　俺は頷いて、何もできず、何も言えず、ただ踵きびすを返した。

　まっすぐに、偽りの花園が見える廊下へと、歩を進めていく。

「あ、天人。ちょっと待ちなさい。一つ言い忘れてたわ」

「ん？　なんだ？」

　背中に呼びかけられる声に、俺は振り向く。

「あんたは自分の思ってるほど、価値の低い男じゃないわ！　ただちょっと、噓のつき方が不器用なだけ。あんたがこれからも噓をつき続けるなら、小さい噓じゃなくて、誰もが馬鹿にできないような大きな噓をつきなさい。噓つきの先輩からの忠告よ」

　劉備は腰に両手を当てて、床をしっかりと踏みしめ、口角を吊り上げて叫んだ。

　くそっ。

　これで最後かもしれないっていうのに、なんでそんないい笑顔なんだよ。

　もっと、いつもみたいに『あんただけ逃げるのはずるい！』とか、『私も連れて行け！』とか言えよ。

　そしたら。

　そしたら、俺にもお前を見捨てる言い訳ができたのに！

　こんないいことを言われたら。

　英雄みたいな立ち居振る舞いをされたら。

　賭けたくなってきちゃうじゃないか。

　このポンコツな劉備玄徳様に！

「わかった」

「え？」

「ついてやるよ。大きな噓を。俺が本物の孔明になってやる！　本物の孔明になって、お前をこの状況から救ってやる！」

　今まで色んな噓をついてきたけど、もうこれ以上、自分の気持ちに噓はつけない。

　俺はやっぱり孔明が好きだ。

　蜀も、劉備玄徳も大好きだ。

　だから、こんな三さん国ごく志しは認めない。

　こんな結末も認めない。

　全部俺が──ひっくり返してやる！

「あ、あんた何言ってるの？　本気？　救ってやるって、一体どうやって……」

「俺が呉の奴らを説得して、お前の失敗を帳消しにした上で、もう一回、五ご分ぶの同盟を結んで、曹操と決戦できるように掛け合ってやる。そうすればお前は解放される」

　歴史のレールをもう一回、赤せき壁へきルートに引き直す。

　本当の三国志を、ここからスタートさせるのだ。

「馬鹿じゃないの！　そんなことできる訳ない！　あまりにも現実的じゃないわ」

　劉備はそう言って何度も首を振る。

「ああ。そうかもな。でも、もし俺がそんな現実的じゃないことを成し遂げたら、お前も目指してくれ。日頃、建前で言ってた民のための天下を、本気で狙いにいってくれよ。噓を本当にしてみせてくれ！　どうだ!?」

　俺はそう啖たん呵かを切って、劉備に迫る。

「……上等じゃない。もしあんたが、さっき言ったようなことをマジでできるって言うんなら、私も腹を括くくってあげる。今まで私があんたに言った噓、全部本当にしてあげる！」

　劉備が歯を剝き出しにして、挑戦的な笑みを浮かべる。

「よし、言ったな！　約束だぞ！」

　俺はそれだけ叫んで、再び踵を返した。

　廊下に出て、襖を乱暴に閉める。

「話は終わったでゲスか？」

　どこからともなく現れた龐統が、俺に声をかけてきた。

「ああ。終わったよ。それで、また早速龐統に頼みたい仕事があるんだが」

「何でゲしょう？」

「呉の奴らとの、論戦できる場を設けてくれ。──俺が、あいつらを全員論破する」

　俺はきっぱりとそう言った。





　　　　＊






　翌日の昼、俺は孫権に召し出された。

　付き添いの兵士に監視されながら仰ぎ見る呉の主城は、立派だった。

　磨かれた木の宮殿は、威厳がありながらも、華か美びではなく、質しつ実じつ剛ごう健けんな呉の威風を湛えている。

　俺が案内された会堂の左右には、すでに文ぶん武ぶ百ひやつ官かん、呉の主だった臣下たちが勢ぞろいして、俺に睨みをきかせている。

「これはこれは、諸[image: ]亮孔明はん。ようこそお越しくださいましたなあ」

　会堂の奥から、孫権が張り付いたような笑みを浮かべ、手をにぎにぎとやりながら俺の方に進み出てきた。

「どうもこんにちは。今日は俺に会談の場を設けてくださってまことにありがとうございます」

　俺は殊しゆ勝しようにそう言って一礼した。

「ほんで、今日は一体どういったご用件どすか？」

　孫権の隣にぴったりと張り付いていた周しゆう瑜ゆが、俺に問う。

「それはもちろん、曹操に関することでございます。かねてより、我が主が計画しておりました、呉と同盟して曹操との決戦に臨む件の進しん捗ちよく状況について伺いたいのです。呉の方々の歓待にはとても感謝しているのですが、待てど暮らせどそのお話が出ないので、ぶしつけながらこうしてまかりこした次第です」

　俺は周瑜の目を見つめて答えた。

「なるほど、ご用件は分かりましたで。ワイとしては色々話を聞いてみたいと思っとりますけんど、何なに分ぶん、臣下たちは曹操と講和した方がええちゅうもんが多いんで、孔明はんの意見について色々言いたいことがあるみたいですねん。ちゅうことで、まずはワイの家臣の質問に答えてもらえまへんやろか」

　孫権が低姿勢で俺に確認してくる。

　しかし、そんなのはもちろん建前で、実際は俺に拒否権がないことなどは言うまでもない。

「もちろんです。なんなりとどうぞ。──はい、そちらの方」

　俺は、真っ先に手を挙げた、白髪の老女に身体を向ける。

「張ちよう昭しようでございます。私の聞くところでは、孔明先生は臥が竜りようと呼ばれ、手に入れれば天下を治めることも容易たやすいほどの御方とか。そんな孔明先生を劉備様は三さん顧この礼れいで迎え入れられ、虎に翼が生えたかのように心強く思われたとか」

「ええその通りです」

　俺は頷く。

「では、どうして、そんな名軍師を得られた英雄であるはずの御方が、荊州を獲得されようともなされず、みすみすかの地を曹操などに攻略されてしまわれたのですか？」

　すかさず、張昭が質問を挟み込んでくる。

「もちろん、劉備様の力をもってすれば荊州を手に入れることなどは、手のひらを返すよりも簡単なことです。しかし、我が君は自ら仁義を実践される方でありますので、同族である劉表様の基盤を奪い取ることに耐えられず、懸命に辞退なさったのです。しかし、劉表様の後を継がれた劉りゆう琮そうが軟弱者の小娘であったため、佞ねい臣しんのでたらめな進言に従い勝手に降伏して、曹操を調子づかせる結果となってしまったのです」

　俺は淡々と答えた。

「だとすれば、それは孔明先生のおっしゃることと矛盾しているではありませんか。劉備様は、孔明様を得られる前からすでにご自分の根拠地を有しておられました。ならば当然、孔明様という名軍師を得られた以上は、漢王朝を復興し、逆賊曹操が滅びる日がただちにみられるだろうと、子どもでさえ期待しておりました。なのに現実は、孔明先生が劉備様にお仕えされてこの方、曹操の軍勢が一度攻めて来ただけで一目散に逃げ出し、劉備様を庇ひ護ごされた劉表様の恩義に報いて民を安心させることもできず、新しん野やを捨てて私たちのところに落ちのび、いまや身の置き所もない有様。これでは、孔明様を味方にされたことで、劉備様の状況はかえって悪化しているのではないですか？」

　張昭が厳しい口調で難詰してくる。

「ふう。『燕つばめや雀すずめのような小鳥には、大鳥の志はわからない』と申しますが、これはまことですね。一つ喩たとえ話ばなしを致しましょう。重病にかかった者には、まず粥かゆを食べさせ、弱い薬を飲ませて、内臓の調和をはかり、体調がだんだん安定するようになってから、肉を食べさせて栄養をつけさせるものです。その後に強い薬を使って治療したならば、病気はすべて取り除かれ、全快するでしょう。しかし、もし、身体が調和し落ち着くのを待たずに、いきなり強い薬や濃厚な食べ物を与えたならば、病人の身体はびっくりして、たちまち死に至ってしまいます」

　俺はこれみよがしにため息を一つついて言った。

「……おみそれ致しました」

　張昭が唇を嚙んで黙り込む。

　ふう。何とか喩え話を覚えてて助かった。

　昔の人ってなぜかめちゃくちゃ好きなんだよな。喩えるの。

　俺頭いいぜアピールなのかな。

「ちょっとワイにはよう分からへんのやけど、もうちょっとわかりやすう説明してもろてもええか？」

　孫権が首を傾げた。

「そもそも新野は辺へん鄙ぴな小県です、住民は少なく、食料も少なく、劉備様はここに一時的に身を置かれただけで、元々ここを本気の根拠地にするおつもりはありませんでした。軍備も兵の数も不完全、軍隊の訓練は不十分。食料の補給は続かない状態だったにも関わらず、それでも劉備様は、長坂においては数で圧倒的に勝る曹操軍を追い返し、一人の兵を損なうこともなく、劉備様を慕う民の一人たりとても見捨てることなく、ここまで落ちのびました。同族の土地を奪わず、民を見捨てず、兵を殺さず、劉備様は軍団の規模から導き出される最善の義と仁を天下にほどこされたのです。破れかぶれに玉砕して、無駄に民と兵士を損なう凡ぼん庸ような君主とはそこが違うのです」

　俺は答えた。

　後半は三国志の本編には書いてない俺の勝手な解釈だけど、間違ってはないはずだ。

「──虞ぐ翻ほんにございます。質問よろしいでしょうか」

　張昭の近くにいた、別の女が手を挙げる。

「どうぞ。なんなりと」

「荊州での敗北については分かりました。しかし、失礼ながら、劉備様はそれ以前にも、ほとんどの戦で負けておられます。まことにこれで、我らと共に事を図るに足る英雄の器と申せましょうか」

　虞翻が慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調で言う。

「衆しゆう寡か敵てきせず。敗北は兵へい家かの常です。あなたは、昔、劉りゆう邦ほうが何度も項こう羽うに敗北したにも関わらず、垓がい下か一度、決定的な勝利を収めただけで、天下の大たい勢せいを決した例をご存じないのですか。今、私たちが直面しているのは、その垓下の戦いにも匹ひつ敵てきする、国家の大事なのです。国家の安あん寧ねいに必要なのは、核となる戦略であって、見せかけの勝利ではありません。大勢に影響しない、戦術的敗北をあげつらい、あれこれ言うのは、臨機応変な対応のできない、腐れ儒者の机き上じようの空くう論ろんです」

「……」

　俺の意見に虞翻は返す言葉もなく、顔を真っ赤にして俯いた。

「歩ほ騭しつという者だが、今度は私からよろしいか」

「どうぞ」

「あなたはさきほど衆寡敵せずとおっしゃられた。あなたは今、血気盛んに曹操との決戦を説かれるが、実際今、曹操は百万の兵を蓄え、千人の大将を並べて、私たちを待ち構えている。無理に戦おうとすれば、卵をもって石をうつように、敗北するのは必然であり、講和を願うのが妥だ当とうだと思うのだが」

　歩騭がもっともらしい口調で言う。

「曹操の軍は、袁えん紹しようの群がる蟻のような残党と、劉表の烏う合ごうの衆に過ぎない水軍を奪い取って無駄に膨れ上がっているだけです。ですから、百万の大軍とはいっても、恐れるに足りません」

「なんと、惨めに戦いに敗れ、進しん退たい窮きわまってこそこそと江夏に逃げのび、我らに助けを求めながら、『恐るるに足りない』などと言うのか。何と言う大ボラ吹きの恥知らずだ」

　歩騭が冷笑する。

「恥知らずはあなたでしょう。確かに、劉備様のわずか数千の仁義の軍勢でもって、百万の残ざん虐ぎやく非ひ道どうの曹操軍を相手にするのは無理です。しかし、今あなたの呉は、兵は精鋭、食料は充実している上、長江という自然の要害に守られている。にも関わらず、あなたは主君の孫権様に、膝を屈して逆賊に降伏するように勧めておられる。これが売ばい国こく奴どでなくてなんなのですか」

　俺はぴしゃりと言い放つ。

　歩騭もまた言葉につまり、それ以上は言い返してこなかった。

「陸りく績せきです。──今度は私の質問に答えて頂けますか」

　また別の女が手を挙げた。

　マジで呉の人材豊富すぎぃ。

「もちろんです」

　俺は頷く。

「孔明先生は、私たちの呉と、あなた方の劉備軍が組めば、曹操に勝てると考えておいでなのですよね」

「はい」

　陸績の言葉に俺は頷く。

「ですが、我々が力を合わせたとしても、その兵力の合計はせいぜい五万人がいいところでしょう。これで百万の曹操軍に対抗できますか」

「百万というのは、曹操が我々を威圧するために粉飾した偽りの数字です。実際の曹操軍はどんなに多くても二十万がせいぜいというところでしょう。しかもその二十万の兵士の大半は水戦に不慣れであり、しかも遠い国からやってきたので、水や土地に適応できず、病気にかかる者が大勢います。これでどうして対抗できないことがありましょう」

　俺は笑顔で答えた。

「それでもまだ我が方の四倍です。敵の方が圧倒的に多いことには変わりありません」

「頑がん固こな方だ。二十倍ならば厳しいですが、四倍ならば、仮にその全てが万全の体調だったとしても、策によりどうとでもなる数字です。そして、俺の胸中にはすでに必勝の策があります」

　俺は陸績の質問に、自信満々に答えた。

　ドキドキする。

　ここからはちょっと俺の知っている三国志の展開とは違ったものになるはずだ。

　いや、正確には記述自体はあるのだが、本来なら孔明さんがやらない役目を、俺はできると主張することになる。

「なるほど。そこまでおっしゃるなら、その策をお聞かせ願えますか？」

「火を使います」

　俺は間かん髪ぱつ入いれずに答えた。

「はははは！　どうやら、孔明先生は神のような鬼き謀ぼうをお持ちですが、呉の地の地理については明るくないようですね。火攻めをするには、風の力を借りなければなりませんが、今は冬の盛りなので、西風と北風しか吹かず、東風や南風は吹くはずはありません。つまり、私たちの側は常に風下であり、火を使えば自軍を焼くことになります」

　陸績は俺の発言を嘲ちよう笑しようして言った。

「確かに俺は呉の地についてはあなた方ほどには詳しくないかもしれません。しかし、俺は天の理ことわりを知っています。大空に境目はなく、山や川でさえその流れを止めることができません。その俺がどうして風を見誤ることがあるでしょう」

「つまりあなたは、東南の風が来ると主張なさるのですね。それが来る時期が読めると？」

「はい。俺は風を読むことができまし、呼ぶこともできますよ」

　言ってしまった。

　もちろん、俺は呼ぶことはできねえけど、龐統に尋ねたら『それくらいはお安い御用なのでゲス』と言っていたので、ここは盛るしかない。

　三国志の本では、孔明さんはこの時代には知られていなかった貿易風の存在を知っていたっていう説明がされていたけど、ともかく、まあ、いくら季節が違うって言ったって、何日か駐ちゆう屯とんしてりゃ一日くらい季節外れの風が吹く日もあるだろう。多分。

「いいでしょう。では、仮にあなたが風の問題を解決できるとして、火攻めが成功したとしましょう。ですが、海は地のように、一か所に火をつければたちまち燃え広がるという訳には参りません。たとえ一いつ艘そうの船に火をつけたとしても、たちまち他の船が散り散りに逃げてしまえば、意味がないのではありませんか」

「ならば、船が動けないようにしてしまえばいいではないですか」

　俺はこともなげに言った。

「それもあなたの策でなんとかなると？」

　陸績が俺を小こ馬ば鹿かにしたように首を傾げる。

「もちろんそうです。ですが、ここから先は軍務上の秘中の秘ですので、詳しくは申し上げられません。もし、あなた方が力を合わせ、共に曹操と戦ってくださるとここで確約して頂けるならば、今すぐにも教えて差し上げますよ」

　俺は笑顔でそれに応じた。

「その言葉を信用しろとおっしゃるのですか？」

「そうですねえ。では、特別に二つヒントを差し上げます。一つ目は『苦肉』。二つ目は『連れん環かん』です」

「意味深なことを言って煙けむに巻こうとしても通用しませんよ」

　陸績はかたくなに首を振る。

　もう噓は言ってないのにー。

「もうやめーな。それ以上は水掛け論になんで。周瑜どう思う」

　孫権が俺と陸績の間に入って言う。

「ウチは必ずしも孔明はんが噓を言ってはるとは思いまへんけど、そんなことよりもまず孔明はんに説明してもらわなあかんことがあるんやおまへんか？」

「おー、せやな。まず、あの件についてきっちりとワイらに納得いく説明をしてもらわんと、同盟どころやないがな」

　漫才のような小気味いい呼吸で会話をした後、二人は俺に視線を送ってきた。

「なんでしょう」

　俺は内心彼女たちの言わんとすることを察してはいたが、敢えてとぼけてみせる。

「わかっとるやろ？　ウチらの船をくすねて、どっかにトンズラここうとした件やがな。孔明はん。考えてもみい。ジブン、そんなセコいことする奴に背中預けられるか？」

　孫権が身を屈かがめて、下から上に俺の顔を凝視した。

「その質問をして頂けるのを待っておりました！　それこそ、真に俺が語りたかった件でございます」

　俺は孫権よりさらに低く伏し、その手を握って必死にそう訴えかける。

「どういうことや？」

「あの時、劉備様は逃げ出そうとされた訳ではございません。ただ、孫権様や周瑜様にお会いする前に手土産をつくろうと腐心なさっただけのことでございます！」

　俺は一いつ世せ一いち代だいの噓を、全身全霊をかけて叫ぶ。

「ほう。手土産か。ウチは基本的に貰えるもんは貰うておく主義やけど、この場合には物にもよるわな。どんな手土産や？」

「ずばり、三万本の矢です。劉備様は、兵力的には我が方の軍の方が劣るにも関わらず、呉の皆様が対等な同盟を結んでくださるということに感激され、せめてもの埋め合わせをしたいと、物資不足のあなた方を慮おもんぱかり、俺の献けん策さくに従って、矢を集めようとなさっていたのです。それをあろうことかあなた方は裏切りだと勘違いし、我が主を不当に拘束なさいました！　これは一体どういうことでございましょうや！」

　俺はそのまま床に頽くずおれ、泣き真似をする。

　馬鹿らしいと思うが、実際三国志にはこうやってオーバーリアクションする場面が多々出てくるのだ。

「ほんまかいな！　せやったら、初めからワイらに言うてくれたらよかったやん」

　孫権が俺のつむじをグイグイ押しながら言う。

　おいふざけんな。

　下げ痢りになったらどうすんだ。

「おや？　あなた方も事前に河の出口に鎖を張ってあることをおっしゃらなかったではないですか。いかに唇と歯のように助け合う間柄といえども、直前までは言えぬことがあるのが、国と国の交渉というものではないのですか？」

　俺は顔を上げ、とぼけた顔で言う。

「せやな！　これは一本取られたわ」

　孫権はそう言って額に掌底をあて、天を仰ぐ。

「そない言われましても、ほんまに孔明はんが言わしゃいます通りでおましたら、何で劉備はんは何にも言い訳されんと、ウチらの接待を満喫されておられるんどすか？」

　周瑜が俺の後ろに回り、そう言って耳に息を吹きかけてくる。

　あふん。

　やめてよね。そこは敏感なところなんだから。

「それこそが劉備様の奥ゆかしく、誠に天下に二人とおられない人徳を備えられた仁君である所以ゆえんです。劉備様は、もし自分が真実を話し、あなた方が自分を不当に捕まえたことが知れれば、呉の面めん子つが潰れると懸念しておいでなのです。それ故に敢あえて、欲しくもない贅沢をして、あなた方がご自分でお気づきになるのを待っておられたという訳です！」

　俺は立ち上がり、情感を込めて、一息でセリフを言い切った。

「それがほんまやったら、ウチらは随分劉備はんに失礼なことをしてもうたなあ。周瑜？」

「そうでおまんなあ。あくまで、孔明はんの言わしゃいますことがほんまでおましたらの話どすけどな」

　孫権と周瑜が白々しく言って、お互いの顔を見合わせる。

「本当な訳がない！」

「そうだ！　こいつは口から出まかせを言って、我々を欺あざむいているのだ！」

「自分たちに兵力がないから、呉の兵力を利用しようとしているに違いない！」

　呉の家臣団がやいのやいの言い出した。

　うっせー。

　先ほどの俺でも名前を知っているような群ぐん儒じゆはともかく、KO○Iさんにグラフィックも描いてもらえねえような雑魚武将どもが俺に意見するんじゃねえよ。

「俺の言葉をお疑いですか？　ならば今からでも構いません。俺にあの時と同じ数だけの船を預け、同じ劉備様の臣下と共に、矢を集める仕事をさせてください」

　俺はすまし顔で答える。

「おもろいやんけ！　そこまで言うならやってみいや！　せやけど、曹操軍も迫っとるからそう長く時間はやれんで！　まけにまけても一週間が限界や！」

「一週間もいりません。三日あれば結構です」

　間髪入れずに俺は返答する。

　居並ぶ臣下たちからどよめきが起こった。

「その言葉に噓はおまへんな。逃げようとしても無駄でおますえ。念のため劉備はんはこのままウチらで身柄を預からせてもらいおす。孔明はんたちが逃げはったら、当然、劉備はんには首と胴体にさよならして頂きますえ！　納入が一日でも遅れても、同じことどす！　それでよろしおますな！」

　周瑜が借金取りみたいなきつい口調で言う。

「結構です！　その代わり、もし俺が三万本の矢を集めてきた暁には、劉備様を即座に解放し、約束通り五分の同盟を結んで、曹操と戦って頂きます！　すなわち、それは俺が先ほど申し上げた作戦を信用して頂くということになりますが、よろしいですか？」

　俺は頷き、逆に聞き返す。

「ええやろ！　ウチが呉の名に誓って約束したる！　天下に諸[image: ]亮ありと謳うたわれた手腕、たっぷりと見せてもらおうやないか！」

　孫権が手を叩いて笑う。

　こうして話は決まった。
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　迎賓館に戻った俺は、食事を取る広間に皆を集めて、三万本の矢を集める任務を請け負ったことを伝えた。

「貴様！　ボクに相談もなしに、勝手なことをするな！」

　関羽が激昂して、俺の尻にローキックをぶち込んでくる。

　本気じゃないだろうが、それでもかなり痛い。

「勝手ではありません。俺は劉備様と会い、直じかに話した上で承諾を頂いております」

　俺は冷静にそう答える。

「おー！　哥哥。劉姉と会ったんか！　劉姉、元気だったん!?」

　張飛が目を輝かせで、テーブルの上に乗っかって跳ねる。

「ええ。もちろんお元気でしたよ。──どうしました、そちらの方々。浮かない顔ですね。俺たちさえ頑張れば、劉備様をお救いできるのですよ。嬉しくはないのですか？」

　膠こう着ちやく状じよう態たいを打破できる可能性を耳にして、半分くらいの人間が喜んでいたが、もう半分は微妙な表情で俯いたままだった。

「……孔明様。あなたも劉備様にお会いになったのなら、お気づきになられたでしょう」

「劉備様はお変わりになられてしまいました。美食と音楽にふけり、志を失われてしまったようです」

「このままあの御方にお仕えしてもいいものか、我らは迷っているのです」

　俺が視線を遣った方にいる人々が、ぽつぽつと語り始める。

「あなた方はあれが本当に劉備様の本心だとお思いなのですか？」

　俺は静かに問うた。

「私たちとて、あれが真実とは思いたくないですが、何人も見た者がいるのです」

「そうです。これでは疑うなという方が無理ではありませんか」

　別の者が哀しみ混じりの声で言う。

「ふう。劉備様には言わぬように口止めされておりましたが、仕方がありません。劉備様が贅沢にふけるふりをなさっていたのは、敢えて自らを貶おとしめることで、あなた方が劉備様を離れ、他の者につくことに罪悪感を抱かぬようにするためです。劉備様のご厚意に甘えるというのならばそれも良いでしょう。しかし、自らの体面も顧かえりみず、あなた方のことだけ常に想われていた劉備様の徳を、どうかお忘れなきように」

　昔の中国は、現代日本に生きていた俺からは想像もつかないほど、世間体や名誉を重んずる世界だったらしい。

　劉備のやっていたことはきっと、俺が思っている以上に偉大なのだろう。

「なんとそうであったか！」

「ああ！　我らの何と愚かなことか！」

「劉備様の海よりも深い愛にも気が付かず、我が身の明日のことばかり考えていた自分が情けない」

「孔明様！　私たちが間違っておりました！　もう二度と、劉備様に対して二に心しんを抱くようなことは致しません！　命をかけてどこまでもお供します」

　先ほどまで疑念を抱いていた集団がガチ泣きし始める。

　っていうかそれ以外の奴らもみんな泣いている。

　徐福は泣きながら歌っている。

　趙雲は無言で泣いている。

　張飛の泣き声は、屋敷全体を震わせるほど大きい。長坂の時にこの音量が出せれば、メガホンはいらなかっただろう。

　関羽に至っては、瞬きもせずに目を血走らせて涙を流している。

　いいシーンだけど、正直ちょっと引く。

「よくぞ決意なさいました！　さあ今こそ、俺たち劉備様の臣下が、力を合わせてご恩返しする時です！」

　すかさず俺は煽あおった。

「「「はっ！　我ら一同、劉備様のためにこの身を捧げます！」」」

　臣下たちが合図もなしに声を揃えて叫んだ。

「ちっ。こうなったからには仕方がない。姉上のためにお前に協力するが、作戦はちゃんとあるんだろうな。まさか、ボクたちだけで三万本の矢を自作するとか言うなよ」

　関羽が真っ赤に腫らした目をこすりながら問うた。

「もちろん考えてあります。命の危険もある任務ですが、問題はありませんね？」

　俺はこともなげにそう答えて、辺りを見渡す。

　誰一人反対するものはいなかった。
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　まず手始めに俺たちが手をつけたのは、藁わらをかき集めることだった。

　各自、私財を出し合って、近隣の農家から藁を買い取った。

　俺も、持ってきた服の大半を売り払って、購入の原資にした。

　幸い、まだ初冬で、秋の収穫が終わってさほど経っていなかったので、藁はすぐに集まった。

　その藁と木の枝を使って、案山子かかしに似た人形を作る。

　呉から再び借り受けた船の全てに、その案山子を運び込んだ。

　左右にびっちりと案山子を敷き詰め、夜を待って、それぞれ船に乗り込む。

　俺が乗った、いくつかある中でも一番大型の船には、関羽、張飛、趙雲など、とりあえず俺の中で顔と名前が一致する人間が乗り込んでいた。武器を使える者は皆、弓を手にしている。

　川を下り大河に出て、俺たちは呉の対岸の陸地を目指して進んだ。

「おい！　天人！　もうすぐ曹操軍の防御線に入るが、お前の作戦通り、本当に霧は出るんだろうな？　星がまぶしく瞬いてるぞ」

　関羽は満天の星空を指して言う。

「大丈夫だ。な、龐統」

「もちろんでゲス。ほ、ほいのほい！」

　俺の隣にいた龐統が、水面を杖でいじくって、俺の耳には聞き取れない呪文を唱えた。

「と、いうか、お前誰なん？　見たことない顔なん」

　張飛が首を傾げる。

「気にするな。俺の妹的ななにかだ」

「哥哥、オレ以外にも妹がおったん。ちょっと妬やけるん」

　張飛がそう言って頰を膨らませた。

「……霧が出た」

　趙雲がぽつりと呟く。

　さきほどまで気配すらなかった濃のう霧むが、俺たちの船の周りを覆った。

「よしっ。これで準備は整ったな！　行くぞ！」

　俺たちの船が先導する形で、対岸へと近づいていく。

　前はほとんど見えない。

　明かりは、案山子の持った松明たいまつだけが頼りだ。

「孔明様！　そろそろ矢の届く距離かと思いますぅー♪」

　徐福がこちらの許可もなく勝手にメロディのついた声で言った。

「よし。じゃあ、敵がこっちを攻撃したくなるように、軽くちょっかいかけて挑発してくれ」

　俺は弓を持った人員たちにそう声をかける。

「ふっ。任せろ」

　関羽が弓を引き絞り、矢を放った。

「ぐわあああああああああああああああ！」

　遠くから断末魔の叫び声が聞こえる。

「敵襲ー！　敵襲！」

「総員！　迎え撃て！」

　曹操軍の陣地がにわかに騒がしくなり始めた。

「……見えてないんだよな？」

　俺は引きつった顔で関羽を見る。

「それがどうした。ボクほどの天才になれば、勘だけで敵に矢を当てることなど容易たやすい」

　関羽は次の矢をつがえながら、勝ち誇った笑みを浮かべた。

「関姉すごいん！　オレもやるん！」

「張飛の弓は威力がすごいが、命中率は高くないからな。矢を無駄遣いするなよ」

　関羽がそう忠告する。

「大丈夫なん！　そう思っていっぱい石を拾っておいたん！　これならタダなん！」

　張飛は懐から手のひらサイズの石を取り出して、対岸へと投とう擲てきし始はじめた。

　何か子どもが水切りで遊んでいるみたいで微笑ま──

「防ぼう塁るいが崩れたぞ！　まさか！　投石器を積んでるのか？」

　しくない。

　えぇ……。

　豪傑怖い。

「うん。みんな。もうそれくらいでいいんじゃないかな。あんまりやり過ぎると敵さんのヘイトがやばいっていうか、俺たちばっかり集中的に狙われるっていうか。反撃が怖いっていうか」

　霧だから敵は正確な狙いはつけられないが、それでもかがり火の炎で俺たちの船の大体の位置は分かるはずだ。

「何を言っている。ボクがやり過ぎなら趙雲はどうするんだ。もう五人は殺してるぞ」

「……八人」

　趙雲が控えめに訂正した。

「──あああああああ！　もう何でもいいから隠れろおおおお！」

　俺は船底に身体を伏せ、何重にもした木の盾でその上を覆った。

　タタタタタタタタタ。

　次の瞬間、雨音がトタン屋根を打つ音にも似た小気味いい音が耳に届く。

　ブス。

（よっしゃ！　作戦は成功──ん？　ブス？）

　変な音に下を見れば、俺のパーカーの端を一本の矢が貫いていた。

「危なかったでゲスな。角度によってはこういうこともあるでゲス」

　龐統がこともなげに言う。

「ああああああああ無理無理無理無理無理」

　ほとんどはかがり火を持っているせいで目標物となっている案山子に矢がいくのだが、それでもかなりの本数が流れ矢になってこっちにきていた。

「矢雨よ降れ降れもっと降れー。聖君様を連れてこいー」

　震える俺の横で、徐福は余裕で歌っている。

　劉備の部下ってやっぱみんな頭おかしい。

　しばらくそのままの姿勢でいると、じんわりとジーンズの裾が濡れ始めた。

　水が入ってきてるってことは……。

「やっべ！　矢の重さで船が傾いてる！　旋回！　旋回！」

　船が急速回頭する。

　今度は反対側の案山子に矢が刺さりまくり、徐々にバランスがとれていく。

　よしっ。このままなら上手いこといきそうだな──

「おい！　まずいぞ！　火矢だ！」

　などと余裕ぶっこいていると、関羽が切迫した声で叫んだ。

「やべっ！　戻れ戻れ！」

　藁に火がつき始めている。咄とつ嗟さに河から汲んだ水をぶっかけて消すが、何度も食らうとやばそうだ。

　結局、予定の六割程度しか回収できないまま、俺たちは一旦岸に戻る。

「困りました。このまま人形を燃やされたら、矢を回収できません」

　徐福が目を伏せる。

「で？　どうするつもりだ？　孔明殿？」

　関羽が嫌味っぽく言ってくる。

　他の武将たちの視線も、どことなく冷たい。

　だって仕方ないじゃん！

　俺の知ってる三国志の矢を集めるシーンでは、敵は火矢なんて使ってこなかったんだもん！

　……なんて、開き直る訳にはいかないな。

　確かに藁人形じゃだめだよな。藁、藁、藁。藁といえば、三匹の子豚の藁の家。木の家。レンガの家。

（──そうだよ！　別に人形は藁じゃなくてもいいじゃん。これ）

「大丈夫だ。これも想定の範囲内だ」

　俺はさも初めから考えていた風な雰囲気を醸かもし出だして言った。

「ほう。では当然解決策も思い浮かんでいると？」

「ああ！　もちろん。簡単なことだ。そこら中の地面を掘り起こして、粘土で人形を作ればいい」

　ジト目の関羽に、俺は堂々と答える。

「確かに、土ならば火矢を射かけられても大丈夫でしょう」

　徐福が納得したように頷く。

「おー。オレ泥団子とか作るの得意なん！」

　張飛はそう意気込んだ。

　俺たちは近隣の農家から借りた鍬くわや鋤すきで地面を掘り返し、粘土で土人形をこしらえる。せっかく集めた藁も、もちろん無駄にはしない。藁を縄にして、土人形の芯としてばっちり利用する。

　そして、土人形を載せて、再び船を河へと漕ぎ出す。

　今度は船がずっしりと重く、あわや水没かというくらいまで矢を溜めこむことができた。

　戦果を溜め込んで、船は再び呉の陣地へと船首を向ける。

（うん。ちょっとしたトラブルもあったけど、これで大体要領はわかっただろうし、俺は呉の陣地で矢の数の計測係にしてもらお）

　俺はそう決意しながら、盾に身を隠しつつ、岸へと帰還する。

　それから三日三晩、俺たちはクソゲーの資材収集並みに同じ行動を繰り返した。

　でもその甲か斐いあって、最後の夜が明ける頃には、俺の数えた矢は、三万千五百二十を記録していた。

　任務は達成されたのだ。
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　誰一人欠けることなく呉の会堂に参上した俺たちは、三万本を超える矢束を居並ぶ呉の家臣たちの前に叩きつけた。

「ほんまに三日で集めよるとはな。大したもんや」

「これで俺は約束を果たしました。今度はあなたの番です。孫権様」

　俺は慇懃に一礼し、そう催促する。

「せやな。周瑜！　劉備はんを連れてきたって！」

　孫権が会堂の暗がりにそう呼びかける。

「かしこましましたどすえ」

　周瑜に手を引かれて颯さつ爽そうと現れた人物は、もはや言うまでもない。

「久しぶりですね。皆さん。お変わりありませんか？」

　聖人君子の皮を被った劉備が、その太陽のごとく魅力に溢れた笑顔を俺に向ける。

「姉上！」

「劉姉！」

　関羽と張飛が、すかさず抱き付きにいく。

「劉備はん。えろう失礼してもうてすいまへんな。ここは川の多い呉の土地柄だけに、全部水に流して再びワイらと同盟して逆賊ボコしてもらえますやろか」

　孫権は調子よくそう言って、劉備に手を差し出す。

「もちろんです！　ただし荊州は仲良く半分こにしてくださいね」

　劉備が両脇に関羽と張飛をぶら下げたまま、笑顔で孫権の手を握る。

「五分の同盟なんやったらしょうがおまへんなあ」

　周瑜が本当に仕方なさそうに言って頷く。

「しかし、孫権様、曹操軍は強大です」

「そうです。曲がりなりにも曹操は帝みかどを戴き天下に号令しており──」

　俺に論戦を挑んできた奴の何人かが、狼ろう狽ばいして口を開く。

「これ以上ガタガタ抜かすな！　ドアホ！」

　孫権は腰の剣を抜き放ち、玉座の前にあったテーブルの角をぶった切った。

　木片がころころと床に転がる。

「劉備はんがこれだけの覚悟を見せてはるいうんに。おどれらはワイと姉様たちが築きあげた呉に恥かかせる気ぃか。これ以上、曹操に降伏するとかぬかすボケナスがおったら、このテーブルみたいに刻んでついでにケツの穴に手ぇ突っ込んで奥歯ガタガタいわしたるから覚悟しときや！　どや！　わかったか！」

　呉の家臣が一斉に平伏する。

　全ての状況は整った。

　そして、三国志で一番有名な、あの戦が始まる。
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「なあ、どないやった？　どないやった？　ワイの壮絶なイキり。中々のもんやろ？」

　剣を握ったままの孫権は、会堂を出るなり、左右に控える魯ろ粛しゆくと周瑜に問いかける。

「ええ。ええ。素晴らしい名芝居でしたよ」

　魯粛が笑顔で頷く。

「そうどすなあ。先に孔明はんがウチらの代わりにヘタレどもをやりこめてくれとって助かりおしたなあ。おかげでウチらは家臣たちに大して嫌われんと事を運べおした」

　周瑜が満足げに頷く。

「せやけど周瑜。ほんまに劉備はんと同盟してもうてよかったんか？　これでジブンの言うとった天下二分の計は水の泡ちゃうん？」

「劉備はんがほんまに使えるお人で、ウチらの勝率がぐっとあがるいうんやったら悪い取引やおまへん。それに戦というものは最悪の場合を想定しておくものどす。曹操が劉備はんを不俱戴天の敵と思っておられるんは周知の事実。万が一ウチらが戦で敗れおしても、曹操はんの注意が敵に向いとる間に撤退したら被害が少なくて済むやおまへんか」

　周瑜が淡々と答えた。

「ほうか。それでも、負けた時の保険のためだけに荊州を半分やるいうんは、ドケチのワイとしてはもったいない気がせんでもないで」

　孫権が腕組みして呟く。

「何言うてはりますのん、孫権はん。あんなもん口約束やおまへんか。口約束ほどあてにならんもんはおまへんって。異民族との商売で学ばはれんかったんどすか」

　周瑜はそう言って口角を吊り上げる。

　呉の地が、中国に組み入れられたのは、長い中華の歴史から見ればごく最近のことだ。

　未だ呉の領土の内にも外にもたくさんの異民族がおり、彼女たちとの関係は時に呉に利益をもたらし、時に悩みの種でもあるのだった。

「ほんま。周瑜は悪いやっちゃなあ。せやけど、ワイそんな周瑜が好きやで」

　孫権が周瑜の腰に手を回して言う。

「ウチに抱き付くんならその物騒なイチモツはしまっておくんなまし。──ともかく、これで後は孔明はんの腕次第ということになりおしたなあ」

　周瑜がたおやかな仕草で孫権の手を払いのけて言った。

「せやなあ。『苦肉の計』と『連環の計』か。一人で、あの戦上手の曹操を騙して、自ら船を繋ぐように仕向けるなんてほんまにそないなことできる思うか？　魯粛」

　孫権は剣をしまい、今度は魯粛に抱き付きにいく。

「あらあら。どうでしょう。分かりませんが、孔明先生が見事三万本の矢を集めてみせたことは事実です。ありえないとは言い切れないのではないですか」

「ほうか。兵力の大半を出すのはワイらやのに、これやったらまるで劉備はんと曹操はんの戦みたいやな。ワイらは蚊か帳やの外そとや」

　孫権は肩をすくめて言う。

「そんなことはありません。我らの周瑜様も、孔明様から戦の勝利に関わる重大な計略を託されておられるではありませんか」

　魯粛がなぐさめるように孫権の頭を撫でる。

「ああ。曹操に降くだったばっかりの水軍の大将を、ハメるっちゅうアレな。でも、おまけみたいなもんやろ。ワイらは孔明はんの指示通り動くだけや」

　孫権がすっと目を細めて言う。

「ほんまけったいどすな。ともすれば、孔明はんは今後、ウチらにとって最大の障害となりかねまへんえ」

　周瑜が額に皺しわを寄せて頷く。

「ほんまやなあ。諸しよ[image: ]かつ謹きんのおっさんが未だに生きてくれとったら兄弟のよしみでどうにかこっちに引き入れられたかもしれへんけどなあ。子どもも残さんままあの世にいってしもうたからにはどうしようもあらへん」

「仕方おへんなあ。ええ人ほど早く逝くいうんが、この世の道理なのかもしれまへん」

　周瑜と孫権がしんみりとした口調で呟いた。

「もしほんまに孔明はんが、あの大言壮語を全部実行できはるほどのお人やったら……」

「やったら？」

「わざとちょっとした失敗をするように仕向けて、それにかこつけて殺してまうほうが呉の将来のためになるやもおへんなあ」

　周瑜は冷静にそう言って、孫権の腰の剣に視線を落とした。

「周瑜ちゃんえげつなっ。ワイおそろしうてしょんべんチビりそうや」

　孫権は口を手で覆い、大げさに脚を震わせてみせた。
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　戦の準備は着々と進められた。

　場所は言わずとしれた赤せき壁へき。

　長ちよう江こうを挟んで、曹そう操そう軍ぐんと、俺たち劉りゆう備び・孫そん権けん連れん合ごう軍ぐんが向かい合う格好となっている。

　曹操軍は大軍を頼みにして、大河に悠ゆう然ぜんと船を浮かべ、鉄壁の構えで俺たちを待ち構えていた。すぐに攻めてこないのは、どうやら水戦に不慣れな兵士を訓練する時間を稼いでいるためらしい。

「今、曹操は大軍を率い、何百里にも渡って陣営を連ねており、とても一日では打ち破れません。これからあなたたちに三ヶ月分の食料を配給致しますから、ただちに敵を防ぐ態勢に入ってください」

　劉備が幕営の前に設けられた広場で、居並ぶ家臣たちにそう命令を伝える。

「恐れながら申し上げます。たとえ三ヶ月どころか三十ヶ月分の食料を用意したとしても、勝利を得ることはできません。敵が長旅で疲れている今月中に撃破しようとなさるなら、曹操を退けることができます。今月中に撃破できないなら、いっそのこと曹操に降伏した方がよいでしょう」

　俺が一歩進み出て、そう進言する。

「何を言うのですか孔こう明めい！　今、私が漢かん王おう朝ちよう復ふつ興こうの天命を受け、逆ぎやく賊ぞく曹操を打ち破ろうとしている時に、こともあろうに『降伏した方がよい』などと言うとは！」

　劉備が地じ団だん太だを踏み、目を怒らせて俺を睨みつける。

「言葉のあやです。どうか不ぶ躾しつけな俺をお許しください」

　俺はすっと頭を下げる。

「いいえ！　許せません！　今は両軍が対たい峙じしている大切な時期。そんな時に不吉なことを言って私の軍の士気をくじくなんて！　これはあなたの首を斬らなければ、みなに示しがつきませんね」

　劉備がそう言って、双剣を抜き放つ。

「劉備様！　孔明様は劉備様の窮きゆう地ちをお救いになられた功績がございます！　お怒りはごもっともですが、何なに卒とぞお許しくださいますように」

　徐じよ福ふくが平伏と共に懇こん願がんした。

「……ふう。分かりました。徐福がそこまで言うならば仕方ありません。では、死罪を大幅に減じて、鞭打ち百回で許すものとします。関かん羽う、張ちよう飛ひ。孔明を幕営の中へ連れてきなさい」

「おー」

「承知致しました姉上」

　劉備の命令に、張飛と関羽が、それぞれ俺の両腕をきつく摑む。

「ああ。劉備様に三さん顧この礼れいの恩を受け、必死に尽くしてきたのにこのような仕打ちを受けるとは。あなた様とて、俺の策がなければ、今頃、首と胴体がつながっていたかどうかわからないのに！」

　俺は顔を覆ってすすり泣き、恨み言を繰りながら、天幕の中へと引き摺られていく。

「……で、こんな感じでいいの？」

　俺を完全に天幕の中に連れ込んだ後、入口の布をさっと閉めて周囲の視線を遮しや断だんしてから、劉備は俺の顔を窺った。

「ばっちりだ。敵を騙すにはまず味方から。これで、お前が俺を不当に冷たく扱ったという噂は自然と周りに伝わる。もちろん、軍のどこかに紛れ込んだ間かん諜ちようを通じて曹操にもな」

　俺は泣き真似をやめて、肩を鳴らす。

「それはいいけど、鞭打ちまで本当に必要な訳？」

「ああ。それが、苦肉の計の醍だい醐ご味みだからな。多少痛い目みないと疑り深い曹操は信用してくれない」

　俺は劉備の質問に頷うなずく。

「わかった。本当にいいのね？」

　劉備が心配そうに見み遣やる。

　やけに俺のことを気遣うな。

「ああ。やってくれ」

　俺は上の衣服を脱ぎ、四つん這いになって素肌の背中をさらす。

「わかったわ！　天あま人とにそこまでの覚悟があるのなら！　関羽！　鞭を持ってきて」

　劉備が関羽に命じて、天幕の奥から鞭を取ってこさせる。

「はい。姉上。貴様。鞭打ちに動じないとは中々根性あるな。正直見直したぞ」

　関羽が俺の方をちらりと見て、感心したように言った。

「哥哥お兄ちやんすごいん。オレだったら絶対に嫌なん」

　張飛も目を丸くしていた。

　大げさだなあ。

　俺だって痛いのは嫌だけど、こんなのＳＭプレイの一環だと思えばよゆ……あれ？

「……そ、それ、なんだ？」

　関羽の手に握られたモノを見て、俺の身体は硬直する。

　それは、俺の想像していた鞭とは違い、革の紐などついていない、めっちゃしなるただの木の棒だった。

「何って。鞭でしょ？」

　劉備が首を傾げる。

「いや、鞭っていったら、もっとこう、茶色い革の紐がビヨーンってついて軟らかい感じのやつだろ？」

「え？　ああ、それって軟なん鞭べんのこと？　なんだ。そっちの鞭がよかったんなら先に言ってよね。普通、鞭打ちの刑って言ったら硬こう鞭べんを使うから、軟鞭は用意してないわよ」

（ああああああああああ、そうだったあああああああああ）

　鞭というと、現代人の俺は、女王様の使うような革の鞭を想像するが、三国時代の一般的な鞭はそうではない。関羽の持っているような、ただの棒を鞭と呼ぶのである。

（た、確か、痛みのショックで死ぬような人間も出る、やばい刑罰だったよな）

　俺はごくりと唾を呑み込んだ。

　つまり逆に言えば、長ちよう坂はんで曹操が軟鞭を使ってやっていたアレは刑罰としてはかなり優しかった部類に入るということだ。

「どうしたの？　やっぱり止める？」

「い、いや。いい。一思いにやってくれ」

　俺は意を決して言った。

　苦肉の計は俺の作戦に絶対必要なものだ。今更ナシにはできない。

「大丈夫だ。安心しろ。天才のボクなら、傷は派手でも治りは早いような打ち方ができる」

　関羽が俺の肩にポンと手を置いて言う。

「ほ、本当か？」

　俺はぱっと顔を輝かせる。

「──まあ、もちろん血は出るが」

　関羽はぼそっとそう付け加えた。

「出るの!?」

「まあ死にはしないように力を制御してやる。行くぞ！」

「ちょ、ちょまっ、うひやあああああああああああああああああ」

　演技じゃないガチの悲鳴が天幕中に響き渡る。

　おそらく、幕営の外にも聞こえ渡ったことだろう。





　　　　＊






　その夜、俺は漁師の格好に変装し、船で夜の河へと漕こぎだした。

　船といっても、せいぜい二人しか乗れないような小型のボートで、公園の池でお遊びに漕いだことしかない俺でも何とか操れるサイズだ。

　俺は前に進むのに苦心しながらも、何とか曹操軍の船に近づいていく。

「止まれ！」

「誰だ！　貴様は！　名を名乗れ！」

　警備に当たっていた兵士がそう叫んで、俺に矢をつがえた弓を向ける。

「劉備の参謀の諸しよ[image: ]かつ亮りよう孔こう明めいにございます！　曹操様に内々にお伝えしたいことがあり、恥を忍んでまかりこしました。どうか後ご生しようですからお取り次ぎください」

　俺はボートを漕ぐ手を休め、悲痛な声で懇願する。

「おい。どうする？　間かん諜ちようかもしれないぞ」

「だからといって、もし本物の孔明だったら勝手に殺したらまずいだろ。とりあえず曹操様に報告して判断を仰ごう」

　そう言って、見張りの兵士の一人が姿を消す。

　三十分ほどそのままボートで河にぷかぷか浮かんでいると、曹操軍から幾いく艘そうかの小舟がやってきて、俺を取り囲んだ。

　俺が武器を持っていないことが分かると、曹操軍の兵士たちは俺を後ろ手に縛って、曹操の元まで連行していった。

　幾重もの船の囲いに守られた中心部にある、一番大きな船に、俺は連れてこられる。

「お久しぶりですわね。孔明。随分と愉快な格好ですけれど、一体どういったご用件です？　わざわざ私に殺されにきてくれたとでもおっしゃりますの？」

　曹操は船べりに腰をかけ、優ゆう雅がに洋酒をたしなんでいた。

　その横では許きよ褚ちよが油断なく俺に目を光らせている。

　他にも、いい服を着た、偉そうな感じの人間がたくさん集まっている。

　どうやら戦場パーティーでもしていたらしい。

　さすが曹操。余裕だな。

「そうおっしゃられるのも当然です。俺は一回、曹操様のせっかくのご厚意を無む下げにしたのですから。しかし、俺がもはや頼れるのは曹操様しかおられないのです」

「もったいぶらずに、本題に入りなさい。回りくどいのは嫌いです」

「はい。……まずはこれをご覧ください」

　俺は上着を脱ぎ捨て、素肌を露あらわにして、曹操に背中を向けた。

　周囲から驚きのうめき声が上がる。

「──これは一体どうしたんですの？」

　曹操が目を見開く。

「……劉備に鞭で打たれたのでございます」

　俺は視線を伏せる。

「あらとっても痛そうですわね」

　曹操は俺にゆったりと歩み寄って来て、俺の背中に洋酒を垂らした。

「痛っ」

　俺は苦痛に顔を歪める。

「どうやら本物の傷のようですわね」

　曹操はしげしげと俺の傷を眺めた。












　この反応。やっぱり偽ぎ装そう降こう伏ふくを疑ってやがる。

「お疑いならさらに触ってお確かめください。先ほど血が止まったばかりですから、お手で触れていただければ、すぐに再び傷口が開くでしょう」

　俺は殊勝に呟く。

「結構ですわ。それで、あなたは鞭を打たれるに値する罪を犯したんですの？」

　曹操が俺の顔をじっと見ながら問うてくる。

「さあ。ただ、俺は劉備が持久戦を主張なさるので、曹操様の軍は精強かつ数も膨大ですので、行軍の疲れが残っている今の内に戦を決さなければ、万に一つも勝ち目はないと進言申し上げただけです」

「正論ですわね。それなのに、劉備はあなたを罰したと？」

「俺が、短期決戦が無理ならば曹操様に降伏された方が良いと進言したのが、よほど気に障さわったようです。軍の士気を下げる発言だとして、最初は死罪を申し渡されたのですが、徐福のとりなしにより、鞭打ちに刑が減じられたのです」

　俺はそうありのままを報告する。

「法律と刑罰は厳格に運用しなければ効果を発揮しないというのに、全くなっていませんわね。それで、あなたは不当な扱いを受けたから、私に降伏したいと申しますの？　一度の乱心で主君を見限るなんて、あなたの忠誠心はその程度のものでしたの？」

　曹操は逆に俺を叱責するように言った。

　俺は試されている。

　ここからが本番だ。

「百度乱心なさるなら、百度とてお諫いさめしましょう。身体の痛みならば、いずれ治ります。問題にするまでもありません。しかし、心の痛みはいかんともしがたいのです。あれさえ、あの現場にさえ遭遇しなければ、俺は今も変わらない忠誠をあの方にお捧げすることができたものを！」

　俺はそう慟どう哭こくする。

「落ち着きなさい。一体何を見たんですの？」

「劉備の本性です。劉備は俺が痛みで意識を失っていると思い、油断していたのでしょう。いや、事実気絶していたのですが、途中で目を覚ましたのです」

　俺は身体を震わせて言った。

「……詳しく申してみなさい」

「劉備は、関羽や張飛と共に、大胆にも曹操様を打ち破った後の報酬の取り分を相談しておりました。彼女たちの議論の内容は、いかに自分たちが贅沢な暮らしをするかばかりで、そこに漢や民の一文字たりとて出てきません。劉備たちは志もなく、大義もなく、ただ自らの保身と安楽な生活を求める董とう卓たくと変わらない奸かん臣しんでございました。俺はそれが我慢ならないのです」

　俺は口からでまかせを述べ、再び泣き伏す。

　でまかせと言っても、完璧な噓ではなく、一部に最初俺が劉備に出会った時に幻滅した本当の内容が含まれているから、かなり真実味のある語りになっているはずだ。

「あなたも見たんですの。それはご愁しゆう傷しようさまでしたわね」

　曹操は瞳を閉じて頷く。

「では、曹操様も劉備の醜しゆう態たいをご覧になったのですか？」

　俺は口を大きく開けて言う。

「ええ。一時期劉備が私の元に身を寄せていた時に。あの草鞋わらじ売うりは上うわ辺べだけ取り繕うのは上手いですが、その実は志も野望も戦略もない、行き当たりばったりで生きているだけのただのチンピラですわ。私、ああいう適当な輩やからが一番許せませんの」

　曹操が苦々しげに吐き捨てる。

「そこまでおっしゃって頂けるなら、俺の気持ちも分かって頂けるのではありませんか。俺は確かに劉備の本性を一目で見抜くことができない愚か者ではございますが、山の庵いおりを捨てて世に出たのは、世を救い、民を安んずるためであって、決して奸臣に贅沢をさせるためではないのです」

　俺は顔を上げて、まっすぐに曹操の瞳を見つめた。

「なるほど、それで劉備を見限り、私に仕えたいという訳ですか。つまりあなたは認めますのね。私が劉備より優れた器を持った、天下を治めるに足る人物であると」

　曹操が身体全体から覇は気きをみなぎらせて言う。

　普通ならば、ここで曹操の威圧感に負けて、一も二もなく頷いてしまう所だろう。

　しかし、それじゃダメなのである。曹操が求めているのは英雄であって、凡夫ではないのだ。

「それはわかりません」

「なんですって？」

　曹操がすっと目を細める。

「俺は噂だけで判断して劉備に仕え、痛い目を見ました。だから、今、曹操様について噂だけに基づいて軽々しく器がどうのとはいえません。実際にお仕えさせて頂き、その器を近くで拝見する機会を頂ければ、これ以上の幸いはございません」

　俺は曹操の前に平伏して言った。

「ふふふふ、言ってくれますわね。いいですわ。……あなたの言葉を信じて差し上げます。私の下で、存分にその器量を確かめるがいいですわ！」

　曹操はカラカラと笑って、残りの酒を一気に飲み干した。

「恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。では、手始めに、一度、劉備の陣営に戻り、糧りよう秣まつや軍需物資を奪い、船をもって曹操様に献けん上じようしたく存じます」

「それはいいですわね。孫子も、『敵の一いつ鍾しようを食べるのは味方の二十鍾に相当する』と申しておりますから」

　俺の提案に曹操が頷く。

「待ってくださいー。曹操様ー。口だけなら何とでも言えますー」

　許褚が膨れ顔で口を差し挟んできた。

（来たな）

　前に会った時も、許褚は俺が気に食わないのか色々突っかかってきたし、今日も絶対口を挟んでくると思っていた。

「許褚様のご意見はもっともです。では、先ほど申し上げた作戦の他に、すぐに効果の出る策を献上し、曹操様のお悩みの一つを今この場で解決して差し上げたいと存じます」

「悩み？　あなたは私の心が読めるとおっしゃるんですの」

　曹操が探るような目つきになって言う。

「もちろん、深い御心の全てを知ることはできませんが、曹操様の陣を観察すれば、その内の一部くらいは察することはできます」

「申してみなさい」

「では僭せん越えつながら、遠慮せずにお尋ねします。曹操様は、水軍の間に流行っております病にお困りなのではございませんか？」

　俺は、周りの船を見渡して言った。

　今俺が乗ってる船は大きいから揺れはそれほどでもないのだが、他の船では乗り込んだ兵士たちがひっきりなしに船べりに身を乗り出して嘔おう吐としている。

「確かに、それは私の懸念していたことですわ。私の軍の大半は、水や土地に不慣れですから、嘔吐の病が発生し、たくさんの死者が出ているのです」

「何か対策はされてますでしょうか」

「もちろんです。水軍を任せております、蔡さい瑁ぼうと張ちよう允いんが、日夜訓練に当たって、兵たちが水に慣れるように訓練しておりますわ」

　曹操は即座に答えた。

　蔡瑁と張允は、曹操に降伏した劉りゆう表ひようの元臣下である。つまり、まだ曹操の部下になってから日が浅く、信頼関係は十分に構築されてないはずだ。

「なるほど。曹操様の施されている方法は着実であり、まことに優れておられますが、戦を目前に控えた現在の状況を考えますと、まだ万全ではございません」

「確かに十分な効果が上がっているとはいいがたいですけれど。では、孔明。あなたはこの問題を万全の状態にすることができる策があるというのですね」

「はい。おっしゃる通りです。私の策によれば、全ての水軍は病気にかからず、楽に勝利を手にすることができます」

「是非聞かせてもらいたいものですわ」

　曹操が先を促す。

「簡単なことです。曹操様もおっしゃった通り、北方の兵士は船に乗ることに不慣れですから、船が揺れると病気にかかるのです。そこで、大小それぞれの船を組み合わせ、五十隻を一組にして、舳へ先さきと船尾を鉄の鎖で数珠じゆずつなぎにし、その鎖の上に板を置いたならば、人間はもちろん、馬でさえ船の間を駆けることができます。こうして前進すれば、風や波や、潮の流れで船が上下に揺れても、何の心配もありません」

　俺は自信ありげに語って聞かせる。

　これが、俺が孫権たちの前で言った『連れん環かん』。つまり、『連環の計』の詳細だ。

「なるほど、その手がありましたわね！」

　曹操が手を叩き、顔に喜色を浮かべる。

「あくまで愚かで浅はかな俺の意見です。配下の皆さんと相談された上、曹操様自身でご判断くだされば幸いです」

　俺は再び平伏して言った。

「そうですわね。では早速、蔡瑁と張允を呼んで、策を検討してみますわ。孔明もこのまま議論に参加してください。もちろん、構いませんわね？」

「もちろん。ご随ずい意いに」

　曹操の確認に、俺は平伏する。

「では、二人を呼んできなさい」

　曹操がそう命令するとただちに伝令が動き出す。

「蔡瑁参りました」

「張允、参りました」

　十分ほどした後、いかにもモブ顔な女二人が、俺の前に連れてこられた。

「──という策なのですが、二人はどう思いますの？」

　曹操は俺の伝えた作戦をそっくりそのまま二人に話して、策の成否を問うた。

「いけません！　それは全く水軍のことを知らない、素人の浅はかな意見です！」

「蔡瑁の申します通りです。確かに船を鎖で繋げば安定はしましょうが、もし火攻めにあったら避けるのが困難です。この者は曹操様をたばかろうとして申しているに相違ありません！」

　蔡瑁と張允はたちまち猛烈に俺の意見に反対してきた。

「……あなた方は私を侮あなどっているんですの？」

　曹操が声を押し殺して言う。

「は？」

「いや、決してそんなことはございません！」

　蔡瑁と張允が慌てて首を振る。

「火攻めには風の力を借りることが必須ですのよ。私とて馬鹿ではありません。事前にこの土地の者を捕まえ、この季節の長江は風の方向が一定であり、我々が常に風上にいることはとっくに確認済みですわ。敵が火を使えば、自軍を焼くことになるような状況で、火攻めが問題になりますか。二人とも、孔明に手柄を取られるのが嫌でわざと反対してるんじゃありませんわよね」

　曹操が不信感をにじませて、二人を難なん詰きつする。

　元々、曹操は猜さい疑ぎ心しんの強い性格の上、すぐに主君を裏切って、仕える先を変えるような人間が嫌いだ。つまり、元からこの二人を信用してないのである。

「も、もちろん、そんなことはありません。よくよく考えて見れば、確かに悪い作戦ではありませんね」

「ええ。今すぐに進めるべき策かと思います」

　蔡瑁と張允が曹操の顔色を窺うかがい、ころっと意見を変える。

「ふう……。もういいですわ。訓練に戻りなさい」

　曹操は失望したようなため息をついて、蔡瑁と張允を追い返す。

「はっ」

「失礼します」

　蔡瑁と張允は、気まずそうにそそくさとその場を離れた。

「全く。気を悪くしないでくださいね、孔明。私は十分な水軍を有していないため、あのような凡婦でも使わない訳にはいかないのです。すぐに鍛か冶じ師しに命じて鎖を作らせ、あなたの策を実行しますから」

　曹操は俺に向き直ると、笑顔で告げた。

「恐縮です。あの二人も浅せん慮りよとはいえ、曹操様への忠義からお諫いさめしただけでしょう。俺は気にしていません」

　俺は笑顔で答えた。

「さすがは孔明。英雄の器ですわね」

　曹操が俺の返答に満足げに頷いた。

「ですが……」

　俺はふと顔を曇らせ、言葉を詰まらせる。

「どうしたのです？　まだ気になることでも？」

「いえ。失礼しました。何でもないのです」

　俺は何事もなかったように笑顔になって首を横に振る。

「言いかけでやめられると気になるではありませんか。私が申してみなさいと言っているのです」

　曹操が再び俺に催促する。

「讒ざん言げんを弄ろうする男などと思われたくありませんので、あまり、口に出したくはないのですが……曹操様もご存じかもしれませんが、孫権が蔡瑁と張允の二人を調略し、寝返らせる密約を交わしたという噂があります」

　俺は声を潜め、他の者には聞こえないような小声で、曹操の耳元で囁く。

「確かに間諜からそのような情報も入っておりますわね。やはり本当ですの？」

　曹操も小声で返してきた。

　もちろん、その情報は孫権が意図的に陣営に広めて回っている偽情報である。

「再三申し上げております通り、俺には人を見る目がありませんので、この噂が、本当か、それとも孫権がわざと噂を流し、曹操様ご自身にあのお二人を処罰させることで、あなた様の水軍の力を削そごうとしているのか、判断がつかないのです」

　俺は困り顔でうそぶいた。

「そうですか。孔明は、向こうに戻ったら、私のために情報を入手してもらうことはできますの？」

「曹操様がおっしゃるのならば、もちろん鋭意努力致します。ですが、見ての通り、俺は劉備軍ですので、元々孫権軍の情報には近づきにくい上、今は劉備にさえ疎うとまれている状況ですから、どこまで確度の高い情報を手にできるかどうか……。下手すれば、逆に怪しまれ、この度の降伏のことまで露見しはしないかと、心配です」

　俺は自分の無力さを悔しがってるかのように、唇を嚙みしめてうなだれる。

「それもそうですわね。無理を言いましたわ。その件は、私が解決しますから、孔明は心配しなくていいですわよ。私の配下に、呉ごの中枢にいる周しゆう瑜ゆの幼馴染の人間がおりますから、それを使って呉の真意を探らせますわ。あなたは自分の仕事に集中なさい」

　曹操が背伸びして、俺を慰めるように頭を撫でてきた。

　そうだ。これでいい。曹操は頭がいい上に疑り深いから、俺から蔣しよう幹かんの名前を出せば、必ず慎重になるだろう。しかし、曹操自身が考えて結論を出すように仕向ければ、その心配はない。

「そのような人材までそろえていらっしゃるとは、さすがは曹操様ですね。では、俺はそろそろ劉備軍に戻ります。あまり長いこと陣を空けると、劉備に怪しまれますから」

　俺は嫌味にならない程度に曹操を誉ほめ、そう切り出す。

「わかりましたわ。あなたの働き、太いに期待しておりますわよ」

　曹操が尊大に言った。

「はい。俺が船で降伏する時には、船に白い旗を掲げてお伺いしますから、それを目印にしてください」

　俺はそう言い残して、一人ボートへと戻る。

　これで、俺はひとまず自分に与えられた役目を果たした。

　後は、周瑜たちが上手くやってくれるように祈るだけだ。





　　　　●　　　●　　　●






「──そういう訳で、蔣幹。周瑜の幼馴染のあなたには、呉の陣地に向かい、私たちの軍の蔡瑁と張允が敵方に内通しているという噂の真偽について、確かめてきて欲しいんですの。危険な任務ですが私のために働いてくださいます？」

　曹操が粛々と作戦を語る。

「お任せください。この蔣幹、自慢の二枚舌を頼りに、必ず周瑜の懐に入り、情報を入手して参ります」

　蔣幹は意気込んでそう言った。

「頼もしいことを言ってくれますわね。作戦に必要な物があれば申しなさい。今すぐに用意させますわ」

　曹操は満足げに頷き、蔣幹にそう呼びかけた。

「小舟と、それを漕がせる二人の下げ僕ぼくだけ用意して頂ければ十分でございます。あまり人を多くしても周瑜を警戒させるだけですので」

　蔣幹はかしこまって言った。

「ただちに手配しておきます。私の望みを叶えてくださった暁あかつきには必ず褒ほう美びを取らせましょう。期待しておりますわよ」

　曹操が蔣幹の肩に手を置いて言う。

「はっ」

　蔣幹は深々と頭を下げた。

　やがて、一刻も経たない内に、小舟とその漕ぎ手が準備された。

　いそいそと蔣幹はその船に乗り込む。

（やっと自分にも運が巡ってきた）

　呉の陣地へと揺られていく船の中で、蔣幹はほくそ笑む。

　曹操が天下をとることは、誰の目にも明らかな、当然来たるべき未来である。もはや大勢が分かった以上は、少しでも早く曹操の下につくのは当然であり、さらに彼女の覚えがめでたくなるような手柄を立てなければ出世はおぼつかない。この戦いが終わり、曹操が呉を制圧すれば、ほぼ中国は平定され、手柄を立てる機会などそうそうなくなってしまうから、いわばこれは最後の大きなチャンスだといっても良いだろう。

　何としても任務を成功させなければならない。

「何者だ。止まれ！」

　警戒にあたっていた呉の兵士が、蔣幹に矢をつがえた弓を向けて叫ぶ。

「私は蔣幹である！　武器を降ろせ！　こちらは丸腰だ！」

　蔣幹は手を挙げ、漕ぎ手を制止して言う。

「何の用か！」

「周瑜に会いに来た！　彼女に『昔なじみの蔣幹が来た！』と伝えてくれ」

「……ちょっと待っていろ」

　呉の兵士が、陣を奥へと駆けていく。

　蔣幹たちは、桟橋に船を横づけするところまでは許されたが、上陸は認められず、そのまま留め置かれた。

　やがて、兵士が周瑜と共に戻って来た。

　昔とは比べものにならないくらいに出世した周瑜は、贅沢な縫い取りをした衣装を着て、周りにたくさんの将官を従えていた。

（『鶏けい口こうとなるも牛ぎゆう後ごとなるなかれ』を実践したつもりか。周瑜よ。だがそんなものは無意味だぞ）

　蔣幹は心の奥底で強烈なライバル心をたぎらせる。

　周瑜は確かに出世した。しかし、どんなに栄達を遂げようと、所しよ詮せん呉は小国。曹操の率いる魏ぎに滅ぼされてしまえば、周瑜とて、ボロを纏まとって物を乞こう身分になろう。大切なのは勝ち馬に乗ることだ。

「久しぶりどすな。蔣幹はん。あんじょう元気にやってはりますか」

　周瑜がとぼけた調子で問うてきた。

「ああ、何とかやっている。周瑜殿こそお変わりないか」

「ぼちぼちどすなあ。さ、こんなところで話すのもなんどすから、こちらへおいでやす。ウチが孫権はんに頼んで、蔣幹はんを歓迎する宴会を催もよおしてもらいますよってに」

　周瑜が蔣幹の手をとって、桟さん橋ばしに引き上げる。

　都合がいい。酒が入れば、参加者たちは皆、口が滑りやすくなるだろう。蔡瑁と張允の情報も手に入る可能性がぐっと高まるに違いない。

「友の君がそう言うなら、無下にはできまい」

　蔣幹は頷いて、周瑜の後に続いた。
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　空が茜色に染まる頃になって、蔣幹は一つの天幕の中に案内された。

　そこにはすでに宴うたげの用意が整っていて、呉の主だった武将たちが席を埋めている。

「初めまして蔣幹はん。ワイが孫権や」

　一番奥の上座に腰かけていた孫権が立ち上がって、一礼する。

「孫権様。ご高名はかねがね伺っておりました。今日は私のためにこのような素晴らしい宴会を開いて頂き、感謝の念に堪えません」

　蔣幹も深々と礼を返す。

「かまへん。かまへん。周瑜の親友なんやったら、ワイにとっても家族と同然や。今日は存分に楽しんでいってや」

　孫権はそう言って、蔣幹に自身の隣の席を勧めた。

「ご厚情感謝致します」

「ほな。始めるとしましょか」

　周瑜が蔣幹の隣に腰かける。これで、孫権と周瑜に左右を挟まれる形だ。

　蔣幹は適当に二人と世間話をした後、お酌に回るフリをして、宴席に集まった者たちに、蔡瑁と張允の情報を聞いて回る。あの手この手で真相を吐かせようとしたが皆、一様に口が堅く、望むような情報は得られなかった。

「ふう……。周瑜殿。杯が空だ。私が注ごう」

　再び与えられた席に戻った蔣幹は、飲み干された杯を見て、そう申し出た。

「もう結構どす。ウチが酒に弱いの、蔣幹はん知ってはりますやろ」

　乾杯の一杯目を飲んだだけでもう顔を赤くした周瑜が首を振って、器を塞ふさぐ。

（そうだったな。これは使えるぞ）

　蔣幹は脳裏にひらめいた呉の奥深くに潜り込む策に、任務の成功を確信する。

「そんなこと言わずに、飲んでくれ。久しぶりの再会を祝って、私は君と大いに飲みたいのだ」

「しょうがおへんなあ……」

　周瑜が渋々といった様子で杯を受ける。

　その後も蔣幹はなにかと理由をつけて、周瑜に酒を勧め続けた。
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「もうあきまへん。蔣幹はん。かんにんどすえ」

　六杯目の杯を飲み干したところで、周瑜は音ねを上げて、床に倒れ込む。

「ああ。どうしよう。つい楽しくて周瑜殿を酔い潰してしまった。孫権様、申し訳ありません。私が周瑜様を酔い潰してしまった以上、責任を持って介抱させて頂きます。周瑜様の部屋はどちらでしょうか」

　蔣幹は慌てふためくフリをして、孫権に頭を下げた。

「そんなん気にせんでもええのに。蔣幹はんは責任感の強いお人やなあ。──ほなあんた。蔣幹はんを周瑜の部屋に案内したって」

　孫権は感心したように言って、傍らで護衛にあたっていた兵士の一人に命令を下した。

「それではちょっと席を外させて頂きます」

　周瑜を抱きかかえ、案内の兵士の後に続く。

　宴も盛りの天幕を抜けて、野営地を移動する。

　やがて白い天幕の前で、兵士は立ち止まった。

「ここが周瑜様の居室です」

「案内ごくろうさまです。後は私が面倒を見ますから、孫権様の元にお戻りください。私のせいであなたがせっかくのごちそうにありつける機会を逃すのは悪いですから」

　蔣幹は兵士を気遣うかのような声色で言った。

「はっ。ご配慮かたじけない。では、お言葉に甘えて失礼致します」

　兵士が踵きびすを返して去っていく。

　蔣幹は天幕の中に入り、周瑜をベッドに寝かした。

　蔣幹は口角を吊り上げる。

（よし。これで二人っきりになることができた。周瑜の部屋も探し放題だ。いや。いっそのこと、ここで周瑜を殺してしまえば、情報を探るよりも大金星か？）

「ん、んん……蔣幹？　ここはどこでおますか？」

「ああ。君の部屋だ」

　唐突に目を開けた周瑜に、蔣幹は何食わぬ顔で答えた。

「そうどすか……。あっ。あきまへん。気分が悪ぅおます。蔣幹はん。外に出ておくれやす。ウチがとんでもない粗相をするところを、蔣幹はんに見られたくないんどす」

　周瑜はベッドから起き上がり、口を押さえた。

「君と私の仲じゃないか。気にすることはない。どこにでも吐きたまえ」

「そないなけったいなこと。ああ。でも。あかん。ほんまもう無理どす」

　立ち上がった瞬間、周瑜はふらついて、ベッドの脇に置いてあった文ふ机づくえに両手をつく。

「おいおい。どこでもいいとは言ったが、わざわざ貴重な書物を汚すことはないだろう」

　蔣幹は慌てて机から書物や書類を持ち上げる。

（──んっ!?）

　瞬間、蔣幹の視線は、書類の隙間から飛び出してきた書しよ簡かんに記された文字に釘づけになった。

（『蔡瑁・張允　謹んで封ず』……だと!?　これだ！　私は決定的な証拠を見つけた！）

　歓喜に沸き躍る胸を静めながら、蔣幹はこっそりその書簡を懐にしまった。

「オロオロオロオロオロ」

「大丈夫か。周瑜殿」

　蔣幹は残りの書類を一旦その辺の床の上に置き、文机の上にもどし始めた周瑜の背中をさする。

「だいぶ楽になりましたどすえ……」

　やがてそれも治まると、周瑜は力ない声で言って、ベッドにそのまま倒れ込む。

　しばらくは苦しそうに呻うめいていた周瑜だったが、やがて静かに寝息を立て始めた。

「水を取ってこよう。しばらく待っていてくれ」

　蔣幹は周瑜に聞こえてないとは思いつつも、一応、そう言い訳を残して天幕を出た。

　怪しまれないように、急がず、焦らず、一定の歩速で天幕から遠ざかっていく。

　桟橋の側までやってきた時、ようやく蔣幹は全力で走り出した。

「証拠を摑んだ！　さあ曹操様の元に戻るぞ！」

　漕ぎ手に命令を下す。

　夜の闇に乗じて、蔣幹は一いち目もく散さんに曹操の陣営目がけて船を走らせた。
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「以上が、私が実行しました諜報作戦の顚てん末まつでございます」

　蔣幹はことの経緯を報告し、周瑜から盗んできた書簡を曹操に捧げた。

「よくやりましたわ！　蔣幹。『私どもが曹操に降伏いたしましたのは、出世栄達を望んでのことではなく、脅されて仕方なくそうしたのです。機会さえあれば、即刻、曹操の首を周瑜様の元にお届け致します』。よくもまあこんなことをぬけぬけと。──許褚！」

　曹操が震える声で書簡を読み上げてから、苛立たし気にそれを握り潰して叫ぶ。

「はーい。曹操様ー。処刑ですかー？」

　曹操の近くに侍はべっていた許褚が、棍棒を振り回しながら問う。

「いえ。ひとまず、蔡瑁・張允を懲罰室に放り込んでおきなさい。彼女たちがいなくても、孔明の献上した策を用いれば、戦に支障はないでしょう」

「は？　曹操様、蔡瑁・張允を今すぐ誅ちゆう殺さつされないのですか？」

　蔣幹は思わず声を上げた。

「もちろん、真実だと分かった暁には、市中引き回しの上で火あぶりにして処刑しますわ。ですけど、それは呉を滅ぼして、関係者から情報を聴取して、正式な裁判をした後ですの」

　曹操は打ってかわったように冷静になり、書簡の皺を伸ばし懐にしまった。

「曹操様は、私がもってきた証拠を信用されていないのですか？」

　命がけで取ってきた証拠の扱いの低さに、蔣幹は不満げに問う。

「私が指示したのですから、信用はしておりますわよ。ですが、死刑の適用には最大限の慎重さが求められるのです。仮に二人が私に叛はん意いを抱いていても、現状、その脅威を取り除くには、彼女たちから指揮権を奪うだけで十分です。それ以上の措置を行うのはただの感情論ですわ。私は、感情だけで動くあの草鞋売りとは違うんですの」

　曹操は理路整然と説明する。

「おみそれしました。やはり、曹操様こそ、天下を治めるにふさわしい御方です」

　蔣幹は平伏した。

　気分次第で出世させるような君主は、気分次第でまた降格する。

　この主ならば、讒言や追つい従しように惑わされて、人材登用を誤ることはないだろう。仕事さえきちっと果たせば、着実にキャリアを積むことができるはずだ。

　戦の準備は整い、障害は取り除かれた。

　蔣幹の主は必ず勝利し、中ちゆう原げんを制するだろう。

　その暁には、必ず相応の礼でもって、蔣幹に報いてくれるはずだ。

　もし、褒美が選べるのなら、蔣幹はこう言おう。

『呉の領土を私にお任せください』

　故郷に錦を飾り、敗軍の将となった周瑜を、眼前に跪かせるのだ。

　その時こそ、呉の人々は、本当に優れた地元の傑物が誰か、知ることになる。

　蔣幹はすがすがしいその光景を思い浮かべ、自分よりずっと背の低い少女に、心からの服従を捧げた。
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　周しゆう瑜ゆから報告したいことがあるという連絡を受け、俺と、劉りゆう備び三姉妹、それに趙ちよう雲うんという軍の主だったメンバーが、天幕の下に集合していた。

「お邪魔しますえ」

　天幕の中に入ってきた周瑜が、一礼する。

「こんにちは。周瑜さん。敵に偽情報を摑ませる計略は上手くいきましたか？」

　劉備が猫を被った声で問うた。

「当然成功どす。曹そう操そうはんは水軍の大将を更こう迭てつしはったようどすから。ウチが乙女にあらざる恥さらしてまで蔣しよう幹かんはんを騙したんどすから、劉備はんたちにもあんじょう風を吹かせてもらわな困りますえ」

　周瑜が強めの口調でそう確認する。

「もちろん大丈夫です。そうですよね？　孔明？」

「はい。今すぐに準備に取り掛かりましょう。風が吹いたら早速決戦です」

　劉備に問われ、俺は即座に頷いた。

「そうでっか。ほんで、それは具体的にいつなんどす？」

「明後日の夜ぐらいになると思います」

　俺はアバウトに答えた。

「夜言うても長いやおまへんか。兵士たちを常に緊張状態にしとく訳にはいかんのどす。いざという時に働けなくなってしもうたら元も子もおまへんよってに。もうちょっと時間を具体的にしてもらえまへんか」

　周瑜が懇こん願がんするように言う。

「そうはいっても、こちらも微妙を極めた儀式を行いますので、一分一秒を指定するという訳には参りません。天の機嫌を伺わなくてはなりませんので」

　俺は曖あい昧まいに言葉を濁した。

「ほな。明後日の三さん更こうの間っちゅうことやったらどないどすか？」

　更とは、日暮れから夜明けまでを五等分する夜の時間の測り方だったはずだ。つまり、更の一つの区切りは、大体、二～三時間の幅があるということになる。拍手一つで霧を発生させられる龐ほう統とうなんだから、それだけの時間があれば儀式を完遂するのは余裕だろう。

「かしこまりました。周瑜さんがそこまでおっしゃるのならば、三更の間で構いません」

　俺は頷く。

「おおきに。せやけど、もしそれを過ぎおはしたらいかに孔明はんといえども、軍法に従って、死罪の罰を受けてもらうことになりますよってに、覚悟しておくれやす」

　周瑜はそれだけ言い残して、俺たちの天幕を後にした。

「……と、いうことで、周瑜たちが上手くやってくれたようだ。後は風さえ吹けば、すぐにでも決戦になるだろう。山は明後日の夜だ」

　俺は周瑜が立ち去ったのを確認してから、厳おごそかにそう告げた。

「なーなー。哥哥お兄ちやん。それでオレたちは何をすればいいん？」

　張ちよう飛ひが首を傾げて俺を見た。

「何回も説明しただろう。赤せき壁へきで敵を倒すのは兵士をたくさん抱えている呉ごに任せて、俺たちは一番おいしい曹操の身柄を生きたまま確保することを目指す。赤壁の水上戦で負けた曹操は、必ず岸に引き返して、陸上から逃亡するから、そこを待ち伏せするんだ」

　俺は口を酸すっぱくして言う。

「待ち伏せねえ。私も何度も聞くようで悪いけど、普通に赤壁で曹操が死んだらどうすんのよ。そしたら私たち超ださくない？」

　劉備が半信半疑な様子で首を傾げる。

「その時はその時だ。最悪でも荊けい州しゆうの半分はもらえる。もし、船上で曹操を殺せる状況だとしても、どのみち兵力の少ない俺たちが呉を出し抜いて手柄をあげるのは難しい。だから、曹操が兵士の大半を失って逃げてくる状況に賭ける」

　俺ははっきりとそう断言した。

　俺の知っている歴史通りにいくかは確かに不透明だが、中途半端に兵力を分散させるよりはましなはずだ。

「前置きはいいから、さっさと誰がどこにつくのか、作戦を説明しろ」

　関かん羽うが促す。

「ああ。まず趙雲は、三千の軍馬を率いて、烏う林りんの裏道を攻めて、樹木や草が茂った地点を選んで潜んでくれ。曹操軍は必ずこの道から逃走するから、曹操軍が半分通過するのを待って、火を放ってくれ。これで多分、敵の半分は倒せる」

「……烏林には道が二本ある。どっち？」

　趙雲が短く俺に問う。

「荊州に近い方だ。曹操はそこで兵を集め、軍勢を回復してから本拠地に帰ろうとする」

「……わかった」

　趙雲は頷き、それきり目を閉じて黙り込んだ。

「次は張飛だ。張飛は三千人の兵士を引き連れて長江を渡って、彝い陵りようの道を遮断して、葫こ蘆ろ谷こくにひそんでくれ。明後日、雨が降った後、曹操軍が食事を作ろうとして火を起こす煙を見たら、その瞬間に火をかけてくれ。この地点で生け捕りにするのは無理かもしれないが、またたくさんの兵士を削れる」

「おー、わかった。一生懸命がんばるん。でも作戦を覚えられるか心配なん。思い出すためのメモが欲しいん」

　張飛がはにかんで言う。

「わかった。後で書いて渡す。他にも、敗れた敵軍の兵士や武器の鹵ろ獲かくの仕事があるけど、それは曹操の捕獲とは直接関わりのない仕事だから、別途俺が指示しておく。と、いうことで、とりあえず説明は以上だ」

　俺は満足げに頷いて説明を終える。

「ちょっと待って。じゃあ、私は何すればいいのよ」

「このまま俺と一緒に本陣で待機だ。いくら勝ち戦とはいえ、大将を少数の兵士と共に危険な前線に出す訳にはいかない。劉備はどしっと構えていてくれればそれでいい」

　総大将の劉備はもちろんのこと、俺も降こう伏ふくを装った火計の偽装船には乗らないつもりだ。

　もちろん、劉備軍の中にも曹操軍のスパイがいて、俺の行動を監視しているかもしれないから、一応、乗るフリだけはするために船は用意してある。しかし、すでに曹操と降伏の合図は決めてあるし、後は船に火をつけて突っ込むだけなのだから、実際特に俺は必要ない。っていうか戦闘経験のない俺が行っても、むしろ足手まといになる。

　つーかそもそも怖いし行きたくねえ。

「ふーん。そう。わかったわ」

　劉備はやけにあっさり引き下がった。

　まあ、聖人君子を目指す俺との約束があるとはいえ、元々ニート志望だから不自然な反応ではないか。

「天あま人と。姉上の件に関しては賛成だ。だが、貴様は何か大事なことを忘れてないか？」

「大事ー？　なんだろうなー。わかんねーなー」

　俺はこれみよがしに首を左右に傾けながら、とぼける。

「貴様、わざと気づかないふりをしているのか。ボクだよ。ボク！　ボクの役目がないとはどういうことだ。姉上に従って今まで経験してきた何度もの戦で、いつも一番の活躍をしてきたのは何を隠そうこのボクだぞ！」

　関羽がしきりに彼女自身を親指で示して、俺にアピールしてくる。

「知ってるよ。だから俺も最初は、関羽に最後の超重要かつ天才にしかできない任務を任せようと思ってたんだよ。だけど、残念ながらお前を行かせられない事情があってな」

「どう考えてもボクにしかできないスペシャルな仕事じゃないか。事情とは何だ。言え」

　関羽が恫どう喝かつするような口調で先を促す。

「関羽って一回曹操に捕まってめっちゃ厚遇されてただろ。お前は義に厚い奴だから、その時のことを恩に感じて、曹操を逃がしちゃいそうで怖い」

　俺は正直にぶっちゃける。

「何だそんなことか。全く天人はどうしようもない心配性だな。曹操は確かにボクを厚遇してくれた。でも、ボクだって、曹操のために顔がん良りようと文ぶん醜しゆうっていう、曹操軍の奴らが誰も倒せなかった武将を片づけてやったから、もう恩返しはとっくに済んでる。だから何の問題もない！」

　関羽が声こわ高だかにそう主張する。

「関羽がそこまで言うんなら信じたいけど、それでも俺は不安だな。もし、逃がしたら、お前はどんな罰を受ける」

　俺は腕組みして、関羽の表情を窺うかがう。

「そうだな。もしボクが約束を破ったら、貴様の言うことを何でも一つ聞いてやる。なんなら兄上と呼んでやってもいいぞ。まあ、そんな屈辱的な事態には絶対ならないがな」

　関羽は自信満々にそう言って、鼻を上へとそらした。

「わかった。そこまで言うなら、仕事を任せる。関羽は五百の兵士を率いて、華か容ようの裏道の小高い場所に薪を積み上げて、火を放ってくれ。煙で曹操を引き付けるんだ」

「馬鹿か。お前は。煙なんかみたら、曹操は伏兵がいると思って来る訳ないだろう」

「来るんだよ。長ちよう坂はんの時と同じだ。曹操は敵の裏を読むから、煙を見たら、俺たちが虚勢を張ってると思って、やってくるんだ。だから、絶対に曹操を見逃すんじゃないぞ」

「本当か？」

「ああ。もしこなかったら、俺は関羽の言うことを何でも一つ聞いてやるよ。これでおあいこだろ？」

　俺はさっき関羽が言ったのと同じ約束をする。

「わかった。そこまで言うならいいだろう。天人を信じよう」

　関羽が頷うなずく。

「よしっ。これで話はまとまったな。じゃ、各自早速行動を開始してくれ！」

　俺は手を叩いて、解散を促す。

　関羽と張飛と趙雲は、それぞれ先を争うように天幕を後にした。

「ねえちょっと天人」

　みんながいなくなってから、劉備が小声で話しかけてきた。

「なんだ？　劉備」

「関羽はああ言ってるけど、実際に曹操がやってきたら、多分あの子逃がしちゃうわよ。関羽は調子にのりやすいところがあるし、曹操は小賢しい上に口も達者だから、きっと上手くまるめこまれちゃうと思うの」

　劉備が姉の顔で関羽を心配する。

「ああ。知ってるさ。だから、もしもの時のために、もう一つ備えをしておくつもりだ」

「備え？」

「劉備様！　孔明様！　徐じよ福ふくです。入ってもよろしいでしょうか！」

　劉備が俺に向かって首を傾げた瞬間、外から声が聞こえた。

「おお！　徐福。いいぞ。入ってくれ」

「失礼致します。それで、どういったご用件でしょうか？」

　しずしずと中に入って来た徐福が首を傾げる。

「ああ。徐福の能力を見込んで、是ぜ非ひ頼みたい仕事があるんだ。曹操が逃げ出した後の最終地点の南郡に、残りの千人の兵士を率いて、待機していて欲しい。ボロボロになった曹操がやってくるだろうから、絶対に生かしたまま捕獲してくれ。ぐずぐずしてると曹操の援軍が来ちゃうから素早くな」

　現状、曹操を殺すことに意味は薄い。もし殺しても、誰かが後継者となれば、そいつは正統性を証明するために、真っ先に俺たちに弔とむらい合がつ戦せんを挑んでくるだろう。強大な国力を持つ魏ぎと真っ向からぶつかれば、曹操がいなくても、どのみち俺たちは滅亡する。

　かといって、俺の知ってる演義の三国志みたいに曹操を逃がすのはどう考えても悪あく手しゆだ。本家の孔明さんは『天文現象を観察したら、まだ曹操が死ぬ時ではないと分かったから』という微妙な理由で曹操を逃がすのだが、俺の知っている三さん国ごく志しではそれ以降、劉備たちは一度も曹操を殺す機会には恵まれなかった。結果的に考えれば、絶対にこの時に曹操を何とかするべきだったのだ。

　なので、三国志を知っている俺としては、ここは絶対に曹操を捕まえて、魏と交渉できる機会を摑まなくてはいけないのである。

「無論、それは構いませんが……。先ほど、ここに来る途中で顔を合わせた関羽さんが『ボクは最後に曹操を捕まえる超重要な任務を与えられているんだ』と嬉しそうにおっしゃっておられましたが？」

　徐福が関羽を気遣うように言った。

　おそらく徐福は、関羽の手柄を奪ってしまうことを心配しているのだろう。

「もちろん、関羽が曹操を捕まえればそれでいいさ。でも、もしもってこともあるから、一応な。まあ、無駄足に終わったら、徐福には何の手柄も立てさせてやれないからそこは申し訳ないけど」

　俺は弁解するように言った。

「私は別に出世を望んで劉備様にお仕えしている訳ではありませんから、それは一向にかまいません。関羽様が大手柄をあげられたら、私はお祝いの詩でも歌ってさしあげることに致します」

　徐福は笑顔で頷く。

　いきなり歌ったりしてちょっと変だけどやっぱいい奴だよ徐福。

　最初に曹操への降伏を阻止しておいて本当によかった。





　　　　＊






　それから約二日間、周瑜が儀式に指定した時刻の前まで、俺は天幕の下で英気を養った。

　そして当日、スマホに設定したアラームが鳴り、俺は仮眠から起き出す。

　時間を見ると、夜の八時。もちろん、スマホの時刻は日の出の時刻を頼りに適当に合わせているだけだから、誤差はあるだろうが、今が一いつ更こうの間であることは間違いない。余裕を持って今から儀式の準備を始めよう。

　俺は陣地を出て、まずは作業用に劉備軍の兵士を何人か借りる。それから、事前に龐統から指示されていた、儀式に必要な道具一式を持って、小高い丘に登る。

　そこでは、すでに龐統（ブサイクに変装バージョン）が俺を待ち受けていた。

「兄あに者じや。来たでゲスな」

　龐統は醜い顔をにやりと歪め、俺の傍らに小こ姓しようのように控えた。

「周瑜に三更の間に風を吹かせるように言われたんだが、問題ないよな？」

　俺は一応、小声で龐統に確認する。

　空には雲一つなく星が瞬き、そよ風すら吹かない。

　こんな状況から風を起こすというのだから、龐統は大したものだ。

「もちろんでゲス。儀式は三十分もあれば余裕なのでゲス」

　龐統が頷く。

「ああ。それじゃあ、儀式の準備をしよう！」

　俺は偉そうにそう宣言したが、実際のところは、龐統から囁ささやかれた情報を、右から左に兵士たちに伝えるだけだ。

「まずは、東西南北に赤土を盛って、風の神を祭る祭壇を作ってくれ」

　周囲に、広さ五平方メートル、高さ一メートルくらいの祭壇が次々に作られていく。

「さらにその祭壇に、それぞれ七本の旗を立ててくれ。東は青。西は白。南は紅。北は黒の旗だ。一本一本の旗は、天の星々の象徴であり、これで、蒼そう龍りゆう、白びやつ虎こ、朱雀すざく、玄げん武ぶの四つの幻獣が全て揃ったことになる」

　正直あまり意味は分かってないが、朱雀とか蒼龍とか聞くと俺の奥底に眠っている厨ちゆう二に魂だましいがぞわっとする。

　その後も、いい匂いのする煙が出る香こう炉ろを設置したり、兵士たちを道士っぽい服に着替えさせて祭壇に配置するなどの諸もろ々もろの準備が進み、二更も終わりになる頃には、ザ・オリエンタルみたいな怪しい雰囲気の儀式場が完成した。

「よし。儀式にかかる時間が今から三十分くらいなら、ちょうど三更のはじめ頃に風が吹くことになるな」

　俺はスマホを見て、そう確認する。

「そうでゲスね。じゃあ、早速始めるでゲスか？」

「ああ。そうだな。本当に俺は突っ立ってるだけでいいんだな？」

「兄者は風が吹くように心から願ってくれればよいのでゲス」

　龐統が頷く。

「では、儀式を始める！　みんな、勝手に持ち場を離れてはならない。私語は慎め！　驚いたり怪しんだりしてもいけない」

　俺は最後にそう命令したきり、合がつ掌しようして立ち尽くした。

　風が吹かなければ赤壁では勝てない。

　勝てなければ、俺たちは曹操に殺される。

　劉備を理想の君主にしてやることもできない。

　だから真剣に祈る。

　……。

　……。

　……。

　一向に効果が現れない。

　じっとしているから時間の経過を遅く感じているだけだろうか。

　一瞬目を開き、ポケットから取り出したスマホをちらりと見ると、もう三十分は経過していた。

　まあ、まだ誤差の範囲か。

　……。

　……。

　……。

「……おかしいでゲス」

　龐統がぽつりと不吉なセリフを呟いた。

「ど、どういうことだ？　俺の祈り方がまずかったのか？」

　俺は慌てて目を開く。もうすでに儀式から一時間半以上が経過していた。

　高校の合格祈願以上の本気度で願ったのだが、まだ必死さが足りなかったというのか。

「違うのでゲス。これは何か外部的な要因が影響しているのでゲス。何者かが、拙せつ者しやの儀式を妨害してるようなのでゲス」

　龐統が額に脂汗を滲ませて呟く。

「妨害って。まさか曹操か!?　作戦がバレたか？」

　だとしたら、もうおしまいだ。急いで撤退準備にかかるしかない。

「違うのでゲス。この気が来る方向は南。つまり──呉の陣営なのでゲス」

　龐統が鼻をひくひくしながら答える。

「呉が!?　ありえねえ。風が吹かなきゃあいつらも終わりなのに何で妨害するんだ！」

　俺は驚きよう愕がくに目を見開いた。

「……先ほど、兄者は『周瑜に三更の間に風を吹かせるように言われた』とおっしゃっていたでゲスな。周瑜は遅れた時のことを何か言っていなかったでゲスか？」

　龐統が思い出したように言って、俺を横目で見た。

「そういえば遅れたら軍法に従って俺を殺すって言ってやがったな。……っつ。そうか！　あいつらは俺を殺すために、儀式を遅らせようとしているのか！」

　俺は真相に気づいて、唇を嚙みしめる。時間内に風が吹かなければ、周瑜は俺を殺す大たい義ぎ名めい分ぶんを得てしまうのだ。

「そのようでゲス。妨害で引き延ばしつつ、儀式の成立自体はさせるつもりなのでゲス」

　龐統が歯ぎしりする。よほど強く嚙みしめたのか、本物か偽物かもわからない黄色い歯が地面へと落下した。

「くそっ。呉に妖術を使える奴なんていたか!?　俺の知っている三国志にはいねえ！」

　俺は混乱して叫ぶ。

「拙者が知るところでゲスと、呉でこれができる人間といえば、于う吉きつくらいでゲスな」

　龐統がちょっと考えてから呟いた。

「ええ!?　確か、于吉って妖術嫌いの孫策に殺されたんだろ!?　孫権の兄の！」

　俺は記憶を掘り起こして叫ぶ。

「拙者もそう思っていたでゲスが、実は殺さずかくまっていたのかもしれないでゲス。調査不足で申し訳ないでゲス。拙者は冷遇されているが故、孫権たちが本気で隠している情報までは入手できなかったのでゲス」

　龐統が申し訳なさそうに頭を下げた。

　三国志を読んでいても微妙だと思ってたけど、やっぱり呉って糞だわ！

「お前のせいじゃない。龐統。それよりお前は于吉には勝てるのか？」

「于吉は所詮、小手先の呪まじないで民衆をたぶらかすがせいぜいの雑ざ魚こなのでゲス。術者としての力は拙者の方が上でゲス。……しかし、成し遂げるよりも足を引っ張る方がずっと簡単だというのも世の中の真理なのでゲス。時間内に儀式が完成するかどうかはかなり微妙になってきたのでゲス」

　于吉は苦しそうに言葉を繰る。

「何か、俺に手伝えることはないのかよ！　祈る以外に！」

　俺はもどかしくなって叫ぶ。

「そうでゲスな。一般的に言って、儀式の力を増すための神への捧げ物としてふさわしいのは、踊りと音楽でゲスが、巫み女こも楽器もここには──」

「あるぞ」

　困り顔の龐統に俺は即答する。

「本当でゲスか!?」

　龐統が声を明るくして言う。

「ああ。俺が踊る」

「兄者が!?　しかし、舞手には純潔が求められ──」

「童貞だ！　問題ない！」

「そ、そうでゲスか。でも、音楽はどうするでゲスか!?　楽器は急には用意できないでゲスよ!?」

「楽器はないけど、俺にはこれがある！」

　俺はスマホを取り出して、地面へと置いた。

　ミュージックのプレイリストを開いて、音楽を選ぶ。

　インドア系の俺が曲に合わせて踊りができる曲などそう多くはない。迷わず曲を選んで、『再生』を押す。

『イヤッフウウウウウウ！　ヒャアッハー！』

　一瞬の間の後に、世紀末感溢れるモヒカンじみた特徴的なイントロが流れ出す。昔、今でいうところのクラブやディスコとかいう盛り場でよくかかっていた音楽だと教師は言っていたが、詳細はよく知らない。

「兄者も妖術が仕えたでゲスか！　だったら早く言って欲しかったでゲス！」

「妖術じゃないけど！　まあいいや！　とにかく、踊るぞ！」

　俺が叫ぶと同時に、サビが始まった。

『荒野を走る一陣の風！　響く無数の馬ば蹄てい！　阻む壁はない！　阻む人もない！』

　確か原曲は外国語メタルミュージックだったはずだが、孔明先生の翻訳チートのおかげか、日本語に聞こえる。

　つーか。こんな意味だったんだ。

　思ったよりも戦場と風を呼ぶ祭りに合う感じの内容でテンションが上がり、俺はノリノリで踊り始めた。

『先頭で導く男！　いずれ四海を制する王！　今はまだただの荒くれ者！』

　もちろん、俺が好きで覚えた踊りじゃない。

　体育の授業でダンスのテストがあるから、仕方なく覚えただけだ。

　当時は恥ずかしいんじゃ死ねカスと思っていたけれど、今となってみれば、ダンスが必修化されていて良かった。

　ありがとう文科省。

『雷鳴のごとき威勢！　あらゆる世界に破壊と絶望をまき散らす！』

　頭と腰を振り、ステップを踏み、ターンを決める。

「いいでゲスよ！　力が高まっているでゲス！」

　龐統が歓喜と共に叫ぶ。

『焼けよ！　焼き尽せ！　消毒だ！　さあ、野郎共よ！　行け、勇者たちよ！　進め！　ドンドン進め！』

　俺は踊り続けた。

　ポカンとしている兵士たちの視線にもめげずに、全身全霊を懸けて。

『奪え！　奪い尽くせ！　世直しだ！　起たて、同朋よ！　宴うたげを始めよう！　戦いという永遠の宴を！　何度も！　何度でも！』

　そう何度も、何度でも、俺は動き続ける。

『もっと銃を持ってこい！　ヒャッフウウウウウ！』

「あと少しでゲス！　もう少し頑張るでゲス！」

『俺たちは戦士だからな！　ブブブゥン！　死んでも地獄で殺し合うだけさ！』

　息が切れる。

『殺せ！　犯せ！　本能だ！　さあ、単車たちよ！　行け、勇者たちよ！　進め！　ドンドン進め！』

　身体中がジンジンする。

『血だ！　臓物だ！　大勝利だ！　さあ、単車たちよ！　行け、勇者たちよ！　進め、心臓の動く限り！　歌うように殺すのだ！』

　それでも俺は、踊りを止めない。

『俺たちはただ高笑いをするだけ。ヒャッハアアアアア！』

　空がにわかに掻き曇り始めた。

『ほらどんどん大きくなってくのが聞こえるか？　ブブブゥン！』

「やったでゲス！」

　龐統が叫び──

『この高鳴りがやがて世界を包み込むのだ！』

　旗が勢いよくはためく。

　風は──吹いたのだ。

「まさか。天候まで操るとは」

「本当に孔明先生は神のような御方だ」

　儀式に参加していた兵士が、畏い敬けいの面持ちで言った。

「兄者！　やったでゲス！」

「おう！　さすが龐統だぜ！」

　俺は元気よく、龐統と抱き合って喜び合う。

　汗ばむうなじを撫なでる突風が心地いい。

「それにしても素晴らしい曲でゲしたな」

「そうなのか？　俺のイメージする神楽かぐらの曲とかに比べるとアップテンポすぎるかとも思ったが」

「風の神はノリのいい曲が好きなのでゲス。問題ないのでゲス」

「そうか。……ともかく、これで後は陣地でゆっくりするだけだな。ふう」

　俺は一息つくと、音楽を止め、スマホをまたポケットにしまう。

「そうでもないみたいでゲス」

　龐統が丘の低い所を指さす。

　見れば何と、呉の兵士数百人が、全力でこちらに向かって山を駆けあがってくるところだった。手には剣や槍、弓など、がっつり殺す気まんまんの武器を所持している。

「何でだ!?　ちゃんと風は吹かせたぞ！　さっき確認した時間では、三更の終わりまで、まだ三十分以上はあったはずだ」

　俺は再びスマホを取り出して確認する。やっぱり見間違いじゃない。

「更という数え方は曖あい昧まいでゲスからな。呉の奴らは多少の無理を通してでも、戦争のどさくさに紛れて兄者を殺してしまえば、後でいくらでも言い訳はできると思っているのでゲしょう」

　龐統が冷静に意見を述べる。

「そこまでして俺を殺したいか!?」

　確かに俺の知ってる三国志演義でも、周瑜は孔明を殺しにかかってるが、俺は所詮パチもんなのに。英雄だったらそこらへんの器の違いは見抜いて欲しいよね。全く。

「小人は自分より優れた者を許さないものでゲス。兄者がそれだけ偉大な人物だということでゲしょう」

「なんだそれ。嬉しくねー」

「とにかく今は逃げた方がよろしいでゲス。船は一応用意しているのでゲしょう？」

　龐統が、呉の兵士が登ってきているのとは反対側の丘を指さした。

　そこを下って行った先には港があり、曹操に降伏するフリをして、火をつけるための偽装船が二十艘そうほど用意してあった。もちろん、全部に白旗が立てられている。

「そうだな。じゃ、後は頼む。適当に言い訳しておいてくれ！」

「承知したでゲス！」

　頷く龐統に見送られながら、俺は丘を駆け下りた。

　今しがたのダンスで疲れ切った身体に鞭打ち、用意してあった船に乗り込む。

　同時に船が岸を離れた。

　弓に射られることを恐れた俺は、そのまま勢いに任せて、船倉に飛び込む。

「きゃっ！」

　顔にむにゅっと柔らかい感触。

　硫い黄おうや藁の臭いに混じって、ふっと鼻に届く桃のような甘い香り。

　この匂いの持ち主は──

「劉備！」

　藁の間から顔を覗のぞかせた人物に俺は思わず声を上げる。

「どこ触ってんのよ馬鹿！　早く離れなさい！」

　顔を赤くした劉備が俺を突き放す。

「ごめん……じゃねえよ！　総大将のお前が何でこんなところにいるんだ！　危ないだろうが！　しかも鎧よろいも着ないで！」

　俺は勢いで謝りかけてから思い直し、劉備を問い詰める。

「私だって最初はあんたに言われた通り、本陣で待機していようと思ったわよ。元々働くのは嫌いだし、待ってるだけでいいなんて楽な仕事だわ」

「だったら何で……」

「あんたとの約束を思い出したのよ！　あんたの言う聖人君子の劉備だったら、こういう時も、前線で仲間と苦楽を共にするんじゃないかなって思っただけ！　悪い!?」

　劉備はただでさえ赤い顔をさらに耳まで真っ赤にして、照れ隠しで逆切れしてくる。

「……そういうことなら仕方ねえな。でもあんまり無理すんなよ。君主に勝手されちゃあ、臣しん下かは身がもたねえ」

　やる気になってくれた劉備にそれ以上注意する気にもなれず、俺は彼女を許す。

「あら、天人はそんな私が好きで君主に選んだんじゃないの？　いつも想定通りにしか動かない人間なんて一兵卒にしかなれないわ」

　劉備がとぼけた調子で言う。

「言ってくれるな。じゃあ、俺にも想定外でびっくりするほどの報酬を頼むぜ。こんだけ手柄を立てて、背中をズタボロにしたのに、報酬が長坂の時みたいに頭を撫でるだけとかだったら、俺ブチきれるぞ」

　俺は冗談めかしてそう催促する。

「いいわ。期待しておきなさい。とびっきりの報酬を用意しておいてあげるわ」

　劉備は自信たっぷりに言って、意味深に笑う。

「そうかよ。楽しみにしとくぜ」

　俺も笑い返す。

「で？　あんたこそ何で船に乗ってのんよ。どう見ても武闘派って柄じゃないでしょ」

「ああ。丘で祈ってたら、呉の兵士が俺を殺そうと押し寄せてきたから逃げ出したんだ。多分、周瑜の指示だろう。風が吹いたからもう俺は用済みって訳さ」

　俺はそう言って肩をすくめる。

「本当に？　全くあいつらほんと腹黒いわね」

　劉備が眉を顰ひそめて言う。

「それ、お前が言うセリフか？」

　確かに呉はかなりひどいが、劉備も劉りゆう琦きを生いけ贄にえにしようとしたり、呉の船を借りパクしようとしたり、あんまり他人のことを非難できる立場じゃない気が……。

「さっ。そんなことより、火か計けいよ。火計。これが正しよう念ねん場ばでしょ。曹操の軍の奴らが慌てふためく様子を特等席で観察しましょ」

　劉備が誤ご魔ま化かすように口笛を吹いて、船倉を出る。

「逃げやがった。あっ、一応、お前がいるってバレたらまずいから、俺の後ろに隠れていてくれよ」

「わかってるわよ」

　俺は劉備に続いて船倉を出て、甲かん板ぱんに向かった。

　俺たちの乗っている船は人力だけでなく、帆も張ってあるので、強風の後押しを受けて、すいすいと曹操軍の船へと近づいていく。

　数えきれないほどの軍船が数珠じゆずつなぎにされて並んでいる姿は壮観だった。

　曹操軍の船の兵士たちは俺たちを止めることもなく、物見高くこちらを見物している。

　船がぶつかるまでは八十メートル。着火のポイントまでは、あと五十メートルくらいといったところか。

「はあ！　はあ！　待て！　その船、待て！」

　奥から、何艘もの船の間を縫うように、中年くらいの女性が小舟を操ってやってくる。

「どなたですかー！」

「私は文ぶん聘ぺいである！　これ以上先に進むことは許さん！　止まれ！」

　俺の誰何すいかに文聘は叫んだ。

　どうやらぎりぎりで曹操が気が付いて、こいつを遣いに寄越したらしい。

　だけど、もう俺は止まれない。

　止まるつもりもない。

　着火ポイントまで、三十メートルもないのだ。

「何をおっしゃっているのですか？　俺は諸しよ[image: ]かつ亮りよう孔こう明めいです！　お約束通り、劉備軍の糧りよう秣まつを奪い、曹操様に献上しに参りました！」

　俺はとぼけて言った。

「その曹操様のご命令なのだ！　止まれ！　荷物を検分するだけだ！」

「そういう訳には参りません。もう戦争は始まってしまっています！　事は一刻を争うのです！　ぼやっとしていれば、呉軍の追手に捕まってしまうではありませんか！　あなたは、俺と曹操様の計略を台無しにしてしまうおつもりですか！」

　俺は悲痛な声で言い返す。

「ええい！　もういい！　貴様ら！　ぼさっとしていないで矢を放て！　力ずくでも船を止めるのだ！」

　文聘が周りの軍船に向かって叫ぶ。

「しかし……」

「そんなこと言われても、なあ？」

「そもそも文聘様は、曹操様からの命令書をお持ちなのですか？」

　だが、俺たちを野や次じ馬うま気分で見ていた曹操軍の兵士は、困ったように顔を見合わせるだけ。

「持っていない！　緊急のことなのだ！」

「では承知しかねます。私たちが曹操様から与えられた仕事は、この船に孔明様をお迎えすることです」

「この者の言う通りです。軍規を破れば、私たちが罰せられてしまう」

　兵士たちがお互いの顔を見合わせて首を振る。

　魏の軍は、曹操という絶対権力者のトップダウンの下、よく統率が取れている。その分、融通は利かないようだ。

　これが大軍のデメリットという奴だろう。

「ぐぬぬ！　もういい！　この文聘が一人で賊を誅ちゆう滅めつしてれる！」

　文聘が弓に矢をつがえ、引き絞る。

　ハッハワロス。

　演義で黄こう蓋がいに弓でワンパンされる雑魚がそんな英雄みたいなことができる訳──

　ビュ！

　キンッ。

　風切り音に見れば足下に矢。

　俺の背筋が凍る。

「私がいて良かったわね？」

　双剣を手に劉備がドヤ顔で微笑ほほえむ。

　どうやら、劉備が俺を守ってくれたらしい。

　そういえば、文聘ってゲームでも結構武力値高かったな。

「──火を放て！」

　俺は叫ぶ。

　命令に応えて、二十艘の内、十八艘の船倉が一斉に火を噴き出した。

　俺の船も赤く燃え出し、まずは肩慣らしとばかりに、文聘の船に体当たりして火をつけた。

「ああ！　曹操様！　申し訳ございません！」

　文聘は鎧を脱ぎ捨てる間もなく、船から河に飛び込む。

「ど、どうする！」

「とりあえず武器を──」

　軍船に乗った兵士たちが慌てて武器を構えるが、もう遅い。

　風はさらにその強さを増し、兵士たちがろくな抵抗をする間もなく、燃え盛った俺たちの船が敵船に突っ込んだ。

　火はあっという間に敵船に燃え移り、その領土を広げていく。

　鎖でつながった敵船に逃げ場はない。

「全員！　避難用の船まで泳げ！」

　一八艘の船の乗組員が一斉に河に飛び込む。

　俺も意を決して、パーカーの中に空気を孕はらませ、船から身を躍おどらせた。

　冬の冷たい水が背中の傷に染みる。

　十メートルほど泳いだ俺は、すぐ後ろで待機していた避難船の乗組み員に甲板へと引っ張りあげられる。

「劉備！　大丈夫か？」

　ほぼ同時に船へと辿り着いた劉備に手を差し伸べる。

「まあね……。よいしょっと。ああもう。髪も服もびしょびしょだわ」

　劉備はそう言って、その赤い髪を手で絞った。

　髪の先から滴したたった液体が、胸へと垂れる。

　濡れたせいで服が身体に張り付き、劉備の魅力的な身体をより肉感的に見せていた。

「どこみてんのよ。スケベ」

　劉備がジト目で俺を睨む。

「いややっぱりおっぱいって浮くんだなって思って」

　俺はそう言って気まずさに視線をそらした。

「ったく。こんな時にそんな色ボケたことを言えるなんて天人も随分と大物ね。──で、これからどうするの？」

「ともかく、しばらく俺は味方の陣地には戻れないな。呉軍の兵士が待ち構えているかもしれない」

　俺は一瞬考えてからそう答える。

「だったら、進みましょう。呉軍がうじゃうじゃの長江にいるより、対岸に上がって、曹操を待ち伏せしてる友軍と合流した方が安全だわ」

　劉備は頷いて言った。

「ああそうだな。ここまで来たら前進あるのみだ」

　紅ぐ蓮れんの炎は際限なく燃え広がり、火だるまとなった船がまさに『赤い壁』のように俺たちの前に立ちふさがる。

　進しん退たい窮きわまった敵兵は、なす術すべもなく長江に身を投げ、夜の水みな面もへと消えていった。

　俺たちは延焼の被害を受けないように阿あ鼻び叫きよう喚かんの様よう相そうを呈ていしてきた敵船から離れ、迂回して曹操軍が陣地を構えていた対岸へと向かう。

　後ろからやってきた呉の船が、敵兵を捕虜として回収し、あるいは抵抗する者を殺して、戦場を蹂じゆう躙りんしていた。

「見つけたぞ！　あれが曹操の船だ」

　俺は前方を指さす。

　他の船より大きい曹操の旗き艦かんは、何事もなかったように悠ゆう然ぜんと戦場を離脱しようとしていた。呉の戦艦がそれを追っているが、敵の対応が早かったのか追いつくには至っていない。

「え？　なにあれ。鎖にもつながれてないし、火もついてないじゃない！」

　劉備が驚いたように叫ぶ。

「いざという時のために鎖につながない船を用意して、退路を確保していたんだろうな。さすがは曹操だ」

　敵ながらあっぱれだ。圧倒的な優位にあっても、慢心せずいざという時の備えは怠らないとは。やはり曹操を倒すのは簡単じゃない。

「ちっ。絶壁ペチャパイのああいう小賢しいところが気に食わないのよ」

　劉備が舌打ち一つ顔を歪めた。

「まあ、考えようによっちゃ悪くねえよ。曹操が呉軍からほどほどに逃げてくれれば、俺らに曹操捕獲のチャンスが回ってくるんだから」

　曹操がここで死んだら、それはそれでまずい。

「確かにそうよね！　このまま曹操を追うわよ！　いつもすまし顔にしているあいつが、泣きべそかいて私に命乞いする光景を想像するとゾクゾクするわ！」

　劉備があくどい笑みを浮かべて言った。

（……俺、本当にこいつを選んじまって良かったんだろうか）

　そんな一抹の不安を抱えつつ、俺たちは呉と曹操の船に気づかれないようつかず離れずの距離を保ちながら、曹操の旗艦を追跡するのだった。





　　　　●　　　●　　　●






（やってくれましたわね！　──諸[image: ]亮！）

　旗艦の上で騎乗した曹操は、その整った顔を歪め、奥歯で歯ぎしりしながら、前方から立ち昇る噴ふん煙えんを見遣った。

　偽装降伏の船団を援護するように、続々と戦艦がやってくる。あれにも、おそらく火計の準備がしてあるのだろう。

　貧弱な劉備軍にあんな数の船を用意できるはずがないから、あれは呉のものか。

　いや、どうでもいい。

　全ては遅きに失した。

　船同士が衝突する破壊音と、火薬の爆発音。

　宮殿で旧正月を祝うために盛大に鳴らす爆竹。

　それを何十倍、いや、何百倍にもしたような大だい音おん響きようが、呪いのように曹操へと襲い掛かる。

（私が差し伸べた手を二度も振り払うなんて関羽以来の屈辱ですわ！　関羽といい、諸[image: ]亮といい──どうしてあんなボンクラのために働くのです!?）

　勝ち誇る劉備の顔を想像すると、腸はらわたが煮えくりかえる。

　今まで一度たりとて負けたことのなかった、あの胸が大きいだけのチンピラに、この曹操が後れを取るというのか。

「曹操様！　火計にございます！」

「風の煽りを受け、火は瞬く間に広がり、戦艦という戦艦に燃え広がっております！」

「鎖の切り離しを試みておりますが、なにぶん頑丈で思う様に参りません！」

　見れば分かることを大おお仰ぎように報告してくる伝令たち。

「無駄です！　皆、装備を捨てて海に飛び込み、陸上の本陣へと死ぬ気で泳いで戻りなさい！」

　いらつきながら、曹操は叫んだ。

「そうおっしゃいましても、我らが兵のほとんどは泳げません！」

　伝令が悲痛な声で喚く。

「ならば、船を壊して板を浮輪代わりにするなり、死ぬ気で鎖を破壊するなり、いくらでもやり様はあるでしょう！　それくらいご自分で判断なさい！」

　末端の兵士たちは突発的な火攻めに混乱し、思考停止状態に陥っていた。

　仕方のないことなのかもしれない。

　なぜなら、曹操自身がそう訓練したのだから。

　考えるのは一握りの優秀な将官たちだけで構わない。手足となる兵士たちはただ従順な方が良いと。

「曹操様ー。おらたちはどうしますかー？　我々の船は、曹操様のご命令通り鎖では繋いでいませんからー、いつでも退却できますよー」

　共に何度も死線を潜り抜けた許きよ褚ちよは、こんな時でも冷静だ。

　その事実に、少し救われる。

「そうですわね。退却しましょう。船を素早く操るには、水軍に慣れた者が必要です。懲罰室から蔡さい瑁ぼうと張ちよう允いんを解放しなさい。それから、蔣幹をここへ！」

「わかりましたー！」

　許褚が曹操の命令を迅速に実行する。

　すぐに蔡瑁と張允、そして蔣幹が全員縄で捕縛された状態で曹操の前に連れてこられた。

「そこの蔣幹がまんまと諸[image: ]亮と呉の計略にはまり、私にあなたたちの偽の密通文書を摑ませたために、判断を誤ることになりました。故に解放します」

　曹操は抜刀すると、蔡瑁と張允を縛いましめていた縄を自ら断ち切った。

「ああ。よかった」

「私たちはてっきり、曹操様はあの諸[image: ]亮めを信じ切ってしまったものとばかり……」

　蔡瑁と張允が安堵の溜息を漏らす。

「私はどんな者だろうと十割信頼することなどはありません。その証拠に御覧なさい。ほとんどの船は鎖でつないでも、この船だけは他と切り離してあります。私は常に最悪の状況を想定し、打てる手を打っているのです。不満はあるでしょうが、過去のことは水に流し、私のために船を率いてくださいますわね？」

　疑問形だが、拒否権はない。

　どのみち呉に捕まれば、蔡瑁と張允も死ぬのだから。

「は、はい！　かしこまりました！」

「決してご期待を裏切りません！」

　蔡瑁と張允が震えながら頷く。

「よろしく頼みますわよ。さて、蔣幹。覚悟はよろしいですわね？」

「ち、違う！　私は周瑜の女め狐ぎつねに騙されて──」

　曹操からの褒美である錦の着物を、汗と涙で濡らした蔣幹は、首を必死に振って言い訳しようとする。

「罪状は、上官へ虚偽の報告をした罪。国家に反逆した罪。膨大な戦艦と兵士を失ったことに対する罪。いずれも全て死罪に値します。あなたはまだ何もわが軍に貢献しておらず、情じよう状じよう酌しやく量りようすべき事情もありません。だから、死になさい」

　曹操は問答無用で蔣幹の首を刎はねる。

　炎で満たされていく戦場に、新しい赤色が加わった。

「許褚。蔣幹の着物を剝ぎ取って金きん子すを奪い、不当な拘束に対する補償として蔡瑁と張允に与えなさい。死体は海へと捨てなさい」

「はーい！」

　許褚は曹操の命令通り、蔣幹を丸裸にして持ち物を全て奪うと、海へと投げ込んだ。

『褒美』を受け取った蔡瑁と張允は顔を引きつらせている。

　それでいい。

　君主とは、愛されるべき者ではなく、恐れられるべき者だ。決して侮あなどられてはいけない。

「さあ！　我々が失策を犯した原因は滅ぼしました！　出航します！」

　曹操は悪びれることもなく、堂々とそう宣言する。

　火の手はすぐそこまで迫っている。

　周囲の船から巻き上げられた熱風が、曹操のまつ毛を焦がす。

　空も水も燃える。

　人の命と船を焦がしてまばゆい明かりを放つ、優しさのない色味をした紅蓮の炎が、夜を昼へと変えていた。

（まるで地獄のようですわね）

　ゲホッ。

　煤すす混まじりの煙に、曹操は小さく咳き込んだ。

　それはまるで、泰たい山ざん府ふ君くんが地獄から曹操に『蔣幹が罪ならば、蔣幹が持ってきた手紙が偽物だと見破れなかったお前に罪はないのか』と詰問しているかのようであった。

　それでも構わない。

　無能で欲深な陶とう謙けんに母を殺されたあの日から、曹操は地獄よりも地獄らしくあろうと決めた。

（まさか……私がこのようなみじめな敗北を喫きつするなんて。天下統一まであと一歩でしたのに）

　頭では理解していても、感情がそれを拒む。

　勝敗は兵家の常。今までだって命を失うような危機は何度もあった。しかし、それはいずれも、曹操がまだ他に抜きんでていた訳ではない、弱小か、多くの群雄の中の一人に過ぎない勢力しか持たなかった頃の話である。天下の七割を占め、圧倒的な優位を築いた昨さつ今こん、これほどまでに手痛い被害を受けたのは、曹操にとって初めての経験だった。

　失敗である。

　屈辱である。

　しかしそれでもなお、この戦況は曹操の想定内であった。

「今から私が三百数える間に仕し度たくできる者だけ連れて行きます。できない者は捨て置きなさい」

　旗艦で堂々と本陣に帰り着いた曹操は、内心の動揺をおくびにも出さず、きびきびと命令を下す。

　陸地に駐屯している兵士の多くは、船上で病にかかり、動けなくなって療養している者たちだ。正直戦力としては心もとないが、それでも矢や除よけくらいにはなるだろう。

　船に乗っていた三千の精鋭に加え、新たに二千の弱卒を加え、これで総兵力は五千。

　多くの将兵を失ってしまったが、それでもなお、撤退するには十分な数だ。南郡までたどり着けば、きっと援軍と合流できる。その後は、ゆっくり本拠地で英気を養い、兵力を回復すればいいだけのことだ。

　兵士たちを集める間に、曹操は兵営の宝物庫に走り、持ち運びやすく路銀になりそうなものをかき集めた。

（これは……一応持って行った方がいいですわね）

　曹操は箱の一つに無造作に突っ込んでいた、純白の外がい套とうを拾い上げる。

　皇帝からの下賜品である『火か浣かん布ふ』から作られたそれは、火に焼けないどころか、むしろ、炎に触れると綺麗に再生するという、最強の防火装備だった。

　その白い外套を羽織った曹操は馬の手た綱づなを握りなおし、息をつく暇もなく出発する。

「逆賊曹操待て！」

「呉の凌りよう統とうここにあり！」

　すぐに背後に迫る鬨ときの声。

　本陣から火の手が上がり、周囲の樹木を焼き尽くし、こちらに迫ってくる。

「くっ。もう追いついてきましたの」

　曹操が苦々しげに顔を歪める。

「曹操様ー！　おらに殿しんがりをお任せくださいー！　必ずや敵を食い止めてみせますー」

　曹操の隣にぴったりと影のようにくっついていた許褚が、手を挙げてそう申し出る。

「許褚。あなたこそ真の壮士ですわ。精鋭一千と弱卒一千の計二千の兵を貸し与えます。必ず生きて私の元に戻りなさい。典てん韋いのように死んだら許しませんわよ。私の身辺を任せられるのは、もはやあなたしかいないのですから」

「はいー。必ずー」

　許褚はいつものほんわかとした笑顔だけを残して、兵を引き連れて曹操の元を去った。

「許褚の志を無駄にする訳にはいきませんわよ！　ただ走りなさい！」

　振り向く余裕もないほど必死に走り続けた。

　およそ二時間ほどだろうか。

　ふと振り返れば、すでに火は遠く後ろに点のようになっている。

　改めて周囲を見渡すと、辺りには鬱うつ蒼そうと樹木が生い茂っており、前方の道幅は狭く、獣道のような険けわしさをたたえている。

「ふふふふ。ふふふふふ！」

「どうされました。曹操様。何がおかしいのです？」

「あなたたちを笑った訳ではありませんわ。ただ、諸[image: ]亮の詰めの甘さを笑っているだけです。もし私が兵を動かすなら、あらかじめこの地点に伏兵を潜ませておくでしょう。そうすれば私は万事休す──」

　ドン。

　ドン。

　ドン。

　曹操が言い終わらない内に、道の両側から陣じん太だい鼓この音が響き渡り、火が天を焦がすような勢いで燃え上がった。

「まさかっ！」

　驚いた馬が暴れ回り、曹操は危うく振り落とされそうになる。

「趙ちよう子し龍りゆう……参る」

　音もなく斜め前方に出現した軍勢が、悪鬼のように炎の影に浮かび上がる。

　曹操にはその姿に見覚えがあった。

　あれは長坂で諸[image: ]亮を単騎で強奪していった豪ごう傑けつではないか。

　突然の出来事に混乱していた兵士たちが、輪をかけて動揺しはじめる。

「徐じよ晃こう、張ちよう郃こう！　敵は豪傑です！　精鋭一千を貸し与えますから二人がかりで止めなさい！　ただし、無理をしてはいけませんわよ！　危なくなったら躊ちゆう躇ちよなく逃げなさい！　一人の有能な将は、一万の兵士より大切です！」

　曹操は命令を下し、返事を聞くまでもなく、馬の腹を蹴って駆けだした。

　聞く必要はなかった。

　こんな時に泣き言を繰るような凡ぼん婦ぷを、曹操は重ちよう用ようしたりしない。

　死に物狂いで逃げに逃げ、振り切ったと安心できるところまでやって来た頃には、軍勢は撤退戦当初の四分の一にまで減ってしまっていた。

　精鋭が六百人～七百人。弱卒が四百人～五百人。とても一日前には天下に王手をかけていた軍勢には思えない。

　そろそろ夜明けが近づいてきたから、周りは少し明るくなってきたような気もする。しかし、未だ空は暗雲が覆ったままで、曹操軍を壊滅させた憎き東南の風は未だ吹き止まない。

（まるで、旗揚げの当初に逆戻りしてしまったかのようですわね）

　曹操がそんな自虐的な感想を思い浮かべたその時、突然、桶をひっくり返したような大雨が降り出して、曹操軍の鎧や衣服をびしょ濡れにした。

　大粒の水滴が、まるで涙のように曹操の頰を伝う。

　曹操軍は雨の中行軍を続けたが、やがて限界がやってきて、兵士たちは動けなくなる。

　馬はヘトヘトに疲れ、兵士は空腹で動けなくなり、冬の冷気と濡れた衣服が容赦なく体温を奪っていく。

「これを使って、近隣の村から食料を買い集めてきなさい。決して略奪してはなりません。あなた方は柴をかき集めてきなさい。休息を取りましょう」

　曹操は精鋭の兵士たちに路銀を渡して、近隣の村で食料を買いあさらせ、弱卒たちには炊すい事じと暖を取るための燃料を集めさせた。

　濡れた枝に苦労しながらも何とか着火し、わずかばかりの食料を分け合い空腹を満たす。馬は放し飼いにして草を食べさせ、たき火を守りながら雨が止むのを待った。

「行きますわよ」

　やがて雨が途切れたところを見計らって、曹操は再び敗残兵たちをまとめて出発する。

　一日～二日、不眠不休で行軍を続けて、ようやく葫蘆口までたどり着いたが、先の数時間程度の休息で兵士たちの疲労が回復するはずもなく、曹操は再び行軍を止めることを余儀なくされた。

　山の麓ふもとの乾いた場所を選び、残り少ない食料を煮に炊たきさせ、足りない分は使いものにならなくなった馬を殺して、その肉を食べた。

　さらに濡れた衣服を風と火に当てて乾かす。

　曹操も鎧を脱ぎ、火に火浣布を放り込むと、泥や木の葉で汚れていた布は、あっという間に元の純白を取り戻した。

「うふふふふふ。あはははははは！」

　突如また、曹操は哄こう笑しようする。

「先ほど曹操様が諸[image: ]亮をお笑いになった途端、趙雲がとび出してきて、我々は窮地に陥りました。どうしてまたお笑いになるのですか？」

「私は諸[image: ]亮には知恵が欠けていると笑っているのです。もし私が兵を動かすなら、あらかじめこの地点に伏兵を忍ばせておき、疲れ果てた私たちを攻撃させるでしょうに！」

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　曹操が部下の問いにそう答えた瞬間、前後から鬨の声が上がった。

　同時に四方から火の手が上がり、あっという間に曹操たちを取り囲む。

　曹操は鎧をつける暇もないまま、火浣布だけを身に纏い、馬に騎乗する。

　山の狭はざ間まの脱出路へと駆けると、そこには当然のごとく一団の軍勢が待ち構えている。

「オレこそは燕えん人ひと張ちよ翼よく徳とくなり！　さあ曹操大人しく捕まるんよ！」

　張飛が蛇じや矛ぼうを威勢よく振り回してこちらを威い嚇かくする。

　ただでさえ、意気消沈していた兵士たちがその声に恐れおののく。

「──強行突破しますわ。張ちよう遼りよう。精鋭五百を任せますから、張飛軍を何とか食い止めてくださいな！」

　言うが早いか、曹操は馬を操って駆けだした。

　それよりも早く張遼が駆けていき、張飛軍と激突する。

　大混戦になる中、曹操は宝剣を振り回して力ずくで血路を切り開き、命からがらその場を逃れた。

　張遼が引き留めきれない張飛軍が、なおも曹操を追跡してくる。

　逃げに逃げ、ようやく追手が遠のいたと思った頃に改めて周りを確認してみれば、残されたのはわずかに五十の精鋭と、三百人にも満たない弱卒だけ。大将級の人間も、その大半が負傷している。

　地獄のような脱出行を経て、さらに半日逃げ続け、ようやく曹操たちは張飛の影をふりきった。

「曹操様。あれを！」

　突如、部下の一人が、前方を指さした。

　曹操がそちらを見れば、今度は道が二つに分かれている。

「どっちが近道ですの？」

　曹操はこの地域出身の弱卒に問う。

「大きな道の方が平坦ですが、遠回りになります。細い道の方が五十里以上も近道です。ただそちらは道幅が狭いだけでなく、険しくデコボコとして通行が困難です」

　弱卒が答えた。

「あなた。ちょっと、山の上に行って、二つの道の様子を見てきてくださる？」

「はっ」

　曹操は味方を小休止させつつ、精鋭の兵士を斥せつ候こうに出す。

「細い道の方は山の麓数か所から煙があがっております。大きな道の方は別に動きはありません」

　やがて戻ってきた斥候がそう報告する。

「わかりましたわ。では、細い道の方を行きます」

　曹操は即答した。

「狼煙のろしがあがっている地点には敵がいるに決まっておりますのに、どうして敢あえて細い道からいらっしゃるのですか」

　精鋭の一人が、怪訝そうに問うた。

「諸[image: ]亮は謀略に長たけた男ですから、わざと山の中に人を遣わして煙をあげさせ、私たちがこの山道を通って逃げないように仕向けて、大きな道に伏兵を置いて待ち構えているのです。これ以上、奴の計略にはまってたまるものですか」

　曹操が敵意を剝き出しにして呟く。

「なるほど。曹操様のご妙計は凡婦の及ぶところではございません」

　兵士たちが感心したように平伏する。

　険しい山道をさらに半日ほど登った時、それは起こった。

「ああ！　何ということだ」

　弱卒の一人が絶望的な声を上げた。

　曹操がそちらを見れば、これから曹操たちが進むべき道、前方数百メートルが完全に地面が見えないレベルで水没していた。どうやら、先ほどの大雨で道がぬかるんでしまったらしい。

　険しい山道故に、他に通れる道もない。

「これでは馬が通れません！」

「曹操様！　どう致しましょう！　柴を集めてきて道に敷きつめますか!?」

　部下たちが悲鳴を上げる。

「そんな時間はありませんわ！　ぐずぐずしていれば、張飛軍に追いつかれます」

　曹操はそう叫び返して、爪を嚙んだ。

　馬を捨てて、徒歩で行けば渡れることは渡れる道だが、おちおちしていれば、張飛軍に追いつかれてしまう。まだ馬は絶対に必要だ。

　だとすれば、残された手段は一つしかない。

「……弱卒の内、病の重い者から順に選び出し、水没した道路に一列に並ばせなさい。それから、仰向けに寝転がらせるのです。馬が通れるようにします」

　曹操は自身でも怖おぞ気けをふるうような冷たい声でそう命令する。

　本当はこんなことはしたくない。しかし、逃走という目標を達成するための手段がこれしかないなら、躊躇なく命令を下す。それが曹操という人間だ。

「しかし、曹操様」

「それでは、道となったほとんどの弱卒たちは死んでしまいます」

　精鋭たちが声を震わせて言う。

「もし死ねば、それは名誉の戦死です。もし、私の命令に従わなければ、それは反逆罪です。馬に踏まれる前に、私がこの剣の錆にします」

　曹操は剣を抜き放ち、厳しい声で言う。

「はっ」

　精鋭たちが弱卒を検分し、道に並ばせていく。

　およそ二百人近くの弱卒が、三百メートル近い人の道を作りあげた。

「あなた方、一字も漏らさず、道となって私の命を繋いでくれた兵士たちの名前と出身地を暗記しなさい。彼女たちの家族には必ず私が厚く報います。老いた母を養い、子があれば大学に通わせてやり、兄弟があれば必ず取り立てますから」

　曹操は付き従ってきた文官たちに、そう命令する。

　あたりには弱卒たちのすすり泣く声が満ち、曹操の陰鬱な気分をより一層暗くした。

「かしこまりました！」

　文官たちが散らばり、片っ端から兵士の名前を聞き取る。

　それが済むと、精鋭たちが強引に弱卒たちを道に寝かせ、逃げようとする者は容赦なくその首を斬った。

「行きますわよ！」

　屍しかばねと、これから屍になる者たちの上を曹操は馬で駆け抜ける。

「郭かく嘉かさえ生きていれば、私をこのような目に遭わせることはありませんでしたのに……」

　人の肉を踏みしめる感触を腰に感じていると、さすがの曹操も弱音が漏れた。

　文官たちが恥ずかしそうに視線を伏せる。

　軍師という存在は本当に重要である。

　その証拠に、あの、最弱と言ってもいい劉備が諸[image: ]亮ただ一人を手に入れた途端、こうして自分を絶望的状況に追い込んでいるではないか。

「もう限界です！　しばらく休憩しませんと馬が持ちません」

「もうすぐ南郡です。友軍と合流してから休んでも遅くはないでしょう。──それに、ふふふ！」

　曹操は精鋭の要求にそう答えてから、忍び笑いを漏らす。

「曹操様。どうしてまたお笑いなさるのですか？」

「人は皆諸[image: ]亮を智ち謀ぼうに長けていると申しますけど、私は結局大事を成し得ない無能だと思いますわ。だって、もしここに一団の軍勢を潜ませておけば、私たちを全員生け捕りにすることが──」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　曹操がその言葉を言い終わらない内に、腹を震わせるような咆ほう哮こうが周囲に木こ霊だました。

　両側から無数の抜刀隊が現れて、曹操の周辺を取り囲む。

「関雲長、ここにあり！」

　軍の先頭に立ち、道を遮るのは、なんと赤せき兎と馬ばに乗った関羽。

　その手に握られた青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうが、月明かりにきらめく。

「ああ！　もうだめだ！」

「こんなボロボロの手て勢ぜいで、準備万端の関羽に敵かなうはずがない！」

　曹操軍は皆狼ろう狽ばいして顔を見合わせ、嘆なげきの声を上げる。放っておけば、今にも武器を捨てて降伏しそうな勢いだ。

「お黙りなさい！　私が関羽を説得致します！」

　曹操は馬を降りて、徒歩で関羽の前に進み出た。

　これが他の将軍だったら、曹操も諦めて玉砕覚悟で決戦を挑んでいただろう。

　しかし、関羽ならばまだ希望がある。

　関羽は義に厚い女だ。いや、正確には『義に厚いと噂される自分』が大好きな女だ。だから、彼女の自尊心を上手いことくすぐれば、見逃してくれる可能性がある。

「関羽さん。久しぶりですわね。あれ以来お変わりありませんの？」

　曹操は久しぶりに旧友にあったかのような気安さで、関羽に話しかけ、一礼する。

「ええ。ボクは元気ですよ。だからこうして、軍師の命を受け、曹操殿をお待ちしておりました」

　関羽も頷いて、深く一礼を返してくる。

「私は戦いに敗れて窮地に陥り、もはや逃れる術すべもありません。こんな私を哀れに思うなら、どうか関羽さんには昔のよしみを思い出して、見逃して頂けないでしょうか」

　曹操は礼をしたまま、上目遣いで関羽を見る。

「確かに昔ボクは曹操様に大層目をかけて頂きましたが、顔良と文醜を討ち取ったことでご恩返しは済んでいるはずです」

　関羽はそう言って目をそらした。

　この反応、いける。

「どうかそうおっしゃらずに。関羽さんが劉備の元に帰る時、五関を守る将軍を斬り殺した時、私はあなたを一言でも咎とがめましたか？」

　曹操は哀あい願がんするように言った。

「くっ。確かに、ボクはその件についてはまだ恩は返していません。しかし、今回のような国家の大事において総大将を見逃すのはさすがに……」

　関羽が視線を泳がせる。

「大事だからこそ、お見逃し下さい。博学の関羽さんはかつて春秋の時代、敵国の将軍を義によって見逃した庾ゆ公こう之し斯しの例をご存じでしょう。歴史に名を刻むような英雄は大事でこそ義を見せるものです。もし私を見逃してくだされば、このことは必ず歴史書に詳細に記録させますわ。『超義天才無双大将軍関雲長』の名を！」

　曹操は過剰に装飾した美名で関羽を持ち上げる。

「……散らばって間を空けろ」

　関羽はきつく目を瞑つむってから、苦しげに声を絞り出す。

　敵軍の間に、辛うじて一頭分の馬が通り抜けられる程度の隙間が空いた。

「今ですわ！　突破なさい！」

　曹操は速攻踵きびすを返し、馬にとび乗る。

　関羽が思い直す暇も与えず、曹操たちは敵軍の間を駆け抜ける。

　もはや味方は武器すらも保持することができず、着の身着のまま行軍を続ける。

　せっかく生き残った弱卒たちもその半数は途中で倒れ、精鋭たちも声を嗄からす。

　それでも山を越え、下り、ようやく険しい谷の出口を抜けた。

　日暮れ頃、ようやく南郡に辿り着く。

　もしもの時の援軍との合流地点として、あらかじめ定めておいた場所だ。

　その時、前方に松明たいまつが灯り、新たな軍団が曹操たちの行く手に現れた。

「ああ！　夏か侯こう惇とん！　よく来てくれ──」

　ほっとして、声を上げようとした曹操は言葉を詰まらせる。

　前方に現れた人影は、期待していた人物より、明らかに小柄だった。

「曹そう瞞まん　兵敗れて山谷を走り

　苦く吟ぎんの果てに出会うは誰たれぞ？

　福の名を母より賜たまわりし私なれど

　汝なんじにとっては、之これ災いなり」

　左右に精せい悍かんな兵士を多数従えたその人物は、優雅に漢かん詩しを歌い上げながら、曹操の進路を塞いだ。

「あなたは──」

「徐福と申します。お待ちしておりました。曹操殿。お身柄頂戴致します」

　徐福が、じりじりと包囲網を狭めてくる。

「くっ」

　曹操は慌てて馬首を巡らせる。

　無理筋なのはわかっている。しかし、来た道を戻れば万が一にも逃げ出せる可能性が──。

「追いついたわ！　逆賊曹操！　観念なさい！」

　曹操の希望を、耳障りな叫び声が打ち破る。

　先ほどまで曹操がいた所に、騎乗したあの草鞋わらじ売うりの娘が、たくさんの仲間を引き連れて立っていた。

　関羽、張飛、趙雲、そして、孔明。名だたる英傑が、曹操を睥へい睨げいしている。

「ふふ、ふ、ふ、ふ、ふ」

　曹操の口元から、乾いた笑みが漏れる。

　その額を一筋の冷や汗が伝った。
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「追いついたわ！　逆賊曹操！　観念なさい！」

　徐福に囲まれて進退窮まっている曹操の長い影を見つけ、劉備が叫ぶ。

　あれから陸地に上がった俺たちは、すぐさまそこらへんで主を失って野の良ら化かしていた馬を引っ摑まえて、曹操の後を追った。

　途中、趙雲や張飛や関羽を見つけ、その軍勢と合流しながら進んだので、曹操を見つけた今、ほぼ劉備軍の主力全部が揃っている。

「こうなったら命がけで決戦するしかありませんわね！」

　曹操が剣を抜いて叫ぶ。

「かかりなさい！」

　劉備も双剣を抜いてそう命令を下す。

　関羽を除く、全ての兵士と武将たちが一斉に襲い掛かる。

　曹操はよく抵抗したが、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいではどうしようもなく、最後は趙雲と張飛の二人に組み伏せられた。

　徐福の軍勢が、事前に俺が用意させておいた縄で兵士たちと曹操を縛り、捕ほ虜りよにする。

「……あんた。病気の兵士を全部見捨てていったわね。すぐそこの山までついてきてくれた忠実な兵士まで、殺して道に代えたでしょ」

　趙雲によって劉備の前に引き出されてきた曹操に、劉備が近くにいる俺たちくらいにしか聞こえないような小声で囁く。

「だからどうしたと申しますの。血で血を洗う戦場で、残酷だの卑ひ怯きようだのという戯たわ言ごとを繰るおつもりですの？」

　曹操が昂こう然ぜんとそう言い放つ。

「違うわよ！　私より屑くずなあんたが、何で私よりいい思いをしてる訳!?　こんなんだったら、私が天下を獲った方がマシよね！」

　劉備が悪代官の笑みを浮かべて曹操を覗き込む。

「ふふふふ！　ふふふふふ！」

　曹操はその劉備の言葉を鼻で笑いとばす。

「何がおかしいのよ」

　劉備が眉を顰める。

「あなたはもう私に勝って、天下を手に入れたつもりですの？」

　曹操はにやけ面のまま劉備に問うた。

「天下は知らないけど、あんたはどう考えても負けでしょ。さっさと諦めて私に命乞いでもしたらどうなのよ」

「戦いくさの勝敗は最後の最後まで分からないものですわよ。それが分からないから、あなたはいつまで経っても三流なのです」

　曹操はそう言って不敵に笑う。

「負け惜しみを言うんじゃないわよ」

　劉備はそう言って眉を顰めた。

「この私が負け惜しみなんて言うと思いますの？　あれをご覧なさい」

　曹操が前方を顎でしゃくる。

「曹操の姉貴ー！　俺様が来てやったぜ！」

　隻せき眼がんの女武将が、たくさんの兵士を従えてやってくる。

「援軍か？　しかし、曹操を人質にしている以上、俺たちの優位は揺るがないはずだ」

　俺は確信を持って言う。

「そうかしら。──夏侯惇！　先日私が手紙にしたためた『モノ』は持ってきてくれましたわね！」

　曹操が遠くの隻眼に向かって叫ぶ。

「おう姉貴！　──おら、ババア！　こっちに来な！」

　夏侯惇が頷いて兵の列から、一人の年配の女性を乱暴に引っ立ててくる。

　誰だ？

　少なくとも俺には見覚えのない人物だ。

「ああ！　母上！」

　突如駆けだした徐福が、悲ひ壮そうな声をあげて、地面に頽くずおれた。

「見ての通りです。人質を有しているのはあなたたちだけではないですわよ」

　曹操が背筋が凍るような冷たい声で呟く。

「あんたねえ……。どれだけ陰険なのよ！　このペチャパイ！」

　劉備が額に青筋を立てて曹操を罵ののしる。

「何とでも言いなさいなメス牛が！　私の覇は業ぎようを継ぐと言うのなら、光も闇も全てそっくりそのまま、受け入れて頂きますわ！　さあ、あなたの覚悟を見せてもらいましょうか！　劉備玄徳！」

　曹操が天を仰いで叫ぶ。

「劉備様！　私のような老いぼれの身など気にする必要はございません！　どうか大業のことを優先なさってください！」

　捕らわれた徐福の母親が必死にそう訴えかける。

「しかし、母上！」

　徐福が諫いさめるように手を伸ばした。

「徐福！　あなたも劉備様にお勧めしなさい！　逆賊曹操を討ち取るまたとない機会をこのような些さ事じで逃のがしてはなりません！」

「できません！　お一人で私をここまで育ててくださった母上をどうして見殺しにすることができましょう！　母上を失えば、私は天てん涯がい孤こ独どくの身になってしまいます」

　母の言葉に、徐福はただ首を振りすすり泣く。

「ああ！　それでも我が娘ですか！　情けない！　忠義と孝行が両立しないということは学問をかじっただけの小僧でも知っていることです！　かくなる上は──」

「おっと──させねえぜ！　全く自分の舌を嚙み切ろうとしやがるなんてとんでもないババアだ」

　夏侯惇が徐福の母親の口に、布を突っ込んで黙らせる。

「あらあら。涙を誘う麗うるわしい光景ですわね。劉備？」

「……」

　劉備は拳を握りしめて、ただじっと徐福母娘を見つめている。

（くっ。どうすりゃいいんだ。俺の知ってる三国志にはこんなシーンねえぞ！）

　天下を手に入れるにはここで曹操を解放しては絶対ダメだ。

　だが、もし劉備が聖人君子を貫き、漢王朝を復興するという建前を掲げ続けるなら、見捨てるという選択肢はありえない。

　漢王朝の国教は儒教であり、儒教では親をないがしろにするのは一番のタブーなのだから。

　大体、そんな理屈を抜きにしても言えるか？

　こんな見るからにいい奴の徐福に、母親を見殺しにしろなんて。

　俺があくまで孔明として振る舞うなら、大業のために徐福の母親を見捨てろと劉備に進言すべきだ。

　でもただの高校生の俺は、絶対にそれを許すなと言っている。

　矛盾する二つの感情に、俺は何も言えずに劉備の顔を見つめる。

「姉上……」

「劉姉、どうするん？」

　他のみんなも俺と同じ思いだったのか、誰一人曹操を解放しろともするなとも言わず、ただ決断を求めるように劉備に視線を集中させた。

　劉備がそっと瞳を閉じる。

「おらおら、どうした！　さっさとこのババアと交換で姉貴を解放するか、このババアをぶっ殺す選択しやがれ！」

　夏侯惇がはやしたてるような声で言って、徐福の母親の首に剣の刃先を当てた。

「──曹操を解放します。ですから、あなたも徐福のお母上を放しなさい」

　劉備はやがて目を見開いて、静かに、しかしはっきりとその決断を口にした。

「……」

　趙雲が無言で曹操を引き立てていく。

「ちっ。もう終わりかよ。つまんねえ」

　夏侯惇が向こうから、徐福の母親を連れてやってきた。

　中間地点で邂かい逅こうした二人は、今にも刺し違えそうな雰囲気で睨みあいながら、互いの人質を突き飛ばすように相手に渡す。

　趙雲が曹操軍の方を向いて警戒しながら、後ろ歩きで徐福の母親をこちらまで護衛してくる。

「申し訳ありません！　劉備様！　私のために大業が台無しになってしまいました！　本当に申し訳ありません！」

　徐福が額を地面にこすりつけて謝る。

「顔を上げなさい。徐福。私はあなたを本当の家族のように思っているのです。あなたにとっての母上は、私にとっての母上も同然。どうして見殺しにできましょう」

　劉備は聖女の笑みを浮かべてそう言うと、徐福の手を取って立たせる。

「ああ！　この徐福。劉備様の御恩を生涯忘れず、子々孫々の代まで劉備様に忠誠を尽くすことを誓います！」

　徐福が感かん涙るいにむせびながら、合がつ掌しようして劉備を仰ぐ。

「ああ。劉備様！　どうして恥知らずの娘の言葉なぞ聞き入れられたのですか。このような老骨など無視して、逆賊曹操をお討ちくださればよろしかったものを！」

　解放された徐福の母親は、自らがまだ生きていることを恥じるかのように、ちぎれんばかりの勢いで首を横に振る。このままだとまた舌を嚙み切って死にそうな気配だ。

「お母上。それは違います。そもそも仁者は人を愛するもので、君に対して行えば、それを忠といい、親に対して行えば、それを孝といいます。お母上は忠義と孝行は両立しないとおっしゃいましたが、忠と孝はその根本において一つなのです。私は、お母上に対して孝を尽くす徐福だからこそ、私にも忠義を果たしてくれると思って召し抱えたのですから、どちらの志も裏切らせる訳にはいかないのは当然のことです」

　劉備は滔とう々とうと語って聞かせる。

　その声こわ音ねは慈愛に溢れ、たたずまいは威い厳げんに満ちる。

　俺にも演技か本気か区別がつかないほどに、劉備の聖人君子としての立ち居振る舞いは完璧だった。

「なんとお優しいお言葉か！　劉備様こそ、まさにこの世を照らす光。万民の希望となる、天てん下か無む双そうの仁君でございます」

　徐福の母親が、平伏して劉備を拝んだ。

「私たちは劉備様のような主君にお仕えすることができて光栄です！」

「我ら一同、身を粉こにして劉備様の大業をお支え致します！」

　兵士たちが皆、瞳を赤くして口々に劉備を称たたえた。

「皆さん。大げさですね。さあ。徐福。兵を率いてお母上を守り、安全な所までお連れしてください」

「はい。かしこまりました」

　徐福が、母親を抱き上げ馬に乗せると、何度も劉備に頭を下げながら、道を引き返していく。

　その前後を劉備軍の兵士たちがしっかりと護衛していた。

「愚かですわね劉備玄徳。すぐ目の前に転がっている天下を、一時の情に流されて逃すなんて、それがあなたの限界ですわ」

　縄を解かれた曹操は、着ていた外套を脱ぎ、近くにいた兵士が持っていた松明の火にかける。

　火は一瞬で外套に燃え広がり、そしてまた消えた。

　次に目を開いた時にはもう、外套の汚れは泥も塵ちりも草も綺麗さっぱりなくなっていた。

　そう。まるで曹操が俺たちの前に跪ひざまずいたことなどなかったかのように。

「ふん。心のない藁人形みたいなあんたには分からないわよ！　これが私のやり方なの！　情がなければねえ、民衆はついてこないんだから！」

　仲間の兵士たちの目がなくなった劉備は、いつものような調子に戻って叫ぶ。

「天下を治めるのに必要なのは、法と秩序ですわ。信しん賞しよう必ひつ罰ばつを徹底し、私情を排し、家柄にとらわれず有能な人間が活躍できる環境を整えれば、自然と国や民衆は安心します」

　曹操が立派な黒馬に騎乗しながら、淡々と答える。

「うっさいわよバーカ！　あんたみたいな法律でガチガチに縛るドＳが治める天下なんてどうせろくなもんじゃないわ！　だったら私が皇帝になって、みんなが三食昼寝付きでぐうたら暮らせるようなユルユル帝国を築いてやるんだから！」

　劉備は全くの根拠のない反論をかまし、曹操を挑発するように中指を立てる。

「ふう。世よ迷まい言ごとを。またいつもの理想論ですの」

　曹操が呆れたようにため息をつく。

「理想論じゃないわ。だって今の私にはあんたをフルボッコにした作戦を提案したこいつがいるのよ！」

　唐突に劉備に背中を押され、俺は否応なしに曹操の前に立たされる。

「さあ、あんたもなんか言ってやりなさい！」

「あっ。うん。えーと、何か騙してごめんな？」

　劉備にそう急せかされた俺は、とりあえず軽く謝っておいた。

　孔明的には漢王朝が云うん々ぬんで色々あるのだろうが、俺としては別に曹操に個人的な恨みがある訳じゃない。まあ、長坂では殺されそうになったけど、あれが特別君主として非道な行動だったとも思えないし。

「ふふふ。ふふふふ。あははははははは──」

　うんうん。

　さすが曹操。赤壁の大敗の原因を招いた俺であっても笑って許して──

「あなただけは絶対に許しませんわ。孔明！　必ず生きたまま捕まえて、一生私の人間椅子としてこきつかってあげますから、覚悟なさって！」

　くれなかった！

　曹操が凄そう絶ぜつな笑みを浮かべ、目を血走らせながら俺を凝視して言う。

　怖い。

　よぅじょ怖い。

「覚悟すんのはあんたよ！　これでもう人質はいないんだからね！　次の戦でぼこぼこにして、あんたを捕まえた暁には、尻を百叩きしてガキらしくピーピー泣かせてやるわ！」

　ちょっとびびった俺とは裏腹に、劉備は躊躇なく曹操を煽っていく。

「やれるものならやってごらんなさい。全力でお相手して差し上げますわ！」

　曹操はそれだけ言い残して、馬首を巡らせる。

　勝敗は明らかだった。

　勝ったのは俺たちで、負けたのは曹操──そのはずなのに。

　夕陽に純白の外套をきらめかせて去っていく曹操の後ろ姿はまるで勝者のようであり、片や勝者の俺たちは、顔にすすをつけ、服を泥で汚し、まるで敗者のようなみすぼらしい姿だった。

　その対比が、まるで今の劉備と曹操の国力の差を示しているように思えて、俺はちょっと心配になる。

「ほら。ぼけっとしてないで、さっさと帰るわよ」

「ああ……」

　踵を返す劉備に従って、俺も曹操に背中を向けた。

「どうしたの？　大勝利したっていうのに浮かない顔して」

「いや。もしかしたら、俺との約束がなければ、お前は曹操を逃がさなくて済んだんじゃないかと思ってな」

　俺は腕組みして言った。

　俺が劉備にみんなが望むような聖人君子となることを約束させたから、彼女は天下よりも徐福の母親の命を優先するという行動を取ったのであって、もしそうでなければ、現実主義的な劉備は曹操の確保を優先していたのではないのか。

　どうしてもそう考えてしまうのだ。

「なに言ってんの。もしあんたとの約束がなくても、私は徐福のお母さんを助けたわよ」

　劉備がきょとんとした顔で言った。

「そうなのか？」

「当然でしょ。私はあんたとの約束は果たすつもりだけど、かといって遊人ニート生活の夢を捨てるつもりはないわ。もしここで、人質を見殺しにして天下を獲っても、ご飯がおいしくないじゃない。顔も知らない誰かならともかく、結構よく知ってる徐福の母親なんだから」

　俺の質問に、劉備がこともなげにそう答えた。

「じゃあなにか？　じゃあ、お前は本当に自らの意思で、曹操よりも徐福の母親の命を優先する決断をした。そういうことか？」

　俺は目を丸くして言う。

　もし今の発言が本心なら、この劉備は──。

「しつこいわねえ。曹操みたいな成果最優先のやり方で天下とって毎日贅沢したって、心からは誰も信頼できなくて、部下ばかりで友達もいないような生活絶対楽しくないわよ。そんな虚うつろな玉座、こっちから願い下げだわ！　私はねえ！　毎日おもしろおかしく生きたいから君主やってんだからね！」

　劉備が豪快にそう吐き捨てる。

　その瞬間、俺は初めて確信できた。

　俺がこの劉備玄徳を主にした選択は、間違っていなかったって。

「それでこそ我が主です。この孔明、感かん服ぷく致しました」

　俺は劉備に礼をする。

「いきなりなんでかしこまってんのよ。気持ち悪。──さっ、それより宴会よ！　こんだけ活躍したんだから、孫権の金でしこたま飲むわよ！」

　劉備が前方の張飛たちに向かって叫び、俺の腕を引っ張ってどんどん前に進んでいく。

「おー。宴会かー！　劉姉。今日オレがんばったから、肉をいっぱい食べてもいいか？」

　張飛が目を輝かせて言った。

「ええ。食べなさい！　おかわりもいいわよ！」

　劉備が許可と共に、張飛の頭を撫でる。

「姉上。ボクにはその宴会に参加する資格はありません。どうか、曹操を見逃した罰をお与えください」

　関羽が肩を落として言う。

「もう別に気にしてないわよ。全く関羽は変なところで気にしいなんだから。じゃあ、宴会で演武でも見せなさいよ。それで許してあげる」

　劉備は鷹おう揚ように答えた。

「姉上ー！」

　関羽が劉備に抱き付きにいく。

　空を覆っていた雲は今や影も形もなく、俺が呼んだ風は凪ないだ。

　ただ沈みゆく夕陽の柔らかな赤だけが、俺たちの影を長く伸ばす。

　こうして、俺たちの赤壁の戦いは終わった。





　　　　＊






　呉の城の会堂には、劉備と孫権の主だった配下たちが招かれていた。

　さすがは、孫権も三国の一角を成す英主と言うべきか、金の使いどころを心得ており、音楽と酒を欠くことのない、贅沢な宴会となった。

　飲めや歌えやの大騒ぎで会場は姦かしましさに満ち、皆が思い思いにそれぞれの戦勝の喜びを表現している。

　卓の中心では、余興として関羽と周瑜が演武をしている。

　関羽は青龍偃月刀を、周瑜は鉄てつ扇せんを華麗に操り、その卓越した技術で周囲を沸かせていた。

　一応、関羽は曹操を逃した罰、周瑜は手違いで俺を襲おうとした罰ということらしい。

　俺の命って安くね？　と思わなくもないのだが、証拠がない以上周瑜を追及することもできないし、呉とのこれからの関係を考えたら、あまりガミガミ言って、関係の悪化を招くのもためらわれた。

　ということで、俺は大人しく、孫権と劉備が並ぶ上かみ座ざの近くに座り、漫然と二人が蝶のように舞うのを眺めている。

「なー！　なー！　哥哥！　これめっちゃおいしいん！」

　両手に骨付き肉を持った張飛が、嬉しそうにこちらに駆け寄ってくる。

「うんうん。よかったな。でも、なんで俺の股の間に座る？」

　胡坐あぐらをかいた俺の太ももと太ももの隙間に、すっぽり収まった張飛に問う。

「なんか。ここ落ち着くん！」

　張飛が肉を頰張りながら言う。

　その無邪気な笑顔を見ていると、無理矢理どかす気にもなれず、俺はされるがままに張飛を受け入れた。

　やがて、関羽と周瑜が演武を終え、周囲の家臣たちから拍手と口笛がとんだ。

「おう。関羽、お疲れ。中々良かったぞ」

　劉備陣営の方に戻ってきた関羽に俺は声をかける。

「お誉め頂き光栄だ。あ、あ、あに、あに、あに、あに、兄上」

　関羽は苦虫を嚙み潰したような顔で、何度も嚙みそうになりながら呟く。

「……なあ、関羽。その兄上っていうのやめない？　無理して俺をそんな風に呼ばなくてもいいんだぞ？」

「武人に二に言ごんはない！　ボクが自分で言い出したことだ！　義の人、関雲長は約束を守る！」

　関羽はきつく目を瞑り、悲壮な声で叫ぶ。

「いや、その俺を兄上って呼ぶのはお前が勝手に言い出したことで、元のルールは『もし関羽がルールを破ったら、なんでも俺の言うことを一つ聞く』だろ？」

「なにっ。じゃあ、まさかこれ以上にボクをもっと辱はずかしめようというのか！　まさかこの超絶完璧な肉体をそのいやらしい手でまさぐりまくろうと──」

　俺の冷静な突っ込みに、関羽は自身の身体を守るように抱きながら後ずさる。

「ああ、もういいです！　兄上でいいですー」

　めんどくさい妄想を始めた関羽に、俺は投なげ遣やりに言った。

「どうもどうもー。劉備はん。孔明はん。楽しんでもらえてますやろか」

　孫権が腰を低くして俺たちの方にやってくる。

　すぐ後ろには周瑜を従えていた。

「ええ。こんな素晴らしい宴会を開いて頂いて、皆とても喜んでおります。感謝申し上げますわ」

　劉備が笑顔の仮面を張り付けて言う。

「孔明はん。杯が空どすなあ。もう一杯いかがどす？」

　周瑜がそう言って俺に酌をしようとしてくる。

「いや、もう酒はちょっと……」

　俺は杯を伏せて、やんわりとそれを拒否する。

　一応、乾杯には付き合って数杯は飲んだのだが、現代ではもちろん酒を飲んだ経験など皆無なので、自分の酒量のキャパシティが分からない。あんまりはめをはずさない方がいいだろう。

　それに、この周瑜だともしかしたら毒殺されるかもしれないし。

「そんないけずなこと言わんと、ウチとも仲良うしておくれやす」

　そう言って周瑜が俺にしなだれかかってきた。

　シナモンのような甘い香りがする。

「ははは、そりゃ周瑜が悪いで。あんた孔明はんを危うく殺しかけたんやから、酒に毒仕込んだんやないかって疑われても当然や」

　孫権があっけらかんと言い放つ。

　こうも開き直って言われるとかえってこっちからは突っ込みにくい。

　孫権は本当に、劉備とは違った方向で人間の心理の掌しよう握あくに長けている。

「いえいえ。疑うなんてことは。ただ、俺が酒に弱いだけです」

　俺はそう言って首を振る。

「そうでっか？　せやけど、ほんま。ワイんとこの周瑜が失礼なことしてすんません。疑うまでいかんでも、ワイらに相当不信感を持たれてますやろ？」

　孫権がさりげなく探りをいれてくる。

「もちろん、国同士ですから男と女の関係のように駆け引きはあるでしょう。しかし、我々とあなた方は、これからも共に魏と戦っていく間柄なのですから、大局的には唇と歯のようにお互いが親しく助け合っていかなければなりません」

　俺は無難に優等生的な回答をする。

「そうでっか！　そない言うてくだはるんやったら話は早いですわ。ワイとってもええことを思いつきましてん！　聞いてくだはります？」

　孫権が待ってましたとばかりに手を叩く。

「なんでしょう」

　俺は警戒しながらも先を促す。

「ずばり、ワイと孔明はんが結婚したらどないでっしゃろ！」

　孫権がわざと周りに聞こえるような大声で叫ぶ。

「おー？」

「なにっ!?」

　張飛と関羽が驚いたように目を見開いた。

「はっはっは。お戯たわむれはおやめください」

　俺は引きつった顔で笑う。

　いくら酒の席だからって童貞をからかいやがってこいつら。

「いや、ウチは本気でっせ！　どうでっか、孔明はん？　ワイらが婚こん姻いん関係を結んでもうたら、必然的に二つの勢力の絆が深まって、魏なんかけちょんけちょんにできますやん！　今なら特別に周瑜もつけまひょ！　出血大サービスや！」

　孫権が通販番組の煽り口上みたいなノリで言って、周瑜の肩を叩いた。

「ひどいわぁ、孫権はん。ウチはおまけどすか？」

　周瑜が満まん更ざらでもなさそうな顔で、俺を上目遣いで見る。

（ええー……。こいつらまじで言ってんのか）

　そりゃ、二人ともちょっと、いやかなりかわいいけど、明らかに政略ありきの発言だしなあ。

　でも、ひょっとしたら悪くない話なのか？

　俺の知っている三国志では、呉との関係の悪化が、結局劉備たちの滅亡に直結している。俺が二人と結婚することで、蜀と呉の絆が盤ばん石じやくになるなら、これも軍師の仕事の内なのかも……。

「申し訳ありませんが。それはできかねますわ」

　俺がそう逡巡していると、劉備が俺と孫権たちの間に割って入って、きっぱりと断りを入れる。

「なんででっか？　まさか劉備はんは、ワイらと仲良うしとうないとでも？」

　孫権がすっと目を細める。

「そうではございません。孔明先生と私は結婚の約束をしておりますの。春には式も挙げる予定ですわ」

　劉備がそう言って、肩から手を回して俺を抱きしめてくる。

「は？」

　俺はぽかんと口を開けて劉備を見た。

「もう、孔明先生ったら、照れなくてもよろしいんですのよ。昨晩はあんなに激しく私と水すい魚ぎよの交まじわりをしたじゃありませんか」

　劉備がぽっと頰を染めて言う。

（だから水魚の交わりをエロい意味で使うんじゃねええええええええ！）

　と叫びたかったが我慢した。

　落ち着け。俺。

　要は縁談を断る口実なんだ。

　まあ、今のまま俺が呉と婚姻関係を結べば、国力差的に呉に吸収合併されちゃう可能性が高いしな。

「そうでっか！　そりゃ知らんこととはいえ失礼しましたわ！　おめっとさん！」

　孫権がころっと態度を変えて、笑顔で手を叩く。

「劉備はんと孔明はんがお式を挙げはるんでしたら、同盟国のウチらも出席せなあきまへんなあ」

　周瑜がたおやかに言った。

「いえ。身内だけの地味な式ですから、ご足労はおかけするには及びません。今は戦時ですから、派手な式をして、民に負担をかける訳には参りませんもの」

　劉備が首を横に振って、やんわりと周瑜の提案を拒否する。

「そうでっか。ほな、お祝いの品だけ送らせてもらいまひょ」

　孫権が納得したように頷いて、周瑜と共に彼女たちの席へと戻っていく。

「ふう……。おい。劉備。こういう芝しば居いをするならもっと早めに言っておいてくれよな。心臓に悪いじゃねえか」

　俺は小さく息を吐き出して、劉備に囁く。

「芝居？　なに言ってるの。私がさっき言ったのは全部本当のことよ」

　劉備が小首を傾げる。

「ん？」

「だから、私はあんたと結婚するのよ。何度も言わせないで。恥ずかしいじゃない」

　劉備が頰を染めてぼそぼそと呟いた。

「は？　はあああああああああああああああ!?」

　俺は思わず頭を抱えて叫んだ。

　前に美人局つつもたせ的てきに似たようなことを言われたけれど、結局アレはうやむやになったとばかり思っていたのに。

「何をそんなに驚いてるの？　あんた意外なご褒美が欲しいって言ってたじゃない。いずれ天下を取る女を妻にできるんだから、これ以上の報酬はないわよね？」

　劉備は自信満々に胸を張り、悪戯っぽく微笑む。

　全く。

　本当に俺のご主人様には敵わない。
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　軍勢をたっぷりと休息させてから孫権と別れた俺たちは、赤壁の西にある油ゆ江こう口こうという場所に駐屯した。

　赤壁での大勝と、徐福の母親のために曹操を逃がした時のエピソードも相まって大いに名を上げた劉備の下には、各地から反曹操派の人材が集まってきて、俺たちの軍もだいぶ賑やかになった。

　それらの人材を整理したり、手頃な城を築いたりしている内に、冬は過ぎ去り、季節は早くも春になっていた。

　そんなある日、俺と劉備、関羽、張飛の三人が時間をつくって集まったのは──。

「な、なあ、本当にここでやるのか？」

　俺は周囲に咲き乱れるピンク色の花々を、気まずい思いと共に見渡す。

　のどかな空気の流れる桃園。そこにしつらえられた簡素な祭壇に、握り飯の捧げ物が供そなえられていた。

　地面に敷いたござの上に、俺と劉備は並んで腰かけ、さらにその両側を関羽と張飛が挟んでいた。

　それぞれの前に置かれたのは、四つの陶器の杯。それぞれの杯にはすでに、濁りのある白い酒が、なみなみと注がれている。

「何よ。あんたが『桃園大好き！』とか言うから、わざわざこの場所を式場に選んであげたのに、不満なの？」

　いつもより綺麗な着物を身にまとい、口に紅をさした劉備が俺の顔を窺うかがって言う。

「いや、不満じゃないけど、何て言うか俺が桃園の誓いに参加するのは歴史を冒ぼう瀆とくしてる感がなくもないというか……」

　桃園の誓いは、確かに俺の憧れだった。

　でも、俺の知ってる桃園の誓いに諸[image: ]亮孔明はいない。

　ましてや偽者の孔明である俺が、このような三国志きっての大切な名シーンに参加していいのだろうか。

「哥哥はなに訳の分からないこと言ってるん？　劉姉のお婿さんになるんだったら、哥哥はもうオレらの家族なん。一緒に誓うのが当然なん」

　張飛が首を傾げて俺をつぶらなドングリ眼まなこで見つめる。

「それはそうなんだけどさ。……関羽もいいのかよ？　俺と義兄妹になるんだぞ？」

「ボクは貴様のことをまだ完全に信用した訳じゃない」

　関羽はそっぽを向いて言う。

「だ、だよな!?　ぽっと出の俺が兄なんて嫌だよな？」

「……だけど、今回の赤壁の件は、ボクでは到底姉上を助けられなかっただろう。でも、お前は見事姉上を助け、曹操を打ち破ってみせた。だから、悔しいがお前を認めてやる。兄上！」

　関羽は一度も嚙むこともなく俺を兄と呼び、小さく頭を下げた。

「いいのか？　いいんだな？　本当に俺が桃園に誓っちゃっても！」

　俺は三人の顔を見渡し、何度もそう確認する。

「ああああああああああああああ！　もう！　ごちゃごちゃうるさいわね！」

　劉備が痺しびれをきらしたように叫び、酒を口に含む。

「んむっ」

　次の瞬間、俺は唇を奪われた。

　酒の苦みと共に、劉備の甘く熱い舌が、俺の口内を蹂じゆう躙りんしてくる。

　脳のう髄ずいが痺しびれるような幸福感が、俺の全身を満たした。

「ぷはっ！　これで天人は私のものよ！　あんたが私を天下争いに引っ張り出したのよ！　最後まで責任を取ってもらうわ！　絶対に逃がさないわよ。旦だん那な様さま？」

　やがて、俺から顔を離した劉備が、子猫のような悪戯っぽい表情を作る。

　そうだ。俺は懸けるって決めたんだ。

　この無条件に人を惹きつけてしまう笑顔に。

「……今更逃げねえよ。俺も見せてもらうさ。人徳の聖君、劉備玄徳が築く太平の世の中ってやつを」

　俺も手の甲で口を拭って笑う。

　そうだ。俺は本物の孔明先生じゃない。

　三国志のゲームが大好きな、ただの普通の高校生だ。

　だからこそ、このめちゃくちゃな劉備に付き合ってやれるんじゃないか。

「なら、天てん地ち神しん明めいにかけて誓うわよ！　さあ、みんな！　武器を掲げなさい！」

「ふっ」

「おー！」

「よっしゃー！」

　劉備が、双剣を突き出す。

　関羽が右から青龍偃月刀を差し出し、さらに張飛が蛇じや矛ぼうを交差させた。

　武器など持たない俺は、ポケットから取り出したスマホを三人の武器の一番上にそっと添える。

「我ら、劉備・関羽・張飛・天人の四人は、生まれた日は違えども、ただひたすらに同年同月同日に死ぬことを願わん！　皇こう天てん后こう土どの神々よ！　なにとぞ、我らの心をご照しよう覧らんあれ！」

　誓いの言葉が、蒼天に吸い込まれていく。

　一いち陣じんの春風が桃の花びらを舞い上げ、頰を撫なでた。

　ここから、俺の三国志が始まる。
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　皆様、初めまして。波なみ口ぐちまにまと申します。

　本作『三さん国ごく破は譚たん　孔こう明めいになったけど仕つかえた劉りゆう備びは美び少しよう女じよでゲスでニート志し望ぼうだったの事こと』は、第19回エンターブレインえんため大賞　ライトノベル　ファミ通文庫部門にて、優秀賞を頂いた『三国破譚──外げ道どう劉りゆう備びと偽にせ孔こう明めい──』を改稿したものです。

　それでは、早速ではございますが、関係者の方々への謝しや辞じに移らせて頂きます。

　まずは、この度、拙作を出版する機会をくださったファミ通文庫編集部の皆様。そして、拙作のイラストを担当してくださったｓａｒａｋｉサラキ様。また、拙作に帯コメントをくださった塩しお崎さき雄ゆう二じ様。皆様大変お忙しい中、拙作に多大なるお力添えをしてくださいましたこと、拝謝致します。そしてなにより、この本を手に取ってくださった読者の皆様にあらん限りの感謝を申し上げ、短いながら筆者よりのご挨拶と代えさせて頂きます。







この作品は、第19回エンターブレインえんため大賞ファミ通文庫部門優秀賞作品『三国破譚──外道劉備と偽孔明──』を改稿・改題したものです。
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